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─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　風雲急告─
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　あれから、一年が過ぎた。




　一年しか、保もたなかった。









　　一章　調停員コンプロマイザー葛かつ城らぎミミコの日常










１







　すべての始まりは、十一年前のある事件だった。


　一九九七年。中国への返へん還かんを目もく前ぜんに控ひかえた香ホン港コンで、その事件は発生する。


　九クー龍ロン地区の壊かい滅めつと占せん拠きよ。叛はん乱らん。のちに『九龍ショック』と呼よばれることになるその事件こそ、「吸血鬼ブラツク・ブラツド」の存そん在ざいが人じん類るい史しに刻きざまれた、最初の事件である。


　莫ばく大だいな損そん失しつと数々の悲ひ劇げき、そしていくつかの伝説的逸いつ話わを生んだ、香港聖せい戦せん。


　全世界的規き模ぼで試こころみられ、ヒステリックなまでの反応を呼んだ、吸血鬼殲せん滅めつ運動。





　それが宿命であるかのように、太陽の子供たちは、月下を闇やみの血で染そめた。
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「実じつ際さい嫌いやな時代だった」


　と、その男は語った。


　暗い部屋。まだ建設途と中ちゆうなのか、壁かべも床ゆかも打ちっ放しのコンクリートだ。ガラスの嵌はまっていない窓まどから街まち明あかりが差し込み、椅い子すに座すわる男の足あし下もとをうっすらと照てらしていた。


「どこの血族もぴりぴりしてた。人間に復ふく讐しゆうを誓ちかう奴やつも大おお勢ぜいいた。憎にくかったからじゃない。そうでもしないと未来に希望が持てなかったからだ。俺おれは言うほど長く生きてる訳わけじゃないが、長老たちは皆みな顔を曇くもらせていた。長い夜の歴史の中でも、こんな悲ひ痛つうな時代はかつてなかった、とな」


　男は淡あわい微び笑しようを浮うかべる。


　部屋にいるのは彼だけではない。彼の背後には、歳としも性別もバラバラな数名の男女が、身を寄せ合って立っていた。口を開ける者はなく、息を詰つめて男の──異い国こくの地にあって彼らを率ひきいる若い現長老の台詞せりふに聞き入っている。


「……あの事件から五年も経たったころだ。ここの噂うわさを聞いたのは。人と吸血鬼が共きよう存ぞんする都市、特とつ区く。信じられなかったよ。だが、その噂は六年、七年経っても消えなかった。それどころか仲なか間ま内うちでまことしやかにささやかれるようになった。だから、故こ国こくの隠かくれ里ざとが襲しゆう撃げきを受けたとき、俺たちはその噂に命めい運うんを託たくすことにした。人間たちの目から逃のがれ、大陸を横切り、海を越こえて。結局五年かかった。血族の半数が命を落とした。そして、ようやく辿たどり着いたんだ。夢ゆめにまで見た、理想の都市に」


　そう言って、男はもう一度笑った。


　笑うしかない、といった表ひよう情じようだ。


「だからかな。若い奴らは現実に耐たえられなかったようだ」


「……特区の現実に失しつ望ぼうした、ということですか？」


「欲よくに呑のまれたのさ。それとも都会の毒どく気けに当てられたか。いつまで経ってもガキはガキのまま、ってのは、俺たちの最大の欠点だな。不老なんてな、ろくなもんじゃない」


　男の言い様に、葛城ミミコはため息を落とした。


　それから椅子に浅く腰こし掛かけたまま、顔を引き締しめ、背せ筋すじを伸のばした。


「お話はよくわかりました、ミスター・キケロ。ですが、あなたの血族の方が無む抵てい抗こうの人間を襲おそい、傷を負わせたことは確たしかです。我われ々われ『オーダー・コフィン・カンパニー』としては、見み過すごすことはできません。おわかり頂いただけますね？」


「……わかる」


　と男──キケロ・ロッシーニは短く頷うなずいた。


　外がい見けんは三十の手前といった感じの男だ。鰐わに革がわのジャケットにスラックスとブーツ。両手の指に古めかしい指ゆび輪わを幾いくつもはめている。オールバックにした髪かみには艶つやがなく、幾いく筋すじか額ひたいに垂たれていた。瘦やせた頰ほおとあごにも、うっすらひげあとが残っている。


　長く風ふう塵じんに晒さらされたような雰ふん囲い気きがあり、それが彼の生きた本当の歳さい月げつを物語っていた。ただ、くたびれた表情の中、ミミコを見つめる瞳ひとみだけは精せい気きを失っていない。飢うえを自じ覚かくし、自じ制せいしている虎こ狼ろうのようだ。


「わかる。が、要求はのめん」


「……なぜです？」


「決まっている。どんな愚おろか者でも血族だ。我ら『義ぎ士しピクロテテス』の血けつ統とう。同じ血を引く者を、みすみす人の手に差し出しはせん」


　ギラリと彼の双そう眸ぼうが光った。唇くちびるが持ち上がり、その下から鋭えい利りな光がこぼれる。牙きばだ。


　彼だけではない。長老の背後に控ひかえていた血族たちも牙を剝むき、瞳に殺さつ気きを宿らせた。


　ミミコは思わず生なま唾つばを飲んだ。そんなミミコに、キケロは低い声をかけた。


「悪いな、嬢じようちゃん。あんたに恨うらみはないし、人間と争う気もなかった。だが、こうなってしまったからには仕し方かたあるまい」


「……考え直して下さい。『カンパニー』の鎮ちん圧あつチームは、世界でも屈くつ指しの対吸血鬼戦せん闘とう部隊ですよ？　それに、特区には我々に協力してくれる古血オールド・ブラツドが大勢います。ここで人に牙を剝けば、それこそ血統が途と絶だえ──」


「黙だまれ人間っ。そんなことは百も承しよう知ちだ！」


　キケロが声を上げると、血族たちが一いつ斉せいに動いた。ある者は隠かくしていた銃じゆう口こうを向け、ある者はナイフを抜き放つ。そしてミミコは音もなく包ほう囲いされた。吸血鬼にのみ可か能のうな動きは、彼女に腰こしを浮うかせるゆとりさえ与あたえなかった。


「黒き血の誇ほこりは永遠の生に勝まさる。いや、永遠に生きる定めなればこそ、血族を見捨てることはできない。人を凌りよう駕がする力を誇ほころうと、己おのれ一人で長らえることなど不可能なのだ」


　断だん固こたる意志とともに、キケロはそう言い放った。


　彼の瞳には強い光があった。彼の血族たちも長老の言葉に頷いた。彼らは悲ひ壮そうな決意を浮かべているが、誰だれもが胸を張はっていた。


　ミミコは真しん剣けんな眼まな差ざしで、吸血鬼たちを見回した。それから、ふと口くち元もとをほころばせた。


「……いいですね。そういうの」


「なに？」


「血の絆きずな。そういう生き方って素す敵てきだと思います」


　ミミコはにっこりと笑ってみせた。キケロは、彼女の意い図とが読めず、当とう惑わくする表情を見せた。


「でも、それは黒い血だけの絆。吸血鬼ブラツク・ブラツドと人間レツド・ブラツド、両種族にとっての絆を築きずくのが、特区の生き方なんです。それはまだ現実のものではないかもしれませんが、現実にしようという意志と努力は存在します。どうか牙を退ひいて下さい、ミスター・キケロ。話し合いを続けましょう」


「……話し合いの余よ地ちはない。我らの決意は変わらない」


「どうしても？」


「くどい」


「……そうですか。なら、こちらも業ぎよう務むを遂すい行こうします」


　ミミコは椅い子すから立ち上がった。その自信に満ちた態たい度どに、吸血鬼たちが身み構がまえる。キケロも警けい戒かいを隠かくせずにいた。


「……何をするつもりだ？」


「ふふ。ご存じじゃありませんか？　あたしたち『カンパニー』の調停員コンプロマイザーは、自分の安全を守り、交こう渉しようをつつがなくまとめるために、腕うで利ききの護衛クローザーを連れて行動するんです」


　ミミコが言うと、吸血鬼たちは思わずざわつき、周囲に不安混まじりの視し線せんを投げた。


　しかしキケロは動じない。


「馬ば鹿かな。どれほど有能な護ご衛えいだか知らんが、これだけの人数を相手に何ができる。言っておくが、ここにいる者は全員『九龍ショック』以前に転てん化かした者たちばかりだ。転びたてアンダー・イヤーとは訳わけが違うぞ。人間に敵かなう相手ではないっ」


　キケロの警けい告こくに対し、ミミコはもったいぶったように答える。


「人間じゃありません。吸血鬼の護衛です。ひょっとすると名前は聞いたことがあるかもしれませんね。『銀ぎん刀とう』望もち月づきジロー──って」


　その名を聞いた途と端たん、キケロの顔色が変わった。


「『銀刀』だとっ？　香港聖戦で人間に与くみしたという……あの伝説の剣けん士しがっ？」


　彼は椅子を蹴け倒たおして後ろに下がり、他の者たちも悲鳴をのみ込んでミミコから離はなれた。ミミコは不ふ敵てきに笑うと、さっ、と大きく右手を払はらった。


「出番よ、ジローさん！　この人たちの武器を、残らず取り上げて！」


　室内の緊きん張ちようが爆ばく発はつし、一気に飽ほう和わ状じよう態たいになった。吸血鬼たちの顔に脂あぶら汗あせが滲にじむ。空気が張り詰つめ、一いつ切さいの音が消えた。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


　沈ちん黙もくは長く続いた。


　予想以上に長かった。


　やがて吸血鬼の一人が、ちらっ、とキケロに視し線せんで問いかける。キケロも無言の視線で応こたえてから、今度はその視線をミミコに向けた。


　ミミコはもう一度、


「……ジローさん？」


「…………」


「ジ、ジローさーんっ？　コタロウくーん？」


　返事はない。ミミコは慌あわてて窓まどに駆かけ寄より、外を見た。


　誰もいなかった。


「……嬢ちゃん？」


「ちょ、ちょっとお待ちを！」


　携けい帯たい電でん話わを取り出し、コールする。出ない。焦あせりながら他の番号で呼ぶ。やはり出ない。


「……噓うそ」


　ミミコが呆ぼう然ぜんとしたとき、突とつ然ぜん手の中の携帯が鳴り始めた。「わっ」と反はん射しや的てきに電話に出ると、携帯からは子供の声が聞こえた。


　お茶の間的にのんきな声で、


『もしもーし。ミミちゃん？』


「コ、コタロウ君!?」


『ミミちゃんさあ。お仕事まだ終わんないの？　ぼくもうお腹なかぺこぺこだよ』


「はあ!?　な、何言ってるのコタロウ君っ。いまどこにいるのよ！」


『え？　おうちだけど？』


「なんでうちにいるの！」


『なんでって……晩ばんご飯──』


「今日は護衛クローザーの仕事だって言ったでしょ！　言ったよね、今け朝さ!?」


『……あ』


　まるで夕食の材料を買い忘れていたときのような、まさに「あ」という返事だった。ミミコの全身から血の気が引いていく。


　いっそ貧ひん血けつで失しつ神しんしたいのを堪こらえながら、ミミコは携帯にかじりついた。


「まさかジローさんもそこにいるんじゃないでしょうね！　ねえっ？」


『えっと、その、い、いま代わるね！』


「代わるってちょっと……!?」


『……あ、もしもしミミコさんですか？　まだ残業は長引きますかね？　冷れい蔵ぞう庫こにあったピザなんですが、どうも賞しよう味み期限が──』


「このアホタレ兄弟ぃぃ！」


　絶ぜつ叫きようしてミミコは携帯を切った。ハッと我に返って後ろを振り向くと、武器を降ろした吸血鬼たちが啞あ然ぜんとした様子で調停員コンプロマイザーを眺ながめていた。


　キケロが気まずそうにミミコの出方を待っている。ミミコはしばらく反応を返せずに固まっていたが、やがてぎくしゃくと携帯をスカートのポケットに戻もどし、「ごほん」とひとつ咳せき払ばらいをした。


「……オ、オーケー、オーケー。ちょっと段だん取どりが変わりましたが、ご心配なさらないで下さい。いえいえ。ほんと、些さ細さいな手て違ちがいに過ぎませんから。よくあることです」


「……よくあるのかね？」


「……こ、今月はこれが最初カナ？」


　ミミコは可愛かわいらしく小首を傾かしげた。キケロはひげあとの残るあごを搔かいた。


　仲間に振り向き、ミミコを指差して、
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「取り押さえろ」


「待ってストップぷりーず！　は、話し合いましょうっ。ね？　ね？」


　じりっと間合いを詰つめる吸血鬼たちに、ミミコは慌あわてて手を振った。


「済みません、ごめんなさいっ。ちょっと調子に乗りました！　実はですね。皆みなさんのことは、すでに新たな協定血族として登とう録ろく申しん請せいを出しているんです。幸い今回の犠ぎ牲せい者しやは、いずれも軽けい傷しようで済みました。もちろんそれなりのペナルティは科かさせてもらいますが、『カンパニー』は皆さんを迎むかえ入れる準じゆん備びを進めているところなんですっ」


「出で任まかせを言うなっ。協定血族となるためには、すでに協定を結んだ血族の紹しよう介かいが必要なことぐらい知っている。それも、新たな移い住じゆう者しやに渋しぶる『カンパニー』を説とき伏ふせられる、強い影えい響きよう力りよくを持つ血族の紹介が。なんのツテもない我わが血統を、いったい誰が──」


「一昨日『魔ま女じよモーガン』の血統から。昨日『真しん祖そ混こん沌とん』の血統から許きよ可かを頂いただきました。前者は特区の欧おう州しゆう系吸血鬼を、後者は大陸系吸血鬼をまとめている血族であり、全協定血族の盟めい主しゆでもあります。『カンパニー』も嫌いやとは言いません」


　その言葉を聞いて、吸血鬼たちは互たがいの顔を見合わせた。ミミコが口にした二大血族のことは、彼らもよく知っているのだ。卑ひ下げするつもりはないが、彼らの血統より格かく式しきも実力も遥はるかに上の血族である。


　だが、キケロは収おさまらなかった。


「信じられるものかっ。その血族を率ひきいる者といえば、『東の龍りゆう王おう』セイと、『アザミ邸ていの騎き士し』ケイン・ウォーロック。どちらも『銀刀』に勝まさるとも劣おとらぬ聖戦の英雄ではないか。お前のような小こ娘むすめが、どうして両名から許可を得ることができるというのだ！」


　キケロは激げつ昂こうしていた。それまでの交こう渉しようでは見せたことのない激はげしい怒いかりだ。『義士』と言われる血統だけに、口先で丸め込もうとするミミコの態たい度どが腹はらに据すえかねたのだろう。


　だが仲ちゆう裁さいは思わぬところから入った。


「噓うそではないぞ。彼女の言っていることは、本当だ」


　吸血鬼たちは弾はじかれたように振り返った。部屋の隅すみ。壁かべに開いた四角い出入り口に、一人の男が立っていた。


　背の高い、がっしりした体たい格かくの男である。場ば違ちがいなほど仕立ての良いスーツを、隙すきなく着こなしている。幾いく分ぶんラフに撫なでつけられた灰色の髪と、鷹たかのように鋭するどい、しかし深みのある灰色の瞳ひとみをしていた。


　だが、何よりも男を特とく徴ちようづけているのは、身にまとう気け配はい、オーラだろう。剽ひよう悍かんさと重じゆう厚こうさが一体となり、男の印象を他の凡ぼん百ぴやくから際きわ立だたせている。


「ケインさん！　どうしてここに？」


「たまたま近くで商しよう談だんがあってな。それに、紹介を引き受けた以上、直接会って話を通すのが筋すじだと思ったまでだ。しかし……」


　とケイン・ウォーロックは一同を見回し、ニヤリと笑った。


「許可を取り付けてから説得に当たるとはな。普ふ通つう逆ではないのか？」


　古血オールド・ブラツドの台詞せりふに、ミミコは恐きよう縮しゆくして身を小さくした。


　一方キケロたちの反応は激しい。驚きから覚め、相手が誰なのかを理り解かいすると、キケロはただちに片かた膝ひざをついた。他の血族も彼に倣ならった。


「……初めてお目にかかる、ケイン・ウォーロック。『アザミ邸の騎士』。聖戦の功こう労ろう者しや。『魔女モーガン』の血統に連つらなりし、公正にして高こう潔けつな血よ。わたくしはキケロ・ロッシーニ。『義士ピクロテテス』の血統に連なる者。若じやく輩はいの身ながら、一族を率いておる者です。先ほどの無ぶ礼れいな発言。知らぬこととはいえ、誠まことに申し訳ない」


「お気になさるな、若き長老。あなたが信じなかったのも無む理りはない。ただ──」


　とケインはおかしそうに唇の端はしを持ち上げる。


「そこの『小娘』殿どのは一いつ介かいの調停員コンプロマイザーに過ぎぬが、いささか顔が広くてな。俺おれや龍殿どのとは昵じつ懇こんの仲なのだ。……しかし、そうだな。改めて考えてみれば、型かた破やぶりなことだ。『カンパニー』の会長ですら、俺や龍殿に菓か子し折おりひとつで口約束を取り付けるなど不可能だぞ」


「た、高かったんですよ？　『レイク＆バンブー』の特とく製せい栗くり羊よう羹かん」


「値ね段だんのことを言っておるのではない。そもそも経けい費ひだろ」


　二人のたわいないやり取りに、キケロたちはいよいよ目を瞠みはった。この少女は間違いなく、ただの人間だ。それが、あのケイン・ウォーロックと、ごく当たり前のように「たわいないやり取り」を交かわしているのである。


「まさか、『銀刀』の護衛というのも……」


「む。そういえば、あの馬ば鹿かはどうした？」


「……聞かないで下さい」


　頭ず痛つうを堪こらえるようにミミコがこめかみを押さえると、ケインはそれですべてを了りよう解かいし、口をつぐんだ。吸血鬼たちのどよめきが大きくなった。


「し、しかしケイン殿。なぜ我々のことを？　貴方あなたの寛かん大だいさを疑うわけではないが、貴方が我々のことを知っていたとも思えない。どうして許可を下さったのか？」


　するとケインは肩を竦すくめた。


「貴き殿でんらのことは、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教わったのでな」


　そう言ってミミコに目め配くばせをする。ミミコは頷うなずき、上着から手て帳ちようを取り出した。


「キケロさん。あなた方が特区に入る際さい、三人の釣つり人と遭そう遇ぐうなさいましたね？　相手はそのとき酔よっていた。しかしあなたはあえて強ごう引いんに上陸せず、彼らが去るのをほとんど一ひと晩ばん中じゆう待ってから上陸した。無用なトラブルの可能性を、わずかでも低くするために」


「なっ。なぜそれを？」


　驚くキケロに、ミミコはにこやかな笑え顔がおを返す。それから彼の後ろに目をやり、


「そこのワンピースを着た女性の方。あいにくお名前は存じませんが、あなたは血液パックの配はい給きゆうを受け取りに行った際さい、順番を巡めぐって騒ぐ転びたてアンダー・イヤーの間に入り、仲介なさいました。それに、そっちの髪を立てたお兄さん。あなたは先週、他の血族に絡からまれたとき、じっと耐たえて手を出さなかった。その後ろのお爺じいさん。あなたが事じ故こ現げん場ばから助けて下さったお子さんは、突然現れたスーパーマンのようなお爺ちゃんにとても感謝していましたよ。絶対内ない緒しよだって約束をしたそうですね。話を聞き出すのに、とても苦労しました。他にもいくつかありますが、お聞きになりたいですか？」


　吸血鬼たちはぽかんとしてミミコを見返した。ミミコは満足そうに頷き、手帳を閉じた。


「あなたたちが許可された理由は、あなたたち自身です。特区に来てひと月足らず。その間のあなたたちの行動が、あなたたちを協定血族にしたんです」


　ミミコは晴れやかに言った。キケロたちはすぐには言葉も出ない。


「では……俺おれたちは本当に？」


「はい。ようこそ、特区へ！　我々はあなた方を歓かん迎げいします」


　息を呑のむ長老の後ろで、吸血鬼たちは小さく喝かつ采さいを上げた。恋こい人びとたちが抱き合い、子供を助けたという老人がキケロの背中を強く叩たたく。彼らの喜ぶ姿すがたを、ミミコは我わが事ことのように眺ながめていた。


　ふと、ケインが、


「……しかし、最近の情報部は、そんなことまで調べているのか？」


「あ、いや。これはあたしが個人的に」


　ミミコは照てれたように口を濁にごした。


　一いつ瞬しゆん、ケインの目つきが変わった。彼女が調べた『義士ピクロテテス』の血統の情報は、微びに入いり細さいにわたる丁てい寧ねいなものだった。楽に調べられるようなものではない。


　そこへ、


「キケロ！　大変だっ」


　一人の若者──彼もキケロたちの血族だ──が血けつ相そうを変えて飛び込んできた。


「ロモスの馬鹿が飛び出していきやがった！　あいつ、このところずっと思い詰めてたから……！」


　たちまち一同が青ざめた。


　ケインが即そく座ざに視し線せんを空中に据すえる。吸血鬼の気け配はいを探さぐっているのだ。


「……こいつか。第七地区セブン・ヤードの繁はん華か街がいを目指しているな」


「大変だわ！　追いますっ。事じ情じようを話せば、止められるはず！」


「助けは？」


「じゃあ、足を！」


　駆かけ出そうとするミミコに、ケインは愛車のキーを投げた。「ありがとうございます！」とミミコはキーをつかむ。


「ぶつけていいぞ。特別だ。許す」


「では遠えん慮りよなくっ」


「……できれば遠慮ぐらいはしてくれ」


　ケインの苦く笑しようを余よ所そに、ミミコは部屋を飛び出していった。あとに続こうとするキケロたちをケインは片手を上げて止めた。


「任せておけ。君たちが行けば、また新たな火ひ種だねになるやもしれん」


「し、しかし！」


　身み悶もだえせんばかりのキケロたちに向かい、ケインは「大だい丈じよう夫ぶだ」ときっぱり請うけ負おった。


　そして、視線を窓の外に飛ばし、もう一度感覚かんかくを広げて気配を確かく認にんする。


　どこか楽しげな口くち振ぶりで、


「……まったく、だらしのない護衛クローザーだ。ほら。もっと急がんか、ひよっ子め」





　　　２





　ケイン・ウォーロックの愛車は、英国の誇ほこる高性能車アストン・マーチンだ。ちょっとエンジンを噴ふかしてみただけで、ただ事でない排気音エキゾースト・サウンドが響ひびいてくる。


「……免めん許きよはあるけど、軽しか乗ったことないのよね」


　一番後ろまで下がっていたシートを自分の体たい格かくに合わせ、ミミコは気合いを入れて英国車をスタートさせた。


「うっひー！」


　と叫さけびながら、アクセルを踏ふみつけ、ハンドルを操そう作さする。アストン・マーチンはＶ８とドライバーの悲鳴を轟とどろかせて、夜の街を疾しつ走そうした。


　クラクションの嵐あらしに迎むかえられながら、メイン・ストリートに乗り入れる。ミミコはそのまま他車を躱かわして、第七地区セブン・ヤードに向かうルートを取った。


　特区は日本の横よこ浜はま沖おきに浮かぶ人工島で、全部で十の地区から成り立っている。中でも、ロモスという吸血鬼が向かった第七地区セブン・ヤードは、繁はん華か街がいやプレイスポットが集中した地区だ。万が一にも吸血鬼が暴あばれようものなら、取り返しのつかない事じ態たいになる。


「くっそー！　せっかくまとめた会心の交こう渉しようっ。台だい無なしにさせるもんですか！」


　ダッシュボードのデジタル時計は、午後十時三二分を表示していた。


　すでに街は光のデコレーションで輝かがやいてる。企き業ぎようのロゴが踊おどる広告看かん板ばんに、ヒットチャートを流す巨きよ大だいディスプレイ。ライトアップされた街がい路ろ樹じゆに、きらびやかなショウウィンドウ。メイン・ストリートを映すフロントガラスの上を、街がい灯とうの明かりが急きゆう流りゆうのように滑すべり抜けていく。


　ミミコは「ひゃあ」や「あぶなっ」等などの叫び声を連発しつつ、大だい胆たん不ふ敵てきなハンドル捌さばきを見せた。これでもゲームセンターで鍛きたえた腕うでなのだ。もっとも、その自信の根こん拠きよを聞けば、ケインは運転を代わると言い出すかもしれなかったが。


「ああ!?　でも、よく考えたら第七地区セブン・ヤードの繁華街としか聞いてなかった？」


　言うまでもなく第七地区セブン・ヤードは広い。ましてやこの時間なら大おお勢ぜいの人間が夜の街に繰くり出しているはずだ。その中に紛まぎれた吸血鬼を見つけ出すなど、到とう底てい不可能だった。もし発見できるとすれば、それは彼が騒さわぎを起こしてしまったあとだけだ。


「ああん、もう馬ば鹿か！　どうしよう！　ったく、ジローさんがいればすぐに気け配はいを捜さがしてもらえるのに、こういうときに限ってあの遅ち刻こく魔まは！」


　そもそも今回は遅刻すらしていない。完全な職しよく務む放ほう棄きである。


「しかもお腹なか減へったですってっ？　ピザが何よ、ピザがっ。賞味期限がなんだってーのよ。こちとら昼ご飯だって食べる暇ひまなかったのにさっ。コタロウ君もコタロウ君だわ。ジローさんが寝てたから伝言お願いしたのに、あんなに元気よく返事したのに、コロッと忘れてるなんて！　残業？　ああ残業ですとも！　今月はこれで七十時間超こえちゃったわよ。おまけにほとんどサービスよ！　どうこれ？　何これ？　どっか間違ってないっ？　青春まっさかりの健けな気げな少女が身を粉こにして働いてるのに──あー！　今日あのドラマ最終回じゃないっ。録ろく画が忘れた！　悔くやしい！　ジローさんの馬鹿ーっ！」


　時じ速そく八十キロオーバーのまま、ミミコは、両手を握にぎり締しめて悔しがった。当然手はハンドルから離れている。


「ハッ」


　と思ったときには、車体は不ふ穏おんな動きを見せ、


「ハああっ！」


　と叫ぶと同時にタイヤがハリウッド的な横よこ滑すべりを見せた。


　脳のう裏りで走そう馬ま灯とうがスタートを切った。車体が浮き上がり、天国までの距きよ離りがちょっぴり縮ちぢまる。


　ところが、どういう訳わけかアストン・マーチンはそのまま空中を音もなく走った。アスファルトの上に数センチ浮かんだまま挙きよ動どうを正し、ふわりと路ろ面めんに着ちやく地ちする。しかも、目を丸くするミミコの前で、ハンドルが勝手に動いて、軽けい快かいに運転を続けているではないか。


「ど、どうなって……」


「ミミコ、危あぶない」


　突とつ然ぜんかけられた穏おだやかな声に、ミミコはシートの上で飛び跳はねた。驚おどろいて助手席を見ると、いつの間にかそこには一人の少年が座すわっていた。


　見た目は十歳ぐらいの男の子だ。丸い帽ぼう子しに袖そでのゆったりした服を着込み、手入れの行き届いた黒髪を首の後ろでちょこんとまとめている。行ぎよう儀ぎが良く、良りよう家けのお坊ぼつちゃん然ぜんとしていた。ただ、なぜか丸いサングラスをしていて、その点だけが少年に妙みような可お笑かしさと微笑ほほえましさを与えていた。


　ミミコの方を向き、少したしなめるような──しかしニコニコと機き嫌げんの良さそうな顔をしている。この少年、いや、少年の姿を取る人物こそ、特区最年長の大吸血鬼。『東の龍王』の異い名みようで知られる──


「セイさん！」


「[image: ]ニイ好ハオ」


「ど、ど、どうしてここにっ？」


「近くで会合があった。退たい屈くつだから抜け出したらミミコを見つけた。ミミコ、運転下へ手た。気を付ける」


　セイは楽しそうに言った。それからミミコの疑ぎ問もんを見て取ると、忍にん者じやのように両手で印を結むすんだ。


「ここには『縮しゆく地ち』で来た。奇き門もん遁とん甲こう。余よの必殺技」


「必殺技……かなあ？」


　得とく意いげなセイに、ミミコは困こまった顔で苦笑する。


　しかし、セイの見せた力は、間ま違ちがいなく驚きよう嘆たんに値あたいするものだった。彼は、暴ぼう走そうする車の助手席に瞬しゆん間かん移い動どうしてのけたのだ。それは、吸血鬼の血統の祖──始祖ソース・ブラッドたちの中でも、常に別べつ格かくに語られる『真しん祖そ混こん沌とん』の直系にのみ受け継つがれる、偉い大だいな力なのである。


　特区には大勢の力ある吸血鬼が住んでいる。が、中でも特別なのがセイだった。その力の強大さは並み居る古血オールド・ブラツドの中でも群ぐんを抜いており、その存在は広く世界中の同族に知られている。ついさっき車体を浮き上げてミミコを救い、いまハンドルを操作しているのも彼だ。力場思念ハイド・ハンド。つまり、吸血鬼の操あやつる念ねん動どう力りきを用いているのである。この程度のことは、彼なら朝飯前だろう。


「ミミコはいま何を？　これはケインの車」


　無む邪じや気きな問いかけに、ミミコは慌あわただしく事情を説明した。


「そうか。昨日の」


「はい。昨日紹介をお願いした血族と、たったいま話をまとめたところなんです。それがこんな羽は目めに……」


「ふむ。しかしコタロウは？　それにジローは？」


「……聞かないで下さい」


　目め眩まいを堪えるようにミミコが眉み間けんを押さえると、セイはそれですべてを了りよう解かいし、口をつぐんだ。心なしか同情の色が見える。


「ロモスというのは、こやつだな」


　突然、ミミコの脳裏に、どこかの通りの映えい像ぞうが浮かんだ。酔よっぱらいや客引きを突き飛ばしながら一人の若者が小走りに駆けている。ロモスだ。セイが彼の居場所を察さつ知ちし、念話トーク・パスと呼ばれる力でミミコの頭の中に直接映像を見せているのである。


「そ、そうですっ。こいつです。ここは──四番地か！」


　急いでミミコはハンドルをつかみ、交こう差さ点てんを曲がった。特区で育った彼女は、たいていの道なら頭に入っている。先回りするつもりなのだ。


　しかし、ロモスが逃げ込んだのは交通規き制せいのかかった通りだ。車では入れない。ミミコは通りの手前に到とう着ちやくすると、アストン・マーチンを歩道に寄せて停車させた。


　ドアを蹴け破やぶる勢いで飛び降りたとき、後ろからセイが尋たずねた。


「……手伝う？」


　それはなんの打だ算さんもない、友人に言うような申し出だった。ただセイは、なんとなく返事を予想しているようでもあった。


　ミミコは思わず足を止めて振り向いた。しかしセイの予想した通り、気き負おいのない表情で笑うと、首を横に振った。


「車、見てて下さい。盗ぬすまれでもしたら、ケインさんに怒られちゃう」


「うむ」


　セイは満足そうに頷うなずいた。走り出すミミコの背中に「再見ツアイチエン」と声をかける。ミミコは大きな声で返事をして手を振った。


　そして、ミミコは通りに入った。


「確か、こっちの方に……」


　メイン・ストリートではないにせよ、特区でもっとも大きな繁はん華か街がいの一角だ。スピーカーからは派は手でな音楽と宣せん伝でんがもれっぱなしで、至いたる場所から酔った客たちの笑い声が聞こえる。色いろ鮮あざやかなネオンの数々。まるで夜の迷めい宮きゆうだ。


「う、うーん。やっぱり手伝ってもらった方が良かったかな？」


　つい気弱なことをつぶやいたミミコだったが、運がいいことに、さっき念話で見た客引きを見つけることができた。ロモスに突き飛ばされた男だ。


「ああ。あの野や郎ろうなら、そっちのバーに入ってったぜ。なんか物ぶつ騒そうなツラしてよ。あんた知り合い？　だったら文もん句く言っといてくれよな」


　不ふ機き嫌げんな客引きに礼を言い、ミミコはそのバーに入った。


　外から見た印象より、店内は広かった。照明は薄うす暗ぐらく、席はほぼ埋うまっている。


　ミミコは息を整えながら、慎しん重ちように店の奥おくへと進んだ。店員を適てき当とうにあしらい、待ち合わせを装ってテーブルをひとつずつ確かく認にんしていく。向こうはこちらの顔を知らないのだ。機き先せんを制して話しかけ、問題が解かい決けつしたことさえ伝えれば、説得は可能なはずである。


　しかし、またしてもミミコの予想は裏うら切ぎられた。


　店の一番奥。カウンターの隅すみに陣じん取どっていた若い男が、ミミコを見るや血けつ相そうを変えて立ち上がったのだ。


「ロモス！」


　間違いなかった。しかし明らかにこちらの正体がばれている。どうして、と思った瞬しゆん間かん、ミミコは、自分が『カンパニー』の制服を着ていることを思い出した。


「しまった！　このドジっ」


　ロモスはスツールを蹴け立たてて席を立つと、そのまま店の奥に消えた。裏うら口ぐちから逃げるつもりなのだ。途と中ちゆう、トイレから出てきた客を突き飛ばし、その客がテーブル席に突っ込んで、たちまち騒さわぎになった。


「待って！　話を聞いてちょうだいっ」


　ミミコはただちに追つい跡せきを再開しようとした。だが、追いかけようとした彼女の前に、柄がらの悪い男が立ち塞ふさがった。さっきトイレから出てきたとき、突き飛ばされた客だ。


「オウ！　なんだテメエの連れはっ。ふざけんなよ！」


「ああ、もうっ。客引きの次は、酔っぱらい？」


　男はかなり泥でい酔すいしているようで、呂ろ律れつが回っていなかった。しかし、事じ態たいを面白がったのか、男の仲間らしき二人が、一いつ緒しよになってミミコを取り囲んだ。


「おいおい姉ちゃん、逃げんなよ。さっきのカレシ？　置いてかれたの？」


「だったらオレらと飲もうぜ。そしたら許してやっからよ」


　男たちはニヤニヤしながら酒臭くさい顔を近づけてきた。


　勘かん弁べんして、とミミコは頭を抱かかえたくなった。彼らより、この場にいないトンマな護衛クローザーへの怒りが募つのる思いだ。


　だが、


「よお。なんとか言えよっ」


　と腕うでをつかまれると、さすがにやばいと緊きん張ちようした。相手が一人ならあしらう自信はあっても、三人だと勝ち目はない。


　ところが、


「──手を放せ。そいつの相手は、お前らじゃ釣つり合わん」


　周囲の温度を一気に下げる、氷のような声がした。


　同時に、分厚いウィスキーグラスが飛ひ来らいし、酔すい漢かんの額ひたいを割った。悲鳴があがり、残る二人が狼狽うろたえる。ミミコは救いの主を振り返り、絶ぜつ句くした。


　店のカウンター。さっきまでロモスが座っていた席の隣となりに、一人の少年が腰こし掛かけていた。


　黒いニット帽ぼうに、シルバーのラインが入った黒いジャージ。ストリート風のラフなスタイルだが、よく見れば値ねの張はる服ふく装そうなのがわかる。隣の席に清せい楚そな美人を従したがえ、背後のいざこざなどどこ吹く風と、ＢＧＭで流れるヒップホップに耳を傾かたむけていた。


　その少年が、ちらっと振り返る。


　周りの客──ミミコに絡からんだ三人の男までが、思わず息を呑のんだ。


　奇き跡せきのように整った白はく皙せきの美び貌ぼうだ。ニット帽からこぼれる髪は燃え盛さかる炎の赤で、切れ長の鋭するどい瞳ひとみは、輝くルビーの紅くれないをしていた。ニヒルそうに唇を歪ゆがめ、火の印象とは正反対の冷たい視線を向けている。


「ゼルマンさん……！」


「久しぶりだな、調停員コンプロマイザー。もてるじゃないか。アヒル口のくせに」


「ア、アヒル口は関係ないでしょうっ」


　ミミコが抗こう議ぎすると、少年は氷塊ロツクがウィスキーに溶とけるように、うっすらと微び笑しようした。


　この少年の名は、ゼルマン・クロック。別名『緋ひ眼がんのゼルマン』と呼ばれる吸血鬼だ。『闘とう将しようアスラ』の血統に連なる八百年を生きた古血オールド・ブラツドであり、視線の魔ま力りよくだけで炎を操あやつる視経発火アイ・イグナイトの能力の持ち主である。セイが特区ナンバーワンの実力者なら、ゼルマンは彼に次ぐナンバーツーなのだ。


　しかし、セイとは異なり、ゼルマンはミミコとは対立する立場だった。『夜会カヴン』と呼ばれる反『カンパニー』勢力に身を置いているのである。


　積せつ極きよく的てきにトラブルを起こすような人物ではなかったが、いざ彼が動けば周囲が被こうむる被害は計はかり知れないだろう。そして何より厄やつ介かいなのは、彼は気分次し第だいでそういうことをやりかねない──少なくとも彼を知る者にそう思わせる言げん動どうを好んで取るということだった。


「またどこかの馬ば鹿かの尻しりぬぐいか？　相変わらずご苦労なことだ」


「……それが仕事ですので」


「不毛な仕事もあったもんだぜ。いい若い者が気の毒に」


「と、年寄り臭くさいですよ、ゼルマンさん」


「オレぐらい歳としを食ってるのは、そうそういないと思うがね」


　飄ひよう々ひようと言うゼルマンに、ミミコは閉へい口こうした。彼の外見は、せいぜい十五、六にしか見えないのだ。輝かんばかりの美少年に言われても、まるで説得力がない。


「にしても一人ってのは珍しいな。『銀刀』とコタロウはどうした？」


「……聞かないで下さい」


　これで今こん晩ばん三回目だ。ゼルマンもすぐにすべてを了りよう解かいし、ひょいっと肩を竦すくめた。


「苦労してるな。アヒル口」


「だからっ。アヒル口は関係ないでしょうっ」


「よし。ならここはひとつ、オレが手を貸してやろう。まずは、そこの三人──」


「ちょっ!?　何言ってんですっ。駄だ目めですよ、ゼルマンさんっ」


「どうして？　いいじゃねえか。見逃せよ。なんなら目もく撃げき者しやもろとも火の海に──」


「やーめーてー」


　おどける吸血鬼に、ミミコはあたふたと狼狽うろたえる。もちろん冗じよう談だんだと思うし、冗談に違いないし、冗談であって欲しいと切に願っているが、このひねくれ者だけは本心が読めない。はっきり言って酔っぱらいに絡まれている方が、ずっと気が楽だ。


　と、ミミコがゼルマンにからかわれていると、


「……ゴホン」


　と少なからず刺とげ々とげしい空から咳せきが聞こえた。


　ゼルマンが連れていた女性だ。歳は二は十た歳ち過ぎ。少年と違い、きちんとしたスーツを着ていて、それが大人びた彼女の雰ふん囲い気きに似に合あっていた。さすがにゼルマンとは比くらべられないものの、物静かな雰囲気のする品の良い美女である。


「ああ、サユカさん。ご無ぶ沙さ汰たしてます」


「今晩は、ミミコさん。ですが、よろしいのですか？　こんな所で油を売っていて」


　ミミコは彼女とも面めん識しきがあった。人間でありながら吸血鬼のゼルマンに仕つかえる僕しもべ、白しら峯みねサユカだ。知り合ったのは一年前。ゼルマンと違い話の通じる相手なので、ミミコも何度か調停の仲なか立だちを依い頼らいしたことがあった。


　とはいえ、主あるじと二人で過ごす時間に水を差されたせいか、いまのサユカはいつになく声が冷たい。言葉遣づかいは丁てい寧ねいでも、顔にはずばり「邪じや魔ま者ものは消えろ」と書いてある。


「いいじゃないか、サユカ。なんか面白そうだぜ」


「ゼルマン様。何もわざわざトラブルに関かかわられることはありませんわ。それも、こんなつまらないトラブルに──」


「そうかな？　ついさっきセイが『縮地』を使う気配があった。『東の龍王』自らのお出ましとあらば、オレが一枚嚙かんでやるのも、それはそれで面白い」


「で、でも、このあとはオールナイトの映画を観みる約束で……」


「そんなの、いつでも観られるだろ」


「そ、そんなっ！」


　サユカはこの世の終わりのような表情を浮かべ、次いで、視経発火アイ・イグナイトもかくやという視線でミミコをにらんだ。


　冷れい静せい沈ちん着ちやくが強みのサユカだ。がしかし、ことゼルマンの件となると途と端たんに洒落しやれが通じなくなる。


「あ、あたしもう行かないと！　ゼルマンさんも、今日のところは失礼しますね！」


　ミミコは冷や汗が噴ふき出すのを感じながら、一方的に言い置いて、その場から逃げ出した。ゼルマンが何か言ったようだが、聞こえなかったことにする。この際、曲くせ者もの吸血鬼の不ふ興きようより、彼の僕しもべから嫉しつ妬とを買う方が恐おそろしかった。


　店の奥おくにある裏うら口ぐちを抜けると、ビルに挟はさまれた路ろ地じに出た。ロモスの姿はとっくに消えている。


「ああん、もうっ。余よ計けいな時間くうから！」


　どうしよう、とその場で足あし踏ぶみしていると、夜や陰いんの奥から女性の悲鳴が聞こえてきた。表通りとは反対側。さらに人ひと気けの少ない路地だ。嫌いやな予感に顔が青くなった。


「まさか!?」


　ミミコはスカートの裾すそを蹴り上げて、悲鳴の聞こえた方に走った。


　ビルの隙すき間まから抜けると、辛かろうじて古い街がい灯とうが立つ寂さびしい路地に出た。その真ん中で、毛皮のコートを着た女性が尻しり餅もちを突ついている。


「どうしました！」


「い、い、いま、人がっ。飛び上がって……！」


　どうやら怪け我がはないらしい。水商売っぽい濃こい化け粧しようをした女性は、駆かけつけたミミコを振り返ると、震ふるえる指で頭上を指した。


　薄うす汚よごれたビルの背面。高さは四、五階建てといったところだ。女性が指差しているのは、不自然にねじ曲がった非常階かい段だんの手すりだった。さらに視線を上げる。すると、闇やみに紛まぎれて、ビルの屋上から屋上へと飛び移る人ひと影かげがあった。


　人の形をしながら人とは異ことなる、野生動物のような優ゆう美びな動きだ。ミミコのアヒル口がキリリと結ばれた。


　ミミコは腰こしを抜かした女性に、


「だいぶ酔よってますよ。お酒は控ひかえ目に！」


　と告げて、ロモスのあとを追った。


　幸いなことに、彼女以外には目撃者も出ていないようだ。裏路地は閑かん散さんとしており、繁華街のにぎわいは、すべて居並ぶビルに遮さえぎられていた。


「待ちなさーい！」


　上を見上げて走りながら、ミミコは屋上に向かって声を張り上げた。


「ロモスさん！　ミスター・ロモス！　あたしの話を聞いて下さい。ミスター・キケロとは話がつきました。もう大丈夫なんです。だから逃げないで！」


　吸血鬼の聴ちよう力りよくをもってすれば、絶対に聞こえているはずである。しかしロモスは足を止めなかった。屋上の上に見え隠かくれしながら、次々にビルを飛び移って逃とう走そうを続けている。


　とはいえ、もし本当に逃げる気があるなら、とっくに逃げ延びているはずだ。仮にも吸血鬼である。本気で逃げれば、ミミコが見失わずに済むはずがない。


「あーもうっ。気になってるんじゃないの？　だったら話しましょうよ、ねえ？」


　ずっと全力で走りっぱなしなので、さすがに息が上がってきた。かといって投げ出してしまう訳にもいかず、ミミコは汗を流しながら暗い夜道を走り続けた。


　しかし、


「あ、あれ？」


　断だん続ぞく的てきに見えていたロモスの姿が、消えたまま見えなくなった。驚おどろいて目を凝こらしてみても、動くものは何も見えない。ミミコは焦あせってぴょんぴょんジャンプしたが、もちろんそれでビルの上がのぞけるはずもなかった。


「し、しまったっ。いまさらほんとに逃げるなんて」


　すぐに逃げ出さなかったのは、ミミコ以外に追つい跡せき者しやがいないか様子を見ていただけなのかもしれない。ミミコはほぞをかんだ。


　だが、その推すい測そくは間違っていた。


　突とつ然ぜん、路地にひとつしかない街灯が破は壊かいされた。たちまち辺りが薄うす闇やみに包まれる。闇に触しよく発はつされたかのように、ひやりとした夜気がミミコの身体にまとわりついた。


　そして、前方。路地の先に何かが動く気け配はいがし、少し遅れて、


　トン


　と着地する音が聞こえた。


　ミミコは身構えた。闇の中、吸血鬼の瞳ひとみが発する燐りん光こうが、怪あやしく浮かび上がってミミコを見つめていた。


　しまった、と後こう悔かいする。勢いで追いかけてきたのはいいが、いまのミミコには吸血鬼から身を護まもる術すべがない。


　が、ミミコは慌てて自分の考えを否ひ定ていした。


　身を護る必要などないのだ。自分は話し合うために、彼を追ってきたのだから。


「……ロモスさんですね？」


「……『カンパニー』の調停員コンプロマイザーか。若いな。しかも女とは」


　目の前の人影から声が返った。


　ミミコは少しほっとした。少なくとも話は通じるようだ。それに、短い声の調子からは、相手も緊きん張ちようしていることが感じられた。


　向こうも不安なのだろう。互いに恐きよう怖ふにとらわれ、冷静さを失うことこそ戒いましめなければならない。


「はじめまして。あたしは葛城ミミコと言います。あなたの言うとおり、『カンパニー』の調停員コンプロマイザーです。よかった。話を聞いてくれて。まずは誤ご解かいを解いてもらいたいんです。あたしはあなたを捕つかまえにきた訳じゃありません。少しお話をさせて下さい」


　焦るな焦るな、と何度も自分に言い聞かせながら、ミミコはゆっくりと会話を始めた。


　ロモスからの返事はない。それでもミミコは相手の反応を探さぐりながら話を続けた。ちょうど、逃げ出した猫を捕まえるときのようなものだ。もっともこの猫の牙きばは、簡かん単たんにミミコの命を奪うばってしまえるのだが。


「あなたの、そして、あなたたち血族の事情は、あたしたちも了りよう解かいしています。でも、どうか落ち着いて下さい。あたしはついさっき、ミスター・キケロと会ってきました。あなたの仲間が人を襲おそったのは痛ましい事件でしたが、『カンパニー』はあなた方を──」


「聞きたいことがある」


　突然、ロモスはミミコの台詞せりふを遮さえぎった。


　吸血鬼の声は硬かたい。ミミコは慎しん重ちように間を取り、なるべく彼を刺し激げきしないように「……なんでしょう？」と尋たずねた。


　ロモスはおもむろに口を開けた。


「お前は……第十一地区イレブン・ヤードのありかを知っているか？」


　さすがに耳を疑った。


「なんですって？」


「答えろ、調停員コンプロマイザー。『カンパニー』の人間なら、知っていてもおかしくはないはずだ」


　ロモスは思い詰つめたような口調で、繰くり返しミミコに尋ねた。が、ミミコはすぐに返事をすることができなかった。


　完全に意表を突かれたのだ。その言葉を聞いたのは、実に一年ぶりである。しかし、決して忘れることのできない言葉だった。


　一年前、ミミコはとある事情から、その場所を探したことがあった。そして特区を揺ゆるがす大事件の渦か中ちゆうへと、巻き込まれていくことになった。


　ジローたちの住居探し。セイやケインとの出会いと対立。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ヤフリー・趙チヤオの登場。そして、ケリー・黄ウオンに化けていたカサンドラ・ジル・ウォーロックとの対面。その後の激はげしい戦い。


　まだミミコがジローやコタロウと知り合ったばかりで、護衛クローザーとしてではなく、特区の来らい訪ほう者しやとして二人に接していたころのことだ。当時の体たい験けんや記き憶おくが鮮あざやかに甦よみがえり、ミミコは一瞬自分の置かれている状じよう況きようを忘れそうになった。


「……答えろ！」


　ロモスが怒ど鳴なった。びくり、と身体を竦すくませ、ミミコは慌あわてて目の前の吸血鬼に頭を集中させた。


「……第十一地区イレブン・ヤードのこと、どこでお聞きになりました？」


「聞いているのはこっちだぞ」


　ロモスの口くち振ぶりが激しくなっている。ミミコは必死に自らを落ち着かせた。


「……第十一地区イレブン・ヤードというのは、昔から特区にある都市伝説のひとつです。ご存じの通り、特区は全部で十の地区から成り立っています。第二次世界大戦終結後から開発が始まった、第一地区フアースト・ヤードから第五地区フイフス・ヤードまでの旧市街区オールド・ヤード。『九龍ショック』後急速に開発された、第六地区シツクス・ヤードから第十地区テン・ヤードまでの新市街区ニユー・ヤード。第十一地区イレブン・ヤードというのはその中に含ふくまれない、存在しないはずの場所なんです。こんな噂うわさが立ったのも、香港聖せい戦せん後、特区でも長く混乱が続いたからで──」


「そして」


　と再びロモスはミミコの台詞に口を挟はさんだ。


「そして、その混乱に紛まぎれ、香港から特区へと、ある遺産が秘ひ密みつ裡りに移された。いまもその遺い産さんは隠かくされ続けている。存在しないはずの場所、第十一地区イレブン・ヤードに」


「……ええ。そういう内容の噂ですね。あくまで噂に過ぎませんが」


　慎しん重ちように、ミミコは答えた。


　一年前、ミミコは結局第十一地区イレブン・ヤードに辿たどり着くことができなかった。そもそも、あのときミミコはカーサの策さく略りやくに踊おどらされていたのであり、第七地区セブン・ヤードの噂に何らかの根こん拠きよがあったのかどうかもわかっていないままだ。あのときはそれどころではなかったし、事件が一いち段だん落らくしたあとも、うやむやにしたまま終わってしまった。


　ただ、ミミコにとって第十一地区イレブン・ヤードという場所が鬼き門もんであるのは間違いない。嫌いやなイメージしか持っていない。


　すると、


「存在しない場所……か」


　掠かすれる声でロモスがささやいた。声には自じ嘲ちようの響きがあった。


「皮肉だな。確かにそうなのかもしれない。俺おれたちの楽園など」


「楽園？」


　聞き返すミミコを、ロモスは見下す目つきで眺めた。


　嫌な目つきだった。まるで、他人を見下すことで、必死に自らの誇ほこりを守まもっているような、追い詰められた目だ。


　これはやばいな、とミミコは判はん断だんせざるを得なかった。ロモスが特区に来て、どんな経けい験けんをしたのかは知らない。だが、彼の心は相当偏かたよったまま凝こり固まっているように見えた。ミミコの話に耳を貸す気配がない。というより、話し合いのために歩み寄ろうという心情がまるでない。


　だが、だからといって引き下がる訳にはいかない。ミミコはプロの調停員コンプロマイザーなのだ。


「『義ぎ士しピクロテテス』の血統は、協定血族として迎むかえ入れられます」


　と、まずはいきなり状じよう況きよう説明を突きつける。


「確かに、特区の現状は吸血鬼にとって優やさしいものではありません。でも、それはこれから、人と吸血鬼が力を合わせて変えていかなければならないことです。『カンパニー』が定めた『協定』は、そのための第一歩なんです」


　ミミコはとにかく交こう渉しようの糸口を保たもとうとした。第十一地区イレブン・ヤードのことは気になるが、いまは彼との折せつ衝しようが優ゆう先せんだ。


　しかし彼女の言葉はロモスには届とどかなかった。


「『カンパニー』は俺たちを救ってなどくれない」


　それは淡たん々たんとした独どく白はくだった。深く重く蓄ちく積せきし続け、ついにはヘドロのようになった感情の上うわ澄ずみとしての平静さだ。


「……キケロさんや他の血族のことを考えて下さい」


　ミミコにすれば最後の手段のつもりだった。脅きよう迫はくめいて嫌だったが、『義士』の血統なら効果はあるはずだ。


　事実、ロモスは辛つらそうな、そして憎にくしみに満ちた目をミミコに向けた。


「皆みなには皆の進む道があろう。それを否定する気はない。が、いずれ彼らも気付くはずだ。所しよ詮せん特区も『カンパニー』も、人が考え創つくり出した、人のためのものでしかないとな」


「ロモスさん！」


「だが、お前の顔は覚えた。もし我わが同どう胞ほうが特区を追われるようなことがあれば、お前だけは決して生かしておかぬっ。肝きもに銘めいじておくがいい！」


　憤いきどおりを吐き捨ててロモスはミミコに背中を向けた。ミミコは呼び止めるが、もう彼は反応を示さない。ぐっ、と力強く身を沈しずめたかと思うと、放たれたバネのように跳ちよう躍やくした。


　ビルの壁を蹴けり、テラスに着地する。さらに屋上へ飛び上がろうとするロモスに向かい、ミミコは喉のどを嗄からして叫さけんだ。


「この分からず屋の卑ひ怯きよう者もの！　いい加か減げんにしなさいよ！」


　ロモスが動きを止めた。頭上から見下ろす目に、剣けん呑のんな光がある。


「卑怯だと。小娘が生なま意い気きなっ」


「だってあなたは逃げてるじゃないですか！　大変な目に遭あってるのはあなただけじゃないわ。人を恨うらんでる吸血鬼だって、特区にはいっぱいいる。でもみんな我が慢まんして大人しく暮らしてるんじゃない。だからこそあたしたちも、少しでもよくなるよう頑がん張ばってるのよ？　一人でへそを曲げて好き勝手するなんて、卑怯以外の何物でもない。自分がどれだけ迷めい惑わくかけることになるか、少しぐらい考えたらどうっ？」


「…………！」


　闇に光るロモスの双そう眸ぼうが、鮮あざやかに燃もえ盛さかる。だが彼はミミコの挑ちよう発はつにも逆上しなかった。まだ冷静さを残している証しよう拠こだ。なのに話を聞こうとしない彼が、ミミコにはもどかしい。


「……人間の言うことなど、信用できんっ」


　ロモスはそう叫んでその場を去ろうとする。ミミコはもう一度彼を追いかけた。


「待ちなさい！　それが『義士』の血統のやることなの！」


「おのれっ、知った口を叩たたくな！」


　ロモスが空中で身を捻ひねり、腕を振るった。すると、コンクリートの割れる破は壊かい音おんとともに、非常階かい段だんが壁へき面めんから剝はがれ、路上目がけて倒れ始めた。


　ロモスにすれば、それで道を塞ふさぐつもりだったのだろう。そのまま振り返らずビルの屋上から飛び去った。


　だが、驚いたミミコは、慌てて足を止めようとした瞬しゆん間かん、


「痛っ！」


　と足を挫くじき、路面に倒れてしまった。


　楔くさびを解かれた非常階段は、竜の如ごとく身をくねらせながら勢いをつけて落下する。ミミコの真上だ。ミミコは悲鳴を上げることもできず、横たわったまま迫る鉄てつ塊かいを見上げた。


　そのとき。


　耳を聾ろうする轟ごう音おんの中、軽けい快かいに夜気を裂く、涼すずやかな音が聞こえた。


　視界に翻ひるがえる真っ赤なスーツ。その手から銀色の閃せん光こうが走り、月へと続く光の軌き跡せきが描えがかれる。


　ミミコを襲った非常階段は、一刀のもとに両りよう断だんされ、斬きり飛ばされた。


　代わってミミコの上に舞い降りたのは、赤い帽ぼう子しに赤いスーツを着込み、手には銀色に光る日本刀を携たずさえた一人の青年だった。


　肩に届く黒髪に、切れ長の黒い瞳ひとみ。すらりと伸びた手足を躍らせて、ミミコの護衛者クローザー、『銀刀』望もち月づきジローは、雇やとい主の傍かたわらに着地した。


「お待たせしました、ミミコさん！　望月ジロー、ただいま参上！」


「バカー！　何がただいま参上よっ。遅ち参さんもいいとこじゃない。もうちょっとで参上が惨さん状じようになるとこだったわ！」


「お、おや？　いまのタイミングなら、何はともあれ感かん激げきの歓かん声せいが返るものと思ったのですが……」
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　ついタジタジとなるジローを、身を起こしたミミコは唇をへの字にしてにらみつけた。


　しかし、溢あふれる安あん堵どは隠かくしようもない。ジローを怒ど鳴なる声は、さっきまでとは別人のように活いき活きとしている。


「まさか怒られるのが嫌でタイミング見み計はからってたんじゃないでしょうねっ」


「ええー？　それはあまりといえばあまりな発言。ミミコさんの身に何かあっては一大事と、取る物も取りあえず押おっ取とり刀がたなで駆かけつけたのですよ？　だからほら。遅れはしましたが、こうして無事に済んだではありませんか」


「ブーっ！　足を挫いちゃいましたあ。どこかの護衛がいないせいでえっ」


「そんな……胸を張って威い張ばらないで下さい。悪かったですよ。謝りますから」


　尻しり餅もちを突いたまま腰こしに両手を当てて肩をそびやかすミミコに、ジローは困った顔で頭を下げた。ミミコはまだぷりぷりしていたが、それはどう贔屓ひいき目めに見ても、ジローを困らせるために拗すねているとしか見えなかった。


「おまけに逃げられちゃったしさっ。どうすんのよ、もう。せっかく血族とは上手く話がまとまったのに。さっきの人が事件でも起こしたら、全部台だい無なしになっちゃうじゃない」


「それならご安心を。コタロウにあとを追わせていますから。まだ十分間に合いますよ」


「コタロウ君に？」


　それでどうして安心できるのかと問いたげなミミコに、ジローは「ご心配なく」と力強く──どちらかというと力押しな感じで──請け合った。


「あいつも反省していますから。さあ、私たちも追いかけるとしましょう」


「待って、ジローさん。あたしほんとに足を挫いちゃって立て──きゃ！」


　ミミコが抗こう議ぎする間まもなく、ジローは銀刀を鞘さやに戻すと、両手で彼女を掬すくい上げた。


「つかまって」


　とささやき、そのまま大きく飛び上がる。


　ぐんっと身体からだに圧力がかかり、ミミコは思わず両目を閉じた。次に薄く目ま蓋ぶたを上げたとき、地面は遥はるか下か方ほうに遠ざかっていた。


　身体にかかったでたらめな重力が元に戻ったとき、ジローとミミコはビルの上にいた。護衛に抱き上げられた格かつ好こうのまま、ミミコは目を白黒させた。


「きゅ、急に無茶しないでよ！　怖こわいじゃないのっ」


「怖がる必要はありません。それより飛ばしますよ。しっかりつかまって」


　言うが早いか、ミミコが止めるより先に、ジローは屋上を駆け出した。フェンスやアンテナ、貯ちよ水すいタンクなど障しよう害がい物ぶつだらけの屋上を、次から次へと疾しつ走そうする。ミミコは「うわっ、わっ」と短い悲鳴を立て続けに上げた。


　だが、視界のぶれ、荷か重じゆうの変化の目まぐるしさと比くらべ、身体にかかる衝しよう撃げきは驚おどろくほど少なかった。ジローは真ま綿わたで卵をくるむかのように、ミミコの身体を抱き上げているのだ。


　やがてジローが、


「コタロウ！」


　と呼ぶ声を聞いて、ミミコは閉じていた目を開けた。すると、少し離れたビルのアンテナのてっぺんに、小こ柄がらな少年がしがみついているのが見えた。


　夜の闇に一ひと際きわ鮮あざやかな金色の髪と青い瞳ひとみ。


「兄あに者じや！」


　と答えるその容よう貌ぼうは、そこにいるだけで周囲まで幸せにしてしまいそうなほど愛らしい。天国から足を滑すべらせてアンテナに引っかかった、慌て者の天使のようだ。


　ジローの弟、コタロウである。


「そんなところで何をしていますっ。先ほどの吸血鬼はどこに行きましたか？」


「あっちに行ったー！」


「あっち、じゃありませんっ。見失ったのですかっ？」


「ごめんなさ～い。あいつ、足速いんだも～ん」


　泣き言を言うコタロウの額ひたいには、遠とお目めにもわかるほど大きなたんこぶができている。おそらく伝言を伝え忘れた弟に、ジローがお灸きゆうを据すえたのだろう。吸血鬼の彼がすぐに回復しないのだから、余よ程ほどこっぴどくお仕し置おきされたに違いない。自分に対するより二割増しぐらいで、弟には厳きびしい兄なのだ。


「まったく、仕方がありませんね」


　追われていると気付いたからには、ロモスも自分の気け配はいを伏ふせているだろう。「かくなる上は」とジローは視し線せんを前方に戻した。


「ミミコさん。跳びます」


「とぶ？」


　飛んだ。


　全身を撓たわめたかと思った次の瞬間、ジローが空高く大ジャンプしたのだ。


「きぃやー！」


　とミミコは必死になってジローの首くび筋すじにしがみついた。身体がジローの胸に押し付けられ、髪がばさばさと翻ひるがえる。抱え上げられた爪つま先さきに、空気がするする流れていく感かん触しよくがする。


　ジェットコースターが急上じよう昇しようしたときのように、全身の血液が動きを鈍にぶらせた。そして数秒後、跳ちよう躍やくの軌き道どうが頂ちよう点てんに達し、不快な感覚がスッと途と絶だえた。


「……え？」


　ミミコが閉じていた目を開ける。思わず、


「うっわ──」


　と心からの感かん嘆たんが口を突いて出た。


　ミミコはいま、夜空を飛んでいた。


　街の上空、数十メートル。色とりどりの街の光が、ガラス細工の巨大な円えん盤ばんのように眼がん下かに広がっている。ちかちかと息づくネオンに街灯。砂さ金きんの河のような車のライト。


　少し離れた場所には、第八地区エイト・ヤードや第九地区ナイン・ヤードの高こう層そうビル群ぐんが、夜空を背景にひっそりとそびえている。その向こうには夜の東京湾わん。さらに向こうに太平洋の海うな原ばら。首を巡めぐらせれば対岸に、本土、横浜の街の灯ひが見える。ライトアップされた双ふた子ごの吊つり橋は、『ベイブリッジ』と『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』だ。


　空は晴れ渡り、雲ひとつない。天てん頂ちようにぽっかりと月が浮かんでいる。上空の空気はどこまでも澄すんでいて、甘く芳かんばしく、心を躍おどらせる。


　ミミコは両目を一杯に開いて、その美しい夜や景けいを見回した。言葉にできない喜びが胸を駆け、訳もなく顔がほころんだ。


　特区だ。


　これが、ミミコの街なのだ。


「見つけました！」


　とジローが言った。その横顔が、獲え物ものをにらむ猛もう禽きん類るいを想像させて猛たけ々だけしい。


「……ジローさん。刀は抜かないで」


　ミミコが頼むと、ジローは反射的に異い議ぎを顔に浮かべた。


　軽口を叩たたきながらも、ジローはミミコを危険に晒さらしたことに責任を感じているのだ。いつになく強引な追つい跡せき劇げきや、この大げさな跳躍から、ミミコはそのことを見抜いていた。


　そして、その思いは当然、ミミコを襲おそったロモスへも向かっている。傷つけるなというミミコの指示に、すぐ返答しないのもそのためだった。


「ジローさん。あたしたちの仕事は調停なの」


　ミミコはきっぱりと言い切った。ジローは、敵かなわないな、という表情を一瞬だけ浮かべ、「了りよう解かいです」と承しよう諾だくした。


　ジローの腕の中でミミコが頷うなずく。すでに浮ふ遊ゆう感かんは消え、血が頭の方に逆流するような、不快で爽そう快かいな落下の感覚が始まっている。


　ミミコは右腕を地上目がけて振り下ろした。


「よしっ。じゃあ行くわよ、ジローさん！　あのへそ曲がりを捕つかまえろ！」


「御ぎよ意いっ」


　ジローが力場思念ハイド・ハンドを駆く使しし、グンっと一気に加速を付けて地上を目指す。


　鼓こ動どうが速まる。ミミコは歯を食いしばった。ふと見れば、地上のコタロウが頑がん張ばってミミコたちを追いかけているのがわかった。これ以上怒られたくないのか、それとも汚お名めい返へん上じようのつもりか、小さな手足を懸けん命めいに動かして移動している。これならなんとか最後の見せ場には役者が揃そろいそうだ。


　耳元の風切り音が強くなる。地上が──特区が、眼前に大きく迫せまる。


　ミミコはジローにしがみついたまま、


「いやっほー！」


　と歓かん声せいを上げた。





　風に踊る黒い髪。きらきら輝く黒い瞳。平へい凡ぼんな顔立ちに、特とく徴ちようのないスタイル。なのに、彼女を知る者の中に、不思議と深い印象を残す少女。


　トレードマークは着き慣なれた『カンパニー』の制服で、チャームポイントはお茶目なアヒル口。


　葛城ミミコ、十八歳。


　若き調停員コンプロマイザーの夜は、まだまだ終わりそうになかった。





　　　３





　なら、どうすれば良かったのですか？


　そう、彼は彼女に問いかけた。


　金色に輝く髪と、邪じや気きのない──しかし油ゆ断だんならぬ青い瞳。気が遠くなるほど長い時間を生きたという古い古い吸血鬼は、問いをぶつける若い人間を、優やさしい微笑ほほえみとともに見つめていた。


　どうすることが正しいのです？　どこに答えがあるのです？


　おれにはわからない。


　おれは、どうすれば良かったのです？


　おれは、どうすれば良いのです？


　命がけで彼は問う。それがどれだけ身みの程ほど知しらずで、思い上がった問いだとしても、彼は問わずにはいられない。


　すると彼女は答えた。


　その問いの答えは、まだ誰だれも見つけられずにいる。


　だから、あなたも探してほしい。


　あなたにとっての、答えを。


　その日から、彼の道のりが始まった。彼はその道に、人生のすべてをかけることになった。人生のすべてをかけて、あのときの答えを探し続けた。


　いまも、まだ。
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　気が付くと窓から朝日が差し込んでいた。


　どうやら少し眠ってしまっていたらしい。『カンパニー』調停部部長、陣じん内ないショウゴは、事じ務む室しつにある自分のデスクで窮きゆう屈くつそうに身じろぎした。


　身体からだの節ふし々ぶしが疼うずくような痛いたみを訴うつたえてくる。昔はこんなことはなかった。どこでも寝ねられることが自じ慢まんだったし、起きた瞬しゆん間かんには当たり前のように完全な状じよう態たいで活動できた。もう若くはないのだ。失われた時間に、陣内は苦笑を浮かべた。


　事務室にいるのは、彼一人だった。彼の机の上には、ひと揃そろいの報告書が載のっている。昨さく晩ばん──というより日付の変わった深夜になって彼の部下が提てい出しゆつした報告書だ。


『義士ピクロテテス』の血統に関する交こう渉しようの経けい緯いと結果。彼らの今後の処しよ遇ぐうについて。そのために必要な書類一式と、幾いく人にんかの古血オールド・ブラツド──セイやケインの承しよう諾だく書しよ。あと、おまけのようにひっそりと、しかし隠しようもなく分厚く添てん付ぷされた、始し末まつ書しよと被ひ害がい額がくの報告書類。提出者の欄らんに書かれているのは、「葛城ミミコ」の名前である。


　すでに目を通した陣内は、やれやれとため息をついた。


　はっきり言って穴だらけの書類だ。明日には書き直しを命じることになるだろう。


　以前に比べ──一年前の彼女が提出していた書類に比べ、現在彼女が提出する書類は、あまりにも雑ざつになっていた。かつてのミミコは、文句の付けようがないほど綺き麗れいに整った形で報告書を上げていたものだ。


　だが、その内容が意味するものは、一年前の彼女とは、別の意味で比べものにならない。


　いま目の前に提出されている報告。それは、一流の調停員コンプロマイザーが成なした仕事の報告に他ならなかった。


　たとえば自分がやればどうだろうか、と陣内は考えてみる。


　おそらく自分なら、より効こう率りつ的てきに『義士ピクロテテス』の血統を特区に迎え入れているだろう。なにもセイやケインのような大物を動かす必要はない。ゼルマンと接せつ触しよくするようなリスクは冒おかさない。キケロたちの動どう向こうを逐ちく一いち調べ上げたりしないし、周囲への損そん害がいなどゼロのまま交渉をまとめていただろう。


　しかし──と陣内は報告書の最後をめくる。


　そこに添そえられているのは、キケロが書いた協定を遵じゆん守しゆすることへの契けい約やく書しよ。そして『カンパニー』への感謝状だった。


　陣内はもう一度、さっきとは違う苦笑を浮かべた。


　これを書かせるのは、半年、あるいは一年後になっていただろう。あの血統がどういう血族かは、よく知っている。自らの血に懸かけて誓ちかった約束は決して破らない一族だ。


　しかも、それだけではない。ミミコはすでに彼らの「信しん頼らい」を勝ち得ていた。容易たやすいことではない。それがどれほど困こん難なんなことか、陣内は誰だれよりも骨ほね身みに染しみてわかっていた。まして、情報部の調べによれば『義士』の血統は故郷を追われたのち人間の手で辛しん酸さんを舐なめさせられているはずなのだ。


　交渉の技術ではない。人ひと柄がら、とひと言で片付けられることでもない。


　吸血鬼は多かれ少なかれ、人間に対して壁かべを作っている。ミミコはその壁を、通り抜けられるのだ。壁があることをそのまま受け入れて、しかも気にせず近づけるのだ。


　孤こ児じだった彼女を拾い、この歳としまで育て上げてきた。細さい心しんの注意を払い、ときには迷い、悩なやみながら、手て塩しおにかけてきた。


　その成果が、この報告書の奥底にはっきりと結けつ実じつしていた。自身が誰よりも優ゆう秀しゆうな調停員コンプロマイザーであるからこそ、陣内にはそれがわかる。


　だが、ミミコの成長は彼だけの手て柄がらではない。


　いまあるミミコを造り上げた最大の要因は、彼が間かん接せつ的てきに用意した要よう素そであり、環かん境きようだった。


「感謝するよ、剣けん士し殿どの。ありがとうございます、賢けん者じや殿」


　陣内は微笑んで報告書を閉じた。そして意地悪く、報告書の真ん中に「再提出」の判を押し、机の隅すみに放ほうり投げた。


　ふと思いついて引き出しを開ける。手を入れ、一番奥にしまっていた一枚の写真を引っ張り出した。


　すでに色いろ褪あせた古い写真だ。隅にメモが書いてある。一九九七、香港。写真を見る陣内の目が柔やわらかいものになった。


　そこに写っているのは、二人の人間と二人の吸血鬼だ。なぜかふくれ面つらで一番後ろに立つ長身のジロー。その前にしゃがみ込んで笑う、十年前の自分と、十年前の赤あか井いリンスケ。そして、二人に挟はさまれ、ジローとは反対に上じよう機き嫌げんでピースサインを作る、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美しい女性。


「ハハ……」


　あまりの懐なつかしさに、思わず笑いがもれた。


　まだ陣内が何者でもない日々。輝かしい、可か能のう性せいの時間。


　あれから十年──いや、十一年が過ぎた。いったいどれほど多くのものが、変わってしまったことだろう。写真の中の四人もまた、それぞれ大きな運命の変へん遷せんを経へて現在に至いたっている。人とは比ひ較かくにならない長い時を生きる吸血鬼たちにとってすら、あまりにも大きな変化だったのだ。


「ましてやこちらは人の身だ。まったく、この変化の潮ちよう流りゆうを、どこまで見み届とどけることができるやら」


　陣内はちらっと報告書に視し線せんを投げた。


「君はどうする、ミミコ君？　なるほど力はそこそこ付いたようだが、要はそれだけのことだしな。さて、見守る側に留とどまるか、切り開く側に身を投じるか、それとも……」


　陣内はそう独どく白はくし、写真の中の自分と、彼の部下であり弟で子しである少女を、胸の中で重ね合わせた。


　そして、少しの間感かん傷しようを楽しんだのち、古い記き憶おくを引き出しに戻した。


　気分を切り替え、机に置かれた他の報告書をにらむ。そのときには彼の口元は、鋭するどい微び笑しようを湛たたえていた。不敵さと皮肉さが絶ぜつ妙みようにブレンドされた微笑だ。


　机に置かれた報告書は、全部で十件以上あった。吸血鬼との交渉結果から、トラブルの対たい処しよ報告、担たん当とうする血族の定期観かん察さつ記き録ろくなど、内容は様さま々ざまだ。しかし、ミミコの報告書も含め、それらの報告には、すべてある共通点がある。




[image: ]


　第十一地区イレブン・ヤードだ。


　ここにある報告書を上げた調停員コンプロマイザーたちはいずれも、接せつ触しよくした吸血鬼たちから第十一地区イレブン・ヤードのことを耳にしているのである。


「……ずいぶん露ろ骨こつに動いてきたが、タイミングがタイミングだ。単なるちょっかいというよりは、陽よう動どうの一種と見るべきだろうな」


　すでに陣内は、最初の報告を受けた時点で、査さ察さつ部ぶのリンスケに裏うら付づけ調査を依い頼らいしていた。本来なら情報部に回すべき仕事だが、これが敵の撒まき餌えである可能性は十分に考えられる。まだ表立って動きたくなかったのだ。


「とはいえ、これだけ短期間に急きゆ増うぞうした以上、情報部も見み過すごしているはずはない」


　情報部を束たばねているのは、会長の片かた腕うでである張雷考ジヤンレイカオだ。『カンパニー』内外に知られる切れ者である。この兆ちよう候こうを見落とすはずがない。まだ陣内の許もとを訪れて説明を求めていないのは、やはり今日予定されている会議が終わってから、と考えているのだろう。


　陣内は視線を窓に向け、朝日に白ばむ景け色しきを眩まぶしそうに眺ながめた。


　今日は、あの事件──特区を揺ゆるがせた『銀刀』来らい訪ほうと『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきから、ちょうど一年となる日だった。


　そして、協定血族の盟めい主しゆたる『東の龍王』セイと、ケイン・ウォーロックは、節ふし目めとなるこの日に『カンパニー』にある事実を打ち明けるため、トップ会かい議ぎ開かい催さいを要よう請せいしていた。


　陣内はすでに知っている事実である。先日、セイとケインに非公式の面会を求め、この問題について話し合いもした。


　正直、正しよう念ねん場ばとなるだろう。あるいは、この会議を機に、特区は割れるかもしれない。


　そして、そうなることを期待する者の手が、忍しのび寄っているのである。陣内がピックアップした報告書は、前まえ触ぶれに過ぎないのだ。


　陣内の視線が、知らず知らず机の隅へ──そこにある「再提出」と判を突かれた報告書へと伸びていった。


　表情が険けわしくなる。


「まだ、早い……」


　窓から差し込む新しん鮮せんな光は、無人の事務室を静かに清めている。その、見かけ上平和な光景を、陣内は黙だまって眺めていた。
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　本土と特区を繫つなぐ吊つり橋、『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』。


　それを渡りきるのに、実に丸三日間を要した。


「着いた……！」


　人工的に埋うめ立てられた大地を踏ふみしめ、少女はその三日間で初めて笑えみをこぼした。


　歳としは十歳さい程てい度どの、幼おさない少女である。歳のわりに整った顔つきで、見るからに利り発はつそうだ。黒い髪を三つ編あみに結んで、背せ中なかに垂たらしていた。


　身に着つけているのは、長なが袖そでのワンピースに、大きな黄色い麦わら帽ぼう子し。肩からは小こ柄がらな身体に釣つり合わないほど大きなバッグを下げている。ちょうど観かん光こう旅行に連れてきてもらったような装よそおいだが、少女に連れはいない。また、三日も海風にさらされていたので、どうしても薄うす汚よごれて見える。


　しかし、橋を渡るときは苦く渋じゆうに満ちていた表情が、いまは喜びと誇ほこらしさに輝かがやいていた。


　少女は来た道を振り返ってみた。


「……一人で、ちゃんとできたんだ……」


　みんなに迷めい惑わくをかけず、そして、これからは少しでもみんなの役に立つことができる。それが、彼女には嬉うれしくてならなかった。


　少女は、もう一度特区と向き合った。


　眼前に佇たたずむ大都市は、小さな少女の目に、別世界のように映うつった。


　初めて訪れる場所。しかし、彼女にとって因いん縁ねんの場所だ。


　その小さな胸に決意を秘ひめ、幼い容よう貌ぼうを引き締しめて、少女は特区へと足を踏み入れた。









　　二章　終わりの始まりの会議
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「あれ？　部長はいないの？」


「はい。例のトップ会かい議ぎだそうですよ」


　楠くすのきヒバリの返事に、ミミコは「あー」と思い出して相あいづちを打った。


「あれって今日だっけ？　しまったなあ。昨日の報ほう告こく、口こう頭とうでもしとかなきゃって思って、わざわざ出てきたのに」


　ミミコは私服だった。昨日は──正確には今日だが──日付が変わるまで残ざん業ぎようをしており、今日は振ふり替かえで休きゆう暇かなのである。


　ミミコの職場である調停員コンプロマイザーの事じ務む室しつは、例によって閑かん散さんとしている。昨日の彼女がそうであったように、調停員の仕事は拘こう束そく時間が不ふ規き則そくなのだ。また、外回りが中心になるため、ベテランの調停員ほど事務室にいる時間は短くなるのである。常つねに詰つめているのは、電話番をするヒバリぐらいだった。


「先せん輩ぱい、その報告って、ひょっとしてこれですか？　預あずかってますけど」


「げ。また再提出～？　くそ。あの鬼おに部長、ほんと無む慈じ悲ひね。未成年者を深夜まで働かせたあげく報告書書き直させようなんて」


　うんざりと口を尖とがらせ、ミミコは渋しぶ々しぶ報告書を受け取った。


　ミミコの嘆なげく仕し草ぐさを見て、ヒバリはクスクス笑った。彼女はミミコの後こう輩はいの見習い調停員コンプロマイザーである。団だん子ごにしたヘア・スタイルは一年前と変わらず、自然と溢あふれる元気の良さも以前のままだった。


「でも、先輩最近ノッてますよね？　今回だってお手て柄がらじゃないですか。ジローさんとコタロウ君は相変わらずみたいですけど」


「なんだ。読んだの？」


「あ、ごめんなさい。先輩の報告書って、いつも面おも白しろいから、つい──」


　ヒバリは首を竦すくめて、ちろっと舌先を出した。後輩に褒ほめられれば悪い気はしないものの、果たして「面白い」が褒め言葉かどうかは微び妙みようなところだ。


「わたしも高校出たら『カンパニーここ』に入りたいって思ってるんです。最近は採さい用よう試し験けんの準じゆん備びも進めてるんですよ」


「え、もう？　ヒバリちゃん、まだ高一でしょ？」


「二年です。うちの高校はすごく自由が利きくから、中にはもう就しゆう職しよくして、働きながら通ってる子もいるぐらいで」


「へええ」


　特とつ区くは、複数の企き業ぎようが資し本ほんを投とう資しして造り上げた経済都市だ。日本の一部ではあっても治ち外がい法ほう権けん的てきな色合いが強い。教育環かん境きようや労働条件に関かかわる法律や常じよう識しきも、本土とはかなり違っているのである。ミミコのような未成年者が第一線に立って働いているのも、特区ならではのスタイルだろう。


「もったいないなあ。そんなに焦あせって働くことないのに。あたしちゃんと学校行ったことがないから、学生って憧あこがれるのよね。毎日楽しそうじゃない」


「あー、それは知らないからいい方にイメージ膨ふくらませてるんですよ。学生は学生で、自分のこととか将しよう来らいのこととか色々悩なやむんですよ？　どうしたって半人前なわけだし。先輩みたく一人前に働いてる人に言われると、余よ裕ゆうの発言みたいで嫌いやみだな～」


「そ、そんなもんなの？」


　ミミコが照てれた風に戸と惑まどうと、「そうですよ」とヒバリは断言した。


「それにわたし、先輩こそ毎日楽しそうに見えます」


「噓うそでしょ。あたし、ここんとこ働きづめよ？」


「うふふ。そういうの、案あん外がい本人は気付かないのかもしれませんね」


　ヒバリは嬉しそうに笑い、ミミコも仕方なく肩を竦すくめた。確かに、自分が楽しいとか、幸せかどうかなんて、普ふ段だんはあまり考えないものだ。


「ところで先輩。先輩の報告書で、ひとつ気になることがあったんですけど」


「……ひょっとして第十一地区イレブン・ヤード？」


「はい。これって、例の都市伝説のことですよね？」


　ヒバリは神しん妙みような顔になって尋たずねた。一年前ミミコが第十一地区イレブン・ヤードを探した件には、ヒバリも一枚嚙かんでいるのだ。気になるのも当然だろう。実のところ、休きゆう暇かのはずのミミコが昼過ぎになって事務室に出てきたのも、このことを特に念入りに報告しようと思ったからだった。


「あのときって、結局あやふやなまま終わっちゃったじゃない？　追加調査もしてないし……それがいまごろになって聞かされちゃったから、気になってさ」


　第十一地区イレブン・ヤードの噂うわさは、それほど有名な訳ではない。特区育ちのミミコですら、あまり話題にしたことはなかった。なのになぜ、吸血鬼が──それも特区に来て間もないはずのロモスが、そのことを知っていたのだろうか。


　いま彼はキケロたち血族の手に渡されている。キケロは、責任を持って厳げん重じゆうに監かん視しすると約束してくれたものの、ロモスから事情を聞くことはできずにいた。日を改めてはっきりさせなければ、とは考えているが、彼が正直に話してくれる保ほ証しようはない。


「実はわたし、つい先日サキさんからも第十一地区イレブン・ヤードのこと聞かれたんですよ。担たん当とうの血族から小耳に挟はさんだんだけど、何か知ってるかって」


「ええ？　ほんとに？」


　ヒバリの台詞せりふに、ミミコはぎょっとした。


　朱と鷺き藤とうサキはミミコの同どう僚りようだ。ミミコより年上で、美人というよりハンサムと呼ぶのが似合う長身の女性である。また、人と吸血鬼の間に生まれた『ダンピール』であるため、身体能力も優すぐれている。その特とく殊しゆな出自にもかかわらず気さくで面めん倒どう見みが良く、ミミコにとってはもっとも頼たよれる先輩 調停員コンプロマイザーといえた。


「気になって他の人にも確かく認にんしたんですけど、サキさん以外でも何人か……どうもあの噂、最近になってまた再さい燃ねんしてるみたいです。それも吸血鬼の間で」


「……そうだったの」


　ミミコは声を落とした。


　漠ばく然ぜんとだが、嫌いやな感じがする。なぜだろう、と自問したミミコはすぐに思い至いたった。昨さく晩ばん見たロモスの態たい度どだ。彼が取った行動や、思わせぶりな台詞せりふ。それが、ミミコにマイナスのイメージを喚かん起きさせるのである。


　ロモスは第十一地区イレブン・ヤードを、「俺おれたちの楽園」と言っていた。あのシチュエーションで突とつ然ぜん切り出してきたのだから、深いこだわりを持っていたのも間違いない。


「なんか気き味みが悪いね」


「ジローさんやコタロウ君は知らないんですか？　第十一地区イレブン・ヤードの噂」


「うーん。あいつら吸血鬼といっても『カンパニー』寄りだからなあ。セイさんやケインさんぐらいとしかつき合いないし。街の吸血鬼たちの噂なんて、知らないと思う」


　むしろ知っているとすればゼルマンか、とミミコは考えた。彼、もしくは彼が属ぞくする『夜会カヴン』の吸血鬼なら、誰だれか知っていてもおかしくない。近いうちにサユカとコンタクトを取って聞いてみるのもいいかもしれない。


「あ、そういえば」


「ん？」


「第十一地区イレブン・ヤードのことで思い出したけど、ちょうど去年のいまごろですよね。ジローさんたちが特区に来たのって」


「そうなのよ。もう一年も経たっちゃったわ。ほんと、あっという間だよね」


　話題を変えた後輩に、ミミコはため息をついてみせた。ヒバリの言うとおり、三人の共同生活は早くも一年経ってしまったのだ。


　いまではもう、あの二人と暮くらす生活がミミコの日常となっている。彼らに会うまで自分はずっと独ひとりで過すごしてきたはずなのに、最近のミミコは当時の自分がどんな風に暮らしていたかさえ思い出すことがなくなっていた。


「何かお祝いわいしないんですか？」


「よしてよ。そんな柄がらじゃないって」


「何言ってるんですか。せっかくの記念日なのに。コタロウ君、喜びますよ」


「あいつは別に、何もない日でもニコニコしてるわ」


「先輩だって嬉しいでしょ？　先輩、ジローさんとコタロウ君が来てから、すごく変わりましたもん」


「ええっ。そ、そう？」


　朱しゆに交まじわれば赤くなるという。ミミコは渋しぶい顔になったが、ヒバリは「違いますよ」と笑って首を振った。


「わたしが言うと生なま意い気きかもしれませんけど、前に比べて、ずっとつき合いやすくなりました。いまだから言っちゃいますけど、以前の先輩って優ゆう等とう生せい過すぎてとっつきにくかったから。こう、いつも張はり詰つめてるようなところがあったし」


「あたしが？」


　ミミコは意外に思ったが、考えてみれば思い当たる節ふしはある。以前は、自分は孤こ児じだから誰だれにも頼たよれないという意い識しきがあったし、若いことや女性であることで侮あなどられないよう、常つねに気を引き締しめていた。


　しかし、気が付けば、最近ではそんな風に考えることはなくなっている。まあ、それ以前に、他で注意すべきことが激げき増ぞうしたからだと思うが。


「変わった、っていうか、堕だ落らくしたのかも。始し末まつ書しよとか鬼のように書いてるもん。この一年」


　ミミコは半分自じ嘲ちようするつもりで笑ったのだが、そんな彼女をヒバリはなぜか眩まぶしそうに見つめ返した。らしくない後輩の眼まな差ざしに、ミミコはいよいよ照れくさくなった。


「ま、とにかく部長がいないんなら帰るわ」


「いいんですか？」


「構かまわないわよ。再提出はちゃんと出社したときでいいだろうし。それに──」


　サキや他の調停員コンプロマイザーからも報告されているなら、陣内が第十一地区イレブン・ヤードの件を見過ごすはずはない。上司の人情には疑ぎ問もんを持つミミコだが、能力に関して不安を抱いたことは一度もないのだ。なんだかんだで、いつも最良の手段を講こうじてくれていると信じているのである。


「じゃね、ヒバリちゃん。お仕事頑がん張ばって。あたしはそこら辺ぶらぶらしながら帰るわ」


「はーい。お疲つかれ様でした」


　ヒバリが座ったままニコニコと手を振る。ミミコも手を振り、事務室をあとにした。
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「さて」


　と事務所を出たミミコは、日差しに手をかざしながらつぶやいた。


「せっかくの休きゆう暇かだけど、どうしようかな。家の掃そう除じは週末でいいし、夕飯の買い物にもまだ早いしなあ。久しぶりに服でも見ようかしら」


「おや、ミミコちゃん。今日はお休みかい？」


　声をかけたのは初老の男性だった。小こ柄がらな身体からだを作業着に包み、手には竹たけ箒ぼうきを持っている。ミミコは「シゲさん」と言って、挨あい拶さつを交かわした。


　杜もり田たシゲルは事じ務む所しよのすぐ隣となりにある墓ぼ地ちの管かん理り者しやだ。『オーダー・コフィン・カンパニー』は表向き霊れい園えん管理会社ということになっている。墓地はいわばそのための偽ぎ装そうなのだが、実じつ際さいに運うん営えいもしているのだ。彼はその管理をしているのである。


　彼は朝早くから敷しき地ち内ないにある小屋にいるので、事務所に通う人間とはたいてい顔見知りだった。遅ち刻こく常じよう習しゆう犯はんでいつもギリギリに駆かけ込こむミミコのことは特によく覚えているらしく、見かけると向こうからも声をかけてくれる。


「こんにちは。いつもご苦労様です」


「おや、嬉うれしいねえ。ミミコちゃんこそ、まだ若いのにいつも頑がん張ばってるじゃないか。感心感心」


　杜田は相そう好ごうを崩くずして頷うなずいた。私服姿が珍めずらしいのか、孫を見るように目を細めている。


「しかしミミコちゃん、最近ずいぶんと綺き麗れいになったなあ。仕事もできるし。もうすっかり一いつ端ぱしのビジネス・ウーマンだ」


「またまた。いつも駆け込んでくるときは、呆あきれた顔で見てるくせに」


「本当だって。そういえば、あの派は手でなスーツを着た、背の高いお兄さんとは最近どうなんだい？　少しは進しん展てんしたかい？」


「ま、また、そういうことを言うっ。あいつは護衛クローザーだっていつも言ってるでしょ？　どうしてシゲさんは、なんでも色いろ恋こい沙ざ汰たにしたがるかなあ」


　ミミコが赤くなると、杜田はカラカラと笑った。もっとも、その笑顔には嫌いやらしさがまるでない。多分にセクハラ的な発言が多いのに、彼が若い職員からも慕したわれている理由だ。


「第一、あいつは吸血鬼ですよ？　吸血鬼？　しかも曰いわく付きの。シゲさんだって聞いてるでしょ？」


「何を言うんだ。男と女に種族の差なんて関係あるかい。ましてや若い二人にな。そんなことは、もっと歳としを食ってから考えればいいことだ」


　仕事は墓地の管理だが、彼もまた『カンパニー』の職員である。『カンパニー』が果たしている本来の仕事も知っていた。以前教えてくれた話だと、彼自身、若いころは美しい吸血鬼の女性と人生の半分を共にしたらしい。その伴はん侶りよを『九クー龍ロンショック』後の暴ぼう動どうで失い、『カンパニー』に身を寄せたのだという。


「まさか、わしの方が長生きするだなんて、あのころは夢ゆめにも思わなかった。人生一寸先は闇やみ──なんて暗いことは言わないがね。いまを大事にすることの意味は、あとになるほど嚙かみしめられるもんさ」


　顔の皺しわを深くする杜田に、ミミコはハイハイと苦笑で答える。老人の切せつ言げんが若者に届かないのも、昔から変わらない現実だ。杜田は仕し方かたなさそうに首を振ふった。


「まあ今日はこの辺にしとこうな。せっかくの休日を、こんな爺じいさん相手に費ついやさせては申し訳ない。それに今け朝さは二ふつ日か酔よいでいつもの仕事を済ませてなかったしな」


「仕事って？」


「うん。この仕事に就つくとき、陣じん内ないさんから直ちよく接せつ頼たのまれたことでな。なんとも妙みような仕事なんだが……いやまあ、大したことじゃないんだけどね」


「部長から、ですか？　へえ？」


　あの部長、墓の手入れにまで指示を出しているのだろうか？　やりかねない、というところがなんとも恐おそろしい。


「あ、そうだ。ちょっと聞きたいんですけど、シゲさん、最近第十一地区イレブン・ヤードの噂うわさって、どこかで聞きました？」


　杜田はこれで顔が広い。ヒバリと違って、社外にも大勢の顔見知りがいる。


　しかしミミコの質問には「はて？」と首を捻ひねった。


「香ホン港コンの遺い産さんって奴やつだろ？　特に聞かないがねえ。どうかしたかい？」


「いえ。聞いてないんなら、それでいいんです。それじゃ、お仕事頑張って下さい」


　ミミコは礼を述のべて杜田と別れた。


「まあいいや。仕事のことは、明日からにしよっと」


　杜田も言ってくれたように、せっかくの休暇なのだ。このところ忙しかった分のんびりしたって罰ばちは当たるまい。


　事務所は第五地区フイフス・ヤードの一角にある。いつになくリラックスした気分で銀い杏ちよう並なみ木きを抜け、ミミコは商店街をのんびりと散さん策さくした。


　初夏の日差しは暑すぎず寒すぎず、街歩きには打って付けだ。街がい路ろ樹じゆの新緑が青々と茂しげり、空気にはわずかに夏のにおいが溶とけ込んでいた。歩道に落ちたくっきりとした木こ陰かげが、風に合わせて模も様ようを変えている。その上を、ミミコは軽い足取りで歩いた。


「一年か……」


　とミミコはヒバリの言葉を思い出してつぶやいた。初めてジローとコタロウを事務所に連れてきたのも、ちょうどこんな季節だった。そのあとは、兄弟の住む場所を探すため、特区中を回ったものだ。


「にしても、お祝いねえ……やっぱりなんかした方がいいかなあ」


　ヒバリに言われたときは気き恥はずかしくて口を濁にごしてしまったが、実はミミコ自身、ちょっと考えてはいたのだ。


　事実、この一年はミミコにとっても忘れがたい一年だった。独りで暮らす時間というのは、いくら積み重ねても振り返ると同じ印象しか残さない。それがどうだ。ジローやコタロウと暮くらしたこの一年ときたら、来る日も来る日も新しん鮮せんで、楽しいことも辛つらいことも、すぐには数えられないほど思い出だらけだ。その豊かさという点では、それまでの人生と等価と言っても過か言ごんではないかもしれない。


　ヒバリはミミコが変わったと言った。たぶんその通りなんだろうと思う。そして、きっとこれからも変わるに違いない。自分はこれから先、どんな風に変わるのか。そのことが、いまのミミコには楽しく思えた。


「ヒバリちゃんも勉強頑張るって言ってたしなあ。ふふっ。変わんないのは、あの兄弟ぐらいか」


　吸血鬼は不老だ。つまりは成長をしない。いつまでもいつまでも、永遠に同じ時間を生きる。たとえば一年後ミミコがさらに成長を遂とげたとしても、ジローとコタロウは──少なくともジローの方は──いまのままなのだろう。


「ってことは、いつかはあたしもジローさんに追いつくってことよね。ジローさん、たぶん二十二、三歳ってとこだろうし。あと四、五年かあ」


　いまのミミコには四、五年後というのは、ずっと未来のことのように思える。しかし、この一年を考えれば、過ぎてしまうとあっと言う間なのかもしれない。


　そのときの三人の関係を想像してみる。なんだか妙みように違い和わ感かんがあって、おかしかった。


　ふと、杜田の顔が脳のう裏りを過よぎった。


　ミミコは歳としを取る。いつかは彼と同じく、お婆ばあちゃんになってしまうのである。そのときジローとコタロウは果たして──と思っても、こちらは想像すらできなかった。四、五年先ですら漠ばく然ぜんとしたイメージしか湧わかないのだ。歳を取ってからのことなど、わかるはずもない。


　しかし、いまを大事にしろという杜田の言葉は、実じつ感かんがないまでも、確かに真しん理りであるような気はした。


「……うん。せっかくだ。パーっと騒さわいじゃおう。そうしよう！」


　そうと決めてしまうと気分も盛り上がってきた。さっそく今晩の献こん立だてをあれこれ考えながら、ミミコは鼻歌を口ずさみつつ、通りを歩いた。


　その足取りが止まったのは、ほんの偶ぐう然ぜんだった。偶然視し界かいに小さな女の子が入ったのである。


「──ん？」


　どうしてその子が気になったのかは自分でもよくわからなかった。可愛かわいらしいワンピースに大きな黄色の麦わら帽ぼう子し。肩から斜ななめがけにしたバッグを見ると、観かん光こう客きやくのようにも見える。しかし、まだコタロウと同じぐらいに見えるのに、近くに親の姿はなかった。


　きょろきょろと周囲を見回し、その度たびに背中の三つ編みが揺ゆれている。


「……迷子かな？」


　だったら放ほうっておくのは可哀想かわいそうだ。ミミコは少女に近づき、声をかけてみた。


「お嬢じようちゃん？　どうしたの？」


　すると少女は、おかしなほどビクリとしてミミコを振り返った。


　マジマジとミミコを見つめ、念のためさらに左右を見回してから、もう一度ミミコを見上げる。


「……わ、わたしですか？」


「え？　そうよ？　どうして？」


「だって……どうして見え……」


　少女は何か言いかけたが、慌あわてた様子で口をつぐんだ。一方のミミコも、少女を正面から見て驚おどろいていた。


　少女はなかなかに可愛らしい顔立ちをしていた。コタロウのような派は手でさはないが、いかにも将来美人になりそうな雰ふん囲い気きがある。


　しかし、ミミコが驚おどろいたのはそんな理由ではなかった。少女の右目は人のものではなかったのだ。


　鮮あざやかなスミレ色の瞳ひとみなのだが、猫ねこ科かの動物を連想させる縦たて長ながの瞳どう孔こうをしていた。その身体的特とく徴ちようが何を意味するか、ミミコは職しよく業ぎよう柄がらよく知っていた。


　ミミコの驚きに、少女も気付いたらしい。青ざめて右目を隠した。それから踵きびすを返し駆かけ出そうとした。ミミコは急いで「待って！」と呼び止めた。


「あなたダンピールなのね？　心配しなくていいのよ。あたしの知り合いにもいるの。同じ境きよう遇ぐうの人が」


　その言葉は予想通りの効果をもたらした。少女は逃げかけた足をぴたりと止め、ミミコに振り返った。表情は驚いているが、さっきまでとは打って変わって硬かたさが消えている。


「そうなんですか？」


「ええ。職場の先せん輩ぱいなんだけどね。すごく美人で頼たよれる人なの。瞳の色はあなたと違うけど。でも……」


　とミミコはしゃがみ込んで目線の高さを少女に合わせた。


「その人も日中に外を歩くときはサングラスをしてるの。あなたも気を付けた方がいいわよ。あたしは気にしないけどね」


　ミミコがウィンクすると、少女はすっかり打ち解とけた様子ではにかんだ。


「ほんとはわたしのことは、誰だれも見えないはずなんです。見えても気にしないはずなの」


「ああ、なんか魔術使ってるんだ？　すごいね。そんなことできるなんて。あ、でも、あたしに視経侵攻アイ・レイドはしないでね。誰にも言ったりしないから」
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　ミミコが冗じよう談だんめいて言うと、少女は真しん剣けんに頷うなずいて約束した。吸血鬼の年ねん齢れいは外見からは判はん断だんできないが、ダンピールなら人と同じように歳としを取る。この少女も、見た目のままの幼おさなさに違いない。


　たぶん少女が使っている魔法というのは、気け配はいを操あやつる類たぐいのものなのだろう。ジローもときどきそれを使って、周囲の中に溶とけ込んでしまう。あの派手な赤いスーツ姿でも目立たずに街を歩けるのは、そのためだそうだ。


　ただ、少女の場合はまだ気配を操る力が未み熟じゆくなのかもしれない。だから吸血鬼に慣なれているミミコは、彼女のことを見つけてしまえたのだ。


「でも、どうして一人なの？　ひょっとして迷子になっちゃった？」


　ミミコが優やさしく尋たずねると、少女はぷるぷると首を振った。


　しばらく迷ってから、


「一人で来ました。みんなには内ない緒しよ」


「あ、ああ。そうなんだ……」


　ミミコの顔が微かすかに強こわ張ばる。ひょっとして迷子ではなく家出した少女かもしれないと思ったのだ。だとするとちょっと大変だ。特にダンピールというからには、相当にシビアな家庭の事じ情じようを抱かかえていてもおかしくない。


「でも、どうしてここに？　何か目的があったんじゃないの？」


「はい。特区にはどうしても来てみたかったんです。どんなところなのか、ずっと気になってたから」


　そのあどけない言葉を聞いて、ミミコはいよいよ嫌いやな予感を強めた。


　特区を知らない吸血鬼たちが特区にどんな幻げん想そうを抱いているか、ミミコはよく知っている。もし少女も同じ夢を抱いて、たった一人でここにやって来たのなら、やはり実家で辛つらいことがあって家を出た可能性が高い。


　そして、そんな夢を抱いた吸血鬼たちが特区の真実──いまだ深く残る人と吸血鬼、他血族間での確かく執しつを知ったときどうなるか。ロモスのような例は、決して珍めずらしいことではないのだ。


　歳はコタロウと変わらないように見えるが、少女の言葉遣づかいを聞いているだけでも、彼よりよほどしっかりしていることはわかった。そして、そういうしっかりした者ほど、一度理想を裏うら切ぎられると深く傷つくものである。


　これはどうにかしないと。ミミコは調停員コンプロマイザーとして、また特区の住民として、そう思わずにいられなかった。


「ねえ、君。特区に知り合いはいないの？」


「いるはずです。あ、でも、迷めい惑わくはかけたくないから……」


「そっか。じゃあ、その人にも内緒なんだね？」


　少女はコクリと頷うなずいた。幸さいわいなことに、ミミコに対してはすっかり警けい戒かい心しんを解といてくれたようだ。なら、色々力になれることもあるかもしれない。


「だったらさ。お姉さんと一緒に、お茶でもしない？　お姉さん、奢おごっちゃうよ？」


　ミミコの申し出に少女は一瞬顔を輝かがやかせた。しかしすぐにハッと我われに返りうつむいた。


「あ、ありがとうございます。でもご迷惑はかけられませんし──」


「あら、いいのよ。ちょうど三時前だし。何か甘あまい物食べようよ。あ、それともあたし、怪あやしいっぽい？　ついて行くには抵てい抗こうあるとか」


　ミミコがおどけると、少女は真正直な態たい度どでぶんぶん首を振った。


「そ、そんなことないですっ。ほんとはわたし人見知りするのに、あなたのことは平気だし。自分でも不ふ思し議ぎなの」


「そりゃ良かった。なんなら観かん光こう案内もつき合うよ。あたし今日休暇なんだけど、友達は働いてたり寝ねてたりで暇ひましてたんだ」


「でも、でも……」


「いーの、いーの。それより、どっか行きたいところはないの？　特区って歴史は浅いけど結けつ構こう観光名めい所しよもあるのよ」


　そう言って手を差し伸べると、少女は散さん々ざん迷まよった末、おずおずとミミコの手を握にぎった。


　なんとなく面おも映はゆい。コタロウも可愛いことは可愛いのだが、たまにはこんな殊しゆ勝しような仕し草ぐさもしてもらいたいものだ。そう言えば歳も近そうだし、コタロウに会わせれば互いに仲良くなるかもしれない。そんなことも、ミミコは考えた。


　と、少女は急に何か考え込むような仕草を見せた。


「どうしたの？」


　と聞くと、何か思いついたように顔を上げ、


「行きたいところ……」


「ああ。どこかある？」


　ミミコが気軽に尋ねると、少女は思いの外ほか真しん剣けんな眼まな差ざしで頷いた。


「もしご存じなら教えて下さい。第十一地区イレブン・ヤードってどこにあるんですか？」





　　　２





『ホテル・キャメロン』の最上階にあるＶＩＰルームは、さっきまでの緊きん迫ぱく感かんが噓うそのように空くう虚きよな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


　セイとケインの要よう請せいで開かい催さいされたトップ会議。それが、ひとまず閉会したあとである。


　贅ぜい沢たくさを表現するたっぷりとした部屋の広さが、いまは逆に白しら々じらしい。部屋に残っているのは、椅い子すにぽつんと身を沈しずめるセイと、その斜ななめ前に立つケインだけだった。


　二人はどちらも黙もくしていた。表情も沈ちん痛つうだ。語るべき事を語り終えて力が抜けているのか、普ふ段だんの精せい気きが感じられない。ただ疲ひ労ろう感かんだけが浮うかんでいた。


　特にセイだ。じっと口を閉とざしているが、彼の幼い容よう貌ぼうには苦く慮りよの色が濃こかった。それが居いたたまれず、ケインは息をついた。


「……予想通りの展てん開かいでしたな」


「…………」


　セイは黙だまって唇を嚙かむ。


　会議の参加者は彼ら二人と『カンパニー』の人間たちだった。


　会長の尾お根ね崎ざきミタカ。情報部部長の張雷考ジヤンレイカオ。調停部の陣内ショウゴ。その他、『カンパニー』の運営に携たずさわる幹かん部ぶたちだ。


　議題は一年前の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の特区侵しん入にゆうに関して。あの事件はあわやというところで吸血鬼の存そん在ざいが表おもて沙ざ汰たになるところだった。実じつ際さい、ケインなどは情報の漏ろう洩えいも止やむなしと覚かく悟ごを決めたほどだ。


　しかし、『カンパニー』は死力を尽つくし、事件を細さい部ぶに至いたるまで完かん璧ぺきに偽ぎ装そうしてのけた。特区という特殊な環境だからこそ可か能のうだったことだが、その特区の舵かじ取とりをしているのは、他ほかならぬ『カンパニー』である。吸血鬼たちは、改めて『カンパニー』の底力を垣かい間ま見た気がしたものだ。


　だが、その隠いん蔽ぺい工作にかかり切りになったため、事件そのものへの言げん及きゆうは明めい確かくに行われなかった。無論、その後の対たい策さくについては話し合いの場が持たれたが、それも緊きん急きゆう事じ態たいにおける応おう急きゆう処しよ置ち的てきなものに留とどまってきたのである。


　今日の会議は、いわばその仕切り直しを目的とするものだった。今後予想される『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の脅きよう威いに対する対応策。その前段階としての、人間側と吸血鬼側との基本姿し勢せいのすり合わせ。それが主な目的だった。


　だが、そのためには、セイとケインはこれまで伏ふせてきた特区にまつわる事実を明かさねばならなかった。なぜなら、その事実こそ、特区が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の標ひよう的てきとなる理由だったからだ。


　会議は荒あれた。


　殺さつ気き立った、と言ってよかった。


「……さすがに張は終しゆう始し冷れい静せいでしたな。尾根崎も取り乱すことはありませんでしたが……他の連中ときたら」


「……あれが、普通」


　ぽつりともらしたセイに、ケインは苦にが々にがしく、そして辛つらそうに頷いた。


「陣内もこれからやりづらくなるでしょう。何しろ、あいつだけは今回の件を最初から知っていた訳ですからな。知っていて、それを隠かくしていた。当然『カンパニー』内部の彼に対する風当たりも強くなるはずだ。尾根崎が度ど量りようの広いところを見せてくれるとありがたいですが」


「…………」


　再び二人の会話が途と切ぎれる。


　予想はしていた、とケインは言ったし、その言葉に噓うそはない。


　しかし、一方で期待もあったのだ。たとえ罵ののしられ責せめられようと、最終的には手を携えてこれからの道が開けるのではないか、と。また、特区はいま、そうしなくてはならない状じよう況きようにあるのである。そのことを、理り解かいしてはくれないだろうか、と。


　現実はそう簡かん単たんではなかった。人の心は常に合理的に働くものではない。まして人と吸血鬼の違ちがいがあればなおさらのことだ。本能が感情に影えい響きようを与えるのだから。


「それにしても」


　とケインは、苦いというにはあまりに悲ひ痛つうな声で言った。


「これから外がい敵てきに対し、より強きよう固こな態勢が求められるという時期に……仕方がないこととはいえ厄やつ介かいです」


　ケインの台詞せりふに、セイはしばし沈ちん思しする。


　やがて、特区でもっとも長く生きた吸血鬼の長老は、


「……うむ」


　と重たく頷いたのだった。
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「諸しよ君くん。とにかく落ち着きなさい」


　張の厳げん然ぜんとした声にも、幹部たちの憤いきどおりは収おさまらなかった。


「これが落ち着いていられますかっ」


「なんということだ。やはり吸血鬼などを信じるべきではなかった」


「この特区にあんな……これはもはや、隔かく意いなどというレベルではないぞっ」


『カンパニー』本部は高層ビルの建ち並ぶ第八地区エイト・ヤードの一角にあった。周囲と同じようなハイテクビル。その四十五階から最上階に至るまでが『カンパニー』本部だ。第五地区フイフス・ヤードにある事務所や鎮ちん圧あつチームの基き地ちが手足なら、こちらは『カンパニー』の頭ず脳のうと言える。組そ織しき内で最大の規き模ぼを誇ほこる情報部を中心に、上層部の機き能のうの大半がここに集中していた。


　その本部最上階にあるコンベンション・ルームに、トップ会議を終えた面々が集まっていた。


　彼らの顔は一様に険けわしい。非ひ難なん囂ごう々ごうたる有あり様さまで、彼らのボス──会長の尾根崎に詰つめ寄っていた。もちろん、本来憤りを向けるべき相手は尾根崎ではない。セイやケインといった特区を牛ぎゆう耳じる吸血鬼たちだ。


　特区を巡めぐる組織間の力関係は、極きわめてデリケートである。吸血鬼たちは人間社会に己おのれの存そん在ざいを知られる訳にはいかず、常に『カンパニー』の顔を立てようとしている。しかし、実じつ際さいには組織力、財ざい力りよくともセイやケインたちの方が上で、何より「戦力」で『カンパニー』を圧あつ倒とうしていた。


　ただ、それらの権力も『カンパニー』が立ち回り調ちよう整せいしている特区という舞ぶ台たいの上でこそ上う手まく活用することができる。つまりは、持ちつ持たれつであり、互いが互いに依い存ぞんし合い、利用し合いながら、バランスを取って特区全体を取り仕切っているのだ。


　そして、そんな相そう互ご扶ふ助じよが絶対条件となる関係にありながら、両者は種族の違いから複ふく雑ざつな情じよう念ねんを胸に秘ひめざるを得ない。実際それは、知れば知るほど──深く関かかわれば関わるほど、難なん解かいな様よう相そうを呈ていする関係なのである。


『カンパニー』は過去十一年間にわたり、決定的な破は局きよくを迎むかえることなくこの関係を発展させてきた。


　その十一年間の中で、さっきの会議ほど緊きん迫ぱくした場面は初めてだった。


　幹部たちが口にする非難の数々に、センターテーブルに着いた尾根崎は、感情を殺した面おも持もちで耳を傾かたむけていた。


　歳は陣内と同世代で、組織のトップとしてはまだ若い。日頃は穏おん和わで泰たい然ぜんとした彼だが、さすがにいまは眼がん光こう鋭するどく顔を強こわ張ばらせていた。


　黙もつ考こうする会長に代わり、張がもう一度幹部たちを諫いさめる。


「諸君の気持ちはわかります。わたくしも思いは同じだ。だが、いまさら彼らを一方的に罵っても事じ態たいの好こう転てんはあり得ますまい。いまは──いえ、いまこそ、建設的な意見を述べるべきときです。我々の関係悪化は、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を利するのみですぞ」


「しかし……！　納なつ得とくのいくものではない」


「そうですっ。少なくとも、彼らの責任は追つい及きゆうすべきだ。今後どのような対策を打つとしても、彼らには相そう応おうの償つぐないを求めて当然ではないですか？」


「彼らは償うでしょう。少なくとも、彼らは自らの罪を告白し、その許しを請こうた上で前に進むことを望んでいる。違いますかな？」


　張の双そう眸ぼうが鋭するどく引き締しまった。


　瘦やせた初老の男だが、過去においては吸血鬼ハンターとして長く戦場を経験した男である。幹部の中でも最年長であり、その言は周囲も重く見ている。


　だが、張ににらまれた幹部は口をつぐみながらも目を逸そらさず彼をにらみ返した。その幹部とて怯きよう懦だの念から反論しているのではないのだ。


　幹部たちが憤る理由。それは、より深しん刻こくで根こん元げん的てきな問題に根ね差ざしていた。


　十一年間制せい御ぎよし続け、目を逸らしてやり過ごし続けていた感情。吸血鬼という生物に対する不安と不信だ。


　たとえ人と吸血鬼の共きよう存ぞんのため活動する組織の幹部であろうと、そのくびきから自由になることは極きわめて困こん難なんなのである。


「……問題は、そこだ」


　それまで黙していた尾根崎が、誰だれにともなくささやいた。


　幹部たちが会長に視し線せんを集中させる。彼らの視線には言葉にならない思いが凝ぎよう縮しゆくされていたが、尾根崎は一いち瞥べつしただけで顔を逸らした。


「……解散する。各自業務に戻れ」


「会長!?」


「これからどうなさるおつもりなんです？　せめてそれだけでもお話し下さい」


　彼らの尾根崎に対する忠ちゆう誠せい心しんは、そのまま『カンパニー』の機き能のうの根こん幹かんを成していた。尾根崎の命令ならば、幹部たちに異い議ぎはない。吸血鬼たちを許すと言えば、たとえどのような感情を抱かかえていようとそれをのみ込んで行動するし、逆に彼らを断だん罪ざいすると言えば、それこそ自らの命を投げ出してでもセイやケインに報ほう復ふくを行うだろう。


　尾根崎は何も言わなかった。


「この件については少し考える必要がある。明日……いや、明後日あさつてにこのメンバー全員で会議を行う。詳くわしくは、そのときだ」


　静かだが有う無むを言わせぬ口く調ちようだった。


　ただ、幹部の一人が尋ねた。


「……このメンバーという中には、陣内も入っているのでしょうか？」


　ぴりっと一同の緊きん張ちようがより複ふく雑ざつなものへ種類を変えた。張が珍しく舌打ちしそうな顔になった。だが、彼が注意するより早く、尾根崎が言い放った。


「命令は以上だ」


　幹部たちはそれで完全に口を閉ざし、それぞれ会長に一礼してからコンベンション・ルームを立ち去った。残ったのは張一人だ。


　彼らの姿が消え、完全に遠ざかるのを待ってから、尾根崎は堪こらえきれなかったように、


「くそっ」


　と悪あく態たいをついた。


「……九龍王の遺灰だと？　くそったれめ」


「会長」


「わかっている」


　その言葉通り、尾根崎はそれ以上の非ひ難なんを腹に収めた。だが、表に出なかった感情の渦うずは、瞳ひとみの奥底に沈ちん殿でんし、ぶすぶすと燻くすぶり続けていた。


　張は心底やるかたないといった風にため息をもらした。


「香港の遺い産さん、ですか……まさかあの都市伝説にそのような真実が隠かくされていましたとは。我わが情報部の調査能力もたかが知れておりますな」


「……『東の龍りゆう王おう』自らが、あの混乱期に仕し組くんだことだ。事情を知らねば見み抜ぬけるはずなどあるまい。あるいは彼らは、最初から特区をそのための──」


　と尾根崎はさらに何か言いかけたが、結局そこで自制した。張が会長を哀あわれむような目で見る。だが彼にも、いまの尾根崎にかける言葉は見つからなかった。


　尾根崎は愚ぐ痴ちるように、


「……遺い灰はいを処しよ分ぶんすることは本当に不可能なのか？　海に捨てるなり、焼き尽つくすなり、手はありそうなものだ」


「ミスター・セイの説明によれば、現在施ほどこしている封ふう印いんがもっとも有ゆう効こうということでした。まさか噓うそではありますまい。それに、九龍王クーロンおうが灰となって十一年経たちます。この間遺灰は封ふう印いん下かで魔ま力りよく的てきに安定しているはず。下手に封印を解とく方がリスクは大きいでしょう」


「それでも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の標ひよう的てきを未み来らい永えい劫ごう抱え続けるリスクに比べれば、どれほどのことでもない」


「セイは百年と仰おつしやっていました。いまの封印下に百年収めれば、遺灰の魔力は無むに帰きすと」


　張はそう答えたが、尾根崎は納なつ得とくしない。


「過か去こに例のないことだぞ。なぜ百年と言い切れる。第一、百年という時間は、我らの大半にとって永遠に等しい。我々は吸血鬼ではないのだ。人間は、そんな途と方ほうもない時間との戦いに勝てるほど強くはない」


　それに、と尾根崎はさらに続ける。


「それに、だ。当然気付いただろうが、彼らは肝かん心じんのことをまだ話していない。第十一地区イレブン・ヤードがどこにあるのか。どこに遺灰を封印しているのか。そのことは結局言げん及きゆうしないままだった。おそらく正面切って尋たずねても、口こう実じつを設もうけて明かさなかったろう」


「その点は、わたくしは彼らの判断に賛さん同どうします。情報の機き密みつ度どは、それを知る人数に比例する。これは絶対の法則です」


「それが我々でもか？」


「お忘れですか？　敵てきは吸血鬼です。いざ知ってしまえば、かえって身を危き険けんに晒さらすことになる」


　張の言い分には一いち理りあった。それを認みとめられない尾根崎ではない。


　しかし、舌打ちをせずにはいられなかった。


「言っても詮せん無なきこととわかってはいるが……どうして封印などせず、香港で始し末まつしなかったのだ。なぜわざわざこんな真ま似ねを……」


　独どく白はくとも取れる尾根崎の台詞せりふに、張は答えづらそうな顔をした。


「……吸血鬼がその血を重んじることは、会長もよくご存じでしょう。まして始祖ソース・ブラッドは血統の祖。たとえ他の血統の始祖ソース・ブラッドであろうと、疎おろそかに扱あつかえるものではありません。それは、歳とし経へた吸血鬼であるほど、そうでしょう」


「……たとえそれが九龍の血でもか？」


　尾根崎が張をにらむ。


　張は謹つつしんで「はい」と首しゆ肯こうした。


「……厄やつ介かいな連中だ」


「厄介さでは人われ間われも五十歩百歩かと」


「ふ。至し言げんだな」


　尾根崎は苦い顔で淡い微び笑しようを浮かべた。ギシっと椅い子すの背もたれに身体を預け、疲れの滲にじむ様子で目を閉ざす。


「ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトにどう説明すべきか頭が痛い。できれば伏せておきたいところだが……」


「彼らとて馬ば鹿かではありません」


「ああ。すぐに嗅かぎ付けてくるだろう。あるいはセイやウォーロック家とのつき合い方を考え直すよう要求してくるかもしれん。もっとも……」


　と一度閉ざした目を、尾根崎はうっすら開く。わずかにのぞいた瞳ひとみは、ぞっとするほど厳きびしく、酷こく薄はくな光を湛たたえている。


「どのみち、いままで通り──とはいくまいな。もはや」


「確かに。早そう急きゆうに新たな協力態勢を築きずく必要はありますな」


　すかさず張が付け足した。


　尾根崎の視線が張を貫つらぬく。ほとんど物理的な圧力を有しているかと感じるほどの視線だ。


　が、張は顔色ひとつ変えなかった。尾根崎は冷たく微笑ほほえんだ。


「頼たのもしいことだ」


「恐きよう縮しゆくです」


「……まあいい。ひとまず休きゆう憩けいを入れよう。夜、時間を作れるか？　お前とだけでも、もう少し状じよう況きようの整理をしたい」


「畏かしこまりました。しかし……」


　希け有うなことに、そのとき張は言い淀よどんだ。


「わたくしだけですか？　陣内は絶対必要かと存じますが」


　その名を聞いた瞬しゆん間かん、それまで表面上は感情を殺し続けてきた尾根崎が揺ゆれた。


　彼が隙すきを見せたのは、ほんの一瞬のことだ。しかし、その瞬間を見て取った張は、その日彼が見せた中でもっとも難むずかしい顔つきになった。


　事じ態たいの収しゆう拾しゆうがいかに困こん難なんか。それを思い知らされた表情だった。


「考えておく」


　尾根崎は簡かん潔けつに答えた。張は一礼しただけで、それ以上口を挟はさまなかった。


　結局その後、尾根崎が陣内を呼び出すことはなかった。





　　　３





「ミミちゃん、おかえり～。と、おや？」


　ミミコたち三人の暮くらす、倉庫街の古ビル。帰き宅たくしたミミコを元気よく出で迎むかえたコタロウは、彼女に連れがいることに気付いて青い瞳を丸くした。


　ミミコに連れられた少女も、現れたコタロウに視し線せんが釘くぎ付づけになっていた。こちらは少年のきらびやかな容よう貌ぼうに驚おどろいているのだ。


「ただいま、コタロウ君。お留る守す番ばん、ご苦労様」


「ミミちゃん、その子誰だれ？　サキちゃんと同じ目をしてる」


　コタロウの台詞せりふを聞き、少女はびくっと竦すくんで右目を隠かくすようにミミコの後ろに隠れた。ミミコは「こらっ」と目め尻じりを吊つり上げた。


「いきなり失礼でしょ。この子は……あれ？　そう言えば名前聞いてなかった」


　ミミコは自分のスカートをつかむ少女に問いかけるような目を向けた。しかし、少女はそれには気付かないまま、ミミコの陰かげからコタロウを見つめている。出会い頭かしらに右目のことを指し摘てきされたからだろうか。どことなく、いじめっ子を発見した転校生のような目つきになっていた。


　──そういや、人見知りするって自分で言ってたっけ。


　しかし相手はコタロウだ。無む邪じや気きという点では非の打ち所のない彼だけに、少女もすぐに打うち解とけてくれるだろう。


「この子はあたしの友達よ。今日知り合ったんだけどね。晩ばんご飯に招しよう待たいしてあげたの。仲良くするのよ？　苛いじめたりしたら承しよう知ちしないから」


「ぼくが？　まさか！　ぼく女の子苛めたりしないよっ」


「うーん、どうかしら。コタロウ君みたいに元気で節せつ操そうなしな子って、デリケートな女の子からは、乱らん暴ぼう者ものみたいに見えなくもない気がするなあ」


「そ、そんなことないよ。ねえ？」


　コタロウが問うと、少女はいよいよ身体からだを小さくして、じっとコタロウをにらんだ。


「あ、やっぱり？」


　とミミコがおかしそうに尋ねると、今度は少女はコクリと頷うなずいた。ミミコは思わず吹きだして、コタロウは「ええー!?」と世にも情けない表情を浮かべた。


「とにかく晩ご飯にするから。あなたも、しばらくコタロウ君と遊んでてくれるかな？　……嫌いやだろうけど」


「嫌って！」


「…………」


「しかも頷いてる！」


　コタロウが二重にショックを受けるのを余よ所そに、ミミコは笑いを嚙かみ殺しながら玄げん関かんから奥おくに進んだ。少女はそのすぐ後ろについてくる。


　コタロウも肩を落として二人に続いた。「ね、ねえ？　君ゲーム好き？」と少女に声をかけて無む視しされている。早くも下手に出て機き嫌げんを取ろうとしているのが、ミミコにはなんともおかしかった。


「そう言えば、ジローさんは？　まだ寝てる？」


「兄者は出かけたよ。リンスケさんに呼び出されたんだって。遅くなりそうだから、今日は晩ご飯はいらないって言ってた」


「ええ？　なんだ。タイミング悪いなあ。せっかくご馳ち走そうにしようと思ったのに」


　スーパーの買い物袋ぶくろを持ち上げて、ミミコはがっかりした。特区来らい訪ほう一周年のささやかなお祝いをしようと張り込んできたのだ。


「まあ、別に今日でなくてもいいんだけどさ」


「平気だよっ。兄者の分はぼくが食べるから！」


「はいはい。その代わり、彼女の相手はよろしくね」


　とミミコは二人をリビングに使っている一階の部屋に残して、自分はキッチンに向かった。


　去さり際ぎわにちらっと様子を見ると、少女は行ぎよう儀ぎ正しく膝ひざを揃そろえてソファに腰こし掛かけたまま、コタロウに警けい戒かいの眼まな差ざしを向けていた。それ以上近寄らないでと、身体中で宣せん言げんしている。一方コタロウは慣なれないタイプの緊張感に口元を強こわ張ばらせつつ、ゲームやコミックで少女の気を引こうとしていた。


　なんともおかしな光景だ。特にコタロウのあんな表情は初めて見る。


「コタロウ君も形無しね」


　とミミコは料理の支し度たくに取りかかった。


「しかし……参ったな。結局連れて帰っちゃったけど」


　ミミコが少女を連れてきたのは、食事をご馳走するためだけではなかった。もうひとつ大きな理由がある。


　──まさか、あんな子供の口から第十一地区イレブン・ヤードのことを聞くなんて。


　どうやらあの少女は、特区に来る前から第十一地区イレブン・ヤードのことを知っていたらしい。だとすると、あの噂うわさの出所がどこなのか、見当もつかなくなる。


　ここに来るまでにも手を替え品を替かえて質問してみたのだが、少女は肝かん心じんな問いかけには一いつ切さい答えてくれなかった。口をつぐむたびに済まなそうな目をするので、ミミコもあまり強くは聞けなかったのである。正直、これは長引きそう、という予感がしていた。


「明日は報告書だけ再提出したら、午後は半休もらった方が良いかも。それともこっそり抜け出しちゃうか」


　とにかく少女の事情だけは聞いてみなければならないだろう。調査するようでなんだか嫌だが、彼女自身のためにも見過ごすことはできない。第十一地区イレブン・ヤードに関かかわってもろくな事はないに違いないのだ。


　少女が口にした「特区にいるはずの知り合い」には当たってみる必要がある。先せん輩ぱいであるサキにも相談した方が良いだろう。同じダンピールなら、彼女ともミミコ以上に打ち解けることができるかもしれない。


「……考えてみれば、去年のいまごろも、まさにこんな感じだったっけ」


　特区に来たジローとコタロウを引き連れて、二人の面めん倒どうを見るべく奮ふん闘とうしたのだ。その結果、二人はとうとうミミコの同居人になってしまった。


　最悪──あくまで他の手をやり尽くしたあとでだが、あの少女に関しても同じ対たい応おうを取ることになるかもしれない。何しろ──まだ確かく証しようはないが──家出してきたダンピールなのだ。そう簡かん単たんに行き場があるとは思えない。


「……この調子で毎年同居人が増えたら、うちはパンクしちゃうわね」


　とはいえ、さすがにあの少女が『銀ぎん刀とう』以上に面めん倒どうな事情を抱えているとは考えられない。それに、いまのミミコにはジローもいるしコタロウもいる。前よりずっと頼たのもしく、少女を支えてあげられるのだ。そう考えると、自分が誇ほこらしいミミコだった。


　と、そんなことを思いながら鍋なべを火にかけたとき、二人のいる部屋の方から言い争う声が聞こえてきた。ミミコは慌あわててキッチンを飛び出した。


「こらっ。コタロウく……あれ？」


　ミミコが目を丸くする。


　部屋の中央で、少女とコタロウが巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアの取り合いをしていた。コタロウが「バウワウ卿きよう」と名付けて可愛がっているぬいぐるみだ。ただ、ミミコが目を丸くしたのは、少女がコタロウのマウントポジションを取り、無言でぽかぽか殴なぐっていたからだった。


　いかにダンピールであるとはいえ、まだ子供である。同じ子供でも純じゆん粋すいな吸血鬼であるコタロウに腕力で敵かなうはずはない。


　が、よく見ると少女は片手と両足を駆く使しして、コタロウの関節を綺き麗れいに固めていた。あれではせっかくの力も発はつ揮きすることができない。誰に教わったのか知らないが、なかなか堂に入ったサブ・ミッションである。


　少女はミミコの姿に気付くと、顔中を真っ赤にして慌ててコタロウを放した。


　パッパとワンピースの裾すそを払はらい、ぬいぐるみを抱えてソファに行ぎよう儀ぎ良く座る。それからさらに気付いた様子で、ぬいぐるみを脇わきに降ろした。コタロウは「むぎゅー」とまだ床で伸のびている。


「へええ。すごいじゃない。気け配はいを隠かくす魔ま術じゆつだけじゃなくて、コタロウ君やっつけるなんて」


　ミミコが褒ほめると少女はカチコチに縮ちぢこまってしまった。まさに顔から火を噴ふかんばかりだ。


「誰に習ったの？　いまの？」


「……お、お姉ちゃん」


「お姉さんがいるんだ。ひょっとして特区にいるって言ってたのは、お姉さんのこと？」


　少女は答えない。ただただ恥はずかしそうに顔を伏ふせていた。残念、とミミコは内心苦く笑しようした。


「ミ、ミミちゃ～ん」


「あらコタロウ君。平気？」


「平気じゃないよ！　酷ひどいよ、その子っ。ぼくのバウワウ卿見せてあげたら、いきなり取り上げようとしたんだよ？」


　すると少女が伏せていた顔をガバッと上げた。


「い、いきなりじゃないですっ。ちゃんと貸してって言ったの」


「ぼく貸すなんて言ってないじゃんっ」


「あー、つまりコタロウ君が意地悪した、と」


「話聞いてる!?」


「…………」


「また頷いてるし！」


　必死に身の潔けつ白ぱくを訴うつたえるコタロウを無む視しし、ミミコはもう一度少女と向き合った。


「そのぬいぐるみ、気に入った？」


　微笑ほほえむミミコに問われ、少女はまだ真っ赤になったまま彼女と目を合わせた。やがて、ちらっとぬいぐるみを横目で見て、ほんの少しだけ頷く。ミミコは笑って少女の頭を撫なでた。


「じゃあコタロウ君。今日はバウワウ卿、この子に貸かしてあげなさい」


「そんな理り不ふ尽じんな!?」


「男の子が細こまかいこと言わないの」


「ひ、酷ひどいよ、ミミちゃんまで！　兄者に言いつけてやるー」


「……いいけど。ほんとに言いつけたら、君の方がお仕し置おきされるわよ？　この血けつ族ぞくの恥はじ晒さらしめって」


「うわーん、その通りだよちくしょー」


　コタロウは身も世もなく嘆なげいた。こいつをクビにして少女を護衛に雇やとう方が色んな意味で理に適かなっているな、と考えずにいられないミミコだった。


「とにかく二人とも仲直りしてねっ。ほら。もうすぐご飯できるから一いつ緒しよに食べましょ」


　ミミコが宣せん言げんすると、少女は「手伝います」とキッチンについてきた。対たい抗こう心しんが芽め生ばえたのか、いつもは言われなければやらないコタロウまで慌あわてて後に続く。


　──やれやれ。


　とミミコは肩を竦すくめた。


　ここにジローがいれば、一体どうなっていただろう。ミミコはそんな想像をしながら、騒さわがしい夕食の支し度たくを再び始めたのだった。
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　リンスケが指定したのは、ありふれたレストラン・バーだった。ただ客が少なくテーブルの間が開いているので、密みつ談だん向きの店だ。


　店に着いたジローは軽く目を瞠みはった。席に着いて彼を待っていたのは、リンスケだけではなかったからだ。


「ショウゴ？」


「ご無ぶ沙さ汰たしてるな。剣けん士し殿どの」


　陣内は軽く手を挙あげてジローに挨あい拶さつした。ジローは首を竦すくめ、二人と同じ席に着いた。


「急に呼び出したから何なに事ごとかと思えば。あなたの差し金ですか」


「別に黙だまってるつもりはなかったんだが。まあ、まずは注文だ。リンスケ。適てき当とうに頼たのむ」


「了りよう解かい」


　リンスケは軽快に答えて店員を呼びつけ、手て慣なれた様子で三人分の酒と料理を注文した。


「考えてみたら、この三人で飲むのって香港以来よね。ジローちゃんも陣内先生センセも、つき合い悪いんだから」


　リンスケは口の端はしを広げるようにして、二人を見ながら笑った。


　彼は『カンパニー』査さ察さつ部ぶに所しよ属ぞくする人物で、いまも制服を着ている。が、その制服はレザーとシルバーのアクセサリーで所ところ狭せましと飾かざり立てられていた。リングにピアスにバングルにチェーンと、まるで歩く装そう飾しよく品ひんの見本市である。髪は紫むらさきに染そめた上、ところどころにシルバーのメッシュまで入れている。陣内よりは若く、ジローよりは年上に見えるが、なよっとした優やさ男おとこで言葉遣づかいまで風変わりなため、正せい確かくな年ねん齢れいを推すい測そくするのは難むずかしかった。


　そうは見えないし、知る者とて少ないが、この三人は香港聖せい戦せんで共に戦った戦せん友ゆうである。ジローは『同族殺し』の『銀刀』として味方からさえ忌き避ひされるほど畏おそれられた剣士であり、陣内は人と吸血鬼の間で交こう渉しように次つぐ交渉を重ね、ついには両種族の共同戦線をまとめ上げて戦争終結への道を築きずいた。


　リンスケは当時まだ十代の少年だったがすでに一いつ端ぱしのストリート・ギャングで、複数の香港マフィアを相手に情報屋や手配屋の真ま似ね事ごとをしていた。『九龍ショック』後はその人じん脈みやくと地理の詳くわしさを武器に、両りよう雄ゆうを裏からバックアップしたのである。


　聖戦終結後三人の道は分かれ、全員が一いち堂どうに会することはなかった。ジローの特区来らい訪ほうで、同じ場所に集まったあともだ。リンスケが愚ぐ痴ちるのも無理のないことで、実はミミコなど、いまだにジローと陣内の関係を聞かされていない。


「むくれるなリンスケ。これでも忙いそがしい身なんだ。なかなか時間が取れないのさ」


「そう言えば、いつもミミコさんがお世せ話わになってますね。かたじけない」


「言っておくが、世話してるのは彼女だけじゃないぞ。彼女がかける迷めい惑わくの大半は、その護衛絡がらみなんだからな。お前は知らんだろうが、それはそれは苦労してるんだ」


「……かたじけない」


　陣内がニヤリとして見つめると、ジローは渋しぶい顔になった。リンスケはそんな二人の様子を、懐なつかしそうにニマニマと眺ながめていた。


「最近彼女はどうだ？」


「相変わらずですよ。いつも元気にドタバタしてます」


「ミミちゃんも、もう十八だもんね～。駄だ目めよ、ジローちゃん。ヨクボーに負けて押し倒しちゃ」


「リンスケ。私の自じ制せい心しんは欲よく望ぼうに強くとも怒いかりに弱いのです。それとも先に押し倒されるのがお前の希望ですか？」


「あら、大だい胆たん。あちこち銀細工着つけてるから、火傷やけどしないように気を付けてね」


　リンスケがぱちりと片目をつむる。ジローは仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らした。


　そこに折おり良よく注文した酒が運ばれてきた。陣内とリンスケにビール。ジローにはワイン。


　しかし、ワインはなぜか、もうひとつグラスがあった。ジローはハッとしたようだが、すぐに仏頂面を消して、温あたたかみのある微び苦く笑しようを浮かべた。


　ひとつ多いグラスに戸と惑まどう店員へ、リンスケはテーブルの隅すみ──空あいている席の前を示す。テーブルには、全部で四つの席が設もうけられていたのだ。


　そして三人はそれぞれグラスを手に取り、軽く持ち上げた。


「いまはなき、懐かしき香港に──」とリンスケ。


「いまここにある、我らが特区に──」と陣内。


「四人の変わらぬ友情に──」とジロー。


　そして、この場にいない最後の一人が、


　乾かん杯ぱい！


　と告げる過か去こからの声を待ち、三人はグラスを交かわした。


　その瞬しゆん間かん、彼らは同じ光景を──十一年前の光景を、胸の中で共きよう有ゆうしていた。


「十一年、か……」


「はい」


「ジローちゃんにはあっという間だったんじゃない？」


「そうでもありませんよ。ずいぶんと色々ありましたからね」


「その割にはリンスケにからかわれる手段が同じだ」


「人間だからとリンスケにまで成長を期待した私の間違いでした」


「うふん。私は怒ったりしないわよ。誰だれかさんと違ってオトナになったから」


「く……その身をくねらせるのもいい加か減げん止やめたらどうです？」


「だってこれやると、ジローちゃん喜ぶんですもん」


「いいことを思いつきました、リンスケ。何も押し倒す必要はない。椅い子すごと力場思念ハイド・ハンドで持ち上げましょう」


「大変っ。陣内先生センセ。優ゆう秀しゆうな『カンパニー』職員に吸血鬼の魔まの手てが迫せまってるわよ？」


「他た部ぶ署しよだしなあ……」


「そんな縦たて割わりなっ」


　以前と変わらぬ軽口の応おう酬しゆうに、誰からともなく笑い声がこぼれる。三人を知っているミミコが見れば驚いただろう。ジローも、陣内も、リンスケも。いまや他では見せることのない顔をして笑っていた。


　そんな中、突とつ然ぜん携けい帯たいの呼び出し音が聞こえた。陣内の携帯だ。陣内は二人に断って携帯に出ると、


「もしもしハロー？　今晩はグツド・イヴニン、教授プロフエツサー──」


　と英語で会話を始めた。ジローとリンスケは顔を見合わせた。


　陣内の電話はそれほど長く続かなかった。何かを確かく認にんすると手短に礼を述のべ、まだ話したりない様子の電話相手を押しなだめて携帯を切った。


「誰です？」


「サマンサ教きよう授じゆだ」




[image: ]


「……あの人ですか」


　ジローは途と端たんに渋じゆう面めんになった。知り合いだが、苦にが手てな相手なのだ。


「それもまた懐なつかしい名前ね。教授って確かシンガポールでしょ？　いまもまだ十字軍じゃなかったっけ？」


「ああ。少し調べたいことがあってな。聖戦の記録が一番残っているのは、あそこだから」


　聖戦の記録、という言葉に、ジローとリンスケの表情から砕くだけた雰ふん囲い気きが消えた。そんな二人をちらりと見やり、陣内はおもむろに言う。


「あいにく悪い知らせだった」


「……なんです？」


「教授に依い頼らいしたのは、死亡確認ができていない『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の特定。つまり、まだ生き残っている可か能のう性せいがある『九龍の血統クーロン・チヤイルド』についてだ」


　聞いていた二人の表情が引き締しまる。


「……すでにカーサと『ウォーカーマン』は確定しています。それに新顔が、ヤフリーと他二名」


「それ以外で、ってことね？」


　陣内は二人に頷き、唇くちびるを歪ゆがめた。


「世代の低い者は不明だ。だが直系に限かぎっても、大物が二人残っていた。『舞まい姫ひめバサラ』の舞ぶ踏とう戦せん士し。それに、『老ろう牙がニザリ』の殺し屋だ」


　リンスケが腐くさったトマトを口にしたような顔をする。ジローも眼がん光こうを鋭するどくした。食いしばった口元から、牙きばの先せん端たんがのぞいている。


「……ダール卿きようと『橙蜂オレンジ・ビー』が」


「……そういやあの二人は誰からも倒したって聞いてなかったわね」


　ジローとリンスケはそれきり黙だまり込こんだ。いま口にした二名がどれほどの強きよう敵てきか、二人とも身に染しみてわかっているのだ。


「もちろん、これは死亡の確認ができていないというだけで、生き残ってカーサと行動を共にしていると断だん言げんできることではない。だが、張部長の言い草じゃないが、楽らつ観かんするべきではないだろうな」


「……はい。敵と見て間違いないでしょうね。ヤフリーは自らを『姉弟の七番目』と言った。カーサ、『ウォーカーマン』、ダール卿、『橙蜂オレンジ・ビー』。それに居い合あいを使ったハンスという男と、ケインの足止めをした男。そしてヤフリー。ちょうど七人揃そろいます」


「しかも、それで終わりって保ほ証しようはないのよね。姉弟の百十一番、とかいても反則とは言えないし」


　リンスケの指し摘てきに、陣内は重々しく同どう意いした。


「お前の言うとおりだ。もっとも、ハンスという──確かそいつが五番目だったな。それより下の吸血鬼は我々も知らない顔だった。つまり聖戦終結間ま際ぎわに九龍王から転てん化かされたということだ。なら、そう大勢の直系がいるはずはない。それに、当時の香港で名の知れた古血オールド・ブラツドが行方ゆくえを眩くらましたとも聞かない。カーサたちの主だった戦力はその七名。それにあと一人か、せいぜい二人というところだろう」


「……はー、ヤレヤレ。ぎょーさんおるわねー」


　リンスケは惚とぼけた口くち振ぶりで天てん井じようを仰あおいだ。薄うす笑わらいを浮うかべながら、煙草たばこを取り出し、火を点つけてくわえる。


　どんなに苦しい状じよう況きようでも、自分のペースを崩くずさない。それが彼の持ち味なのだ。


「それに比べて、こっちは大変。龍の大先生センセとケインの旦だん那な。それにジローちゃん。たった三人じゃない。しかも、今度は特区を守りながらでしょ？　キビシーわねえ、それって。相手はただでさえ繁はん殖しよく力りよく聖せい書しよ級きゆうの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だってのに。こりゃ、とっとと神父さんにご帰き還かん願ねがって、鎮ちん圧あつチームを叩たたき直さなきゃ勝ち目はないわね」


　指折り数えるリンスケに、陣内は声をひそめた。


「……それも難むずかしくなるかもしれない」


　ジローとリンスケは問いかける視し線せんを投げた。陣内は頷うなずいて続ける。


「今日集まってもらったのは外ほかでもない。今後の特区について、二人に忠ちゆう告こくするためだ」


「どういう意味です？」


「今日の午後、龍殿とケイン、それに『カンパニー』上じよう層そう部ぶの間でトップ会議が行われた。その席で、二人は彼らに第十一地区イレブン・ヤードのことを話したんだ」


　ぽろっ、とリンスケは火を点けたばかりの煙草を落とした。ジローも目を剝むいた。


「話したのですか!?」


「避さけては通れない話題だ」


「そりゃまあ……でも大丈夫だったの？」


「……いいや」


　陣内は苦い自じ嘲ちようを見せた。リンスケは、あちゃあ、と言いたげに顔を手で覆おおった。


「つまり、龍殿とケイン──協定血族の盟めい主しゆと『カンパニー』の仲が険けん悪あく化かしたということですか？　そんな……」


　ジローもそれ以上二の句くが継つげない。


「正直、私の立場もこれで微び妙みようになった。今後、調停部部長としての権けん限げんを剝はく奪だつされる可能性が高い。最悪私は『カンパニー』を追われることになるだろう」


「ちょっと。冗じよう談だんでしょ？」


「──で、済めばいいと今回ばかりは本心から思うよ。だが、もともと私は外部から招まねき入れられた人間だ。組そ織しきの本流からは外れている。調停部のノウハウも蓄ちく積せきされたことだし、いざとなれば張部長がいる。私がいなくとも組織は立ちゆくだろう」


「馬鹿なっ」とジローが唸うなり声を上げる。


「平時ならともかく、いざカーサたちが攻せめてきたとき、その張という部長で対たい応おうできるというのですか？　確か彼はかつて知られた『杭打ち師パイル・キラー』その人だと聞きましたが、いくら名うての吸血鬼ハンターとはいえ……」


「わからん。が、おそらく難しいだろうな。彼の手しゆ腕わんは、何よりもまず情報部にこそ必要なものだ。調停員コンプロマイザーの指示にまで目を配くばらせていては、本部の統とう制せいがままならなくなる」


「なら、どうするのですっ」


「手は打つさ。なるべく多くな。暇ひまじゃないと最初に言ったろう。私だって特区には愛あい着ちやくがあるんだ。だが、それでもどうにもならんことはある。だからこうして、お前たちを呼んだんだぞ」


　陣内は声を尖とがらせてジローに反はん論ろんした。珍めずらしくふて腐くされたような声なのは、彼自身、現状に苛いら立だちを覚えている証しよう拠こだ。


「ミミコさんはこのことを？」


「トップ会議だ。一いつ般ぱんの職員には知らされん。だが組織の上層部が動けば、何かしら違い和わ感かんは感じるはずだ。特に今後は大がかりな内部改かい革かくが行われるかもしれないからな」


「今日のこと、話した方が良いでしょうか？」


「……いや。まだ待ってくれ。何しろ賽さいは投げられたばかりだ。各方面のリアクションを知りたい。動くのはそのあとでいい」


　ジローが複ふく雑ざつそうに顔を歪ゆがめる。陣内もまた声を落とした。


「できれば……できれば彼女には調停員コンプロマイザーを続けて欲しいと思っている。たとえ組織がどうなってもな。あれだけの素そ質しつだ。むざむざと野に埋うもれさせるのは──」


　と、そこで陣内は言葉を切った。


　彼の顔に苦く渋じゆうが滲にじむ。その意味を、ジローはなんとなく察さつすることができた。


「……ショウゴ。この状じよう況きようで彼女に期待するということは、来きたるカーサとの戦いに巻き込むということを意味します。私は仕し方かたがない。もはやこの因いん縁ねんから逃げようとは思いません。ですが彼女は──」


「わかっているっ。だが、あいつは、調停員なんだ」


　陣内が叫さけんだ。ジローは唇を嚙かんだ。


　言い返したいが、言い返せない。長いつき合いの二人だが、過か去こ陣内が声を荒あららげたことなど、数えるほどしかないのだ。


　ジローと陣内は、聖戦時、吸血鬼と調停員として共に戦い、血を分かち合った。そんな二人だからこそ相手の心情を理り解かいできるし、理解できるからこそ互いに後へ引けないのだ。結局二人は黙だまったままにらみ合った。


　古い友人二人の態たい度どに、リンスケは呆あきれ半分、苦笑半分といった様子で首を振った。


「あーやだやだ。私は働きたくないわ～。平和にのんびりしていたーい」


　その力の抜けた台詞せりふに、ジローと陣内も思わず肩の力を抜いた。もう一度視線を合わせ、決まりの悪い表情を浮かべる。


「うちの弟並みの台詞を、堂々と口にしないで下さい、リンスケ」


「ジローの言うとおりだな。お前もいい歳をして駄だ々だだを捏こねるな。今後は色々と頼たのむことになるからな」


　と、そこで陣内は「そう言えば」と改めてリンスケに問いかけた。


「例の件はどうなった？　調査は進んだのか？」


「例の件？」


　不ふ審しんがるジローに、陣内は最近吸血鬼たちの間に広まっている第十一地区イレブン・ヤードの噂うわさについて説明した。


　ジローは初はつ耳みみだった。だが、すぐに嫌いやな予感を覚えた。


「まさか、カーサが？」


「それをこいつに調べさせていたんだ。どうなんだ、リンスケ。何かわかったか？」


　リンスケは「そこそこね」と答え、もう一度煙草に火を点けた。


　煙を味わって、吐き出し、


「まだ結論は出したくないけど、私の感かん触しよくだと、かなりきな臭くさい。噂の主な内容は、『第十一地区イレブン・ヤード』こそが真の意味で吸血鬼の楽園であり、そこに至いたった者は自由をつかめる』ってもの。細さい部ぶは違っても大おお筋すじはこんな感じね。ただしその存そん在ざいは『カンパニー』の手で隠かくされており、たとえ協定血族でも知らされることはない。なぜなら『カンパニー』の目的とは吸血鬼の解かい放ほうではなく管理だからだ──とかなんとか、まあここら辺はそういうの言いたい連中が次々それっぽい尾ひれを付けてるようね」


「扇せん動どうしてるのは、特区の吸血鬼なのか？」


「大半は。でも、扇動してる連中を扇動してるのがいる気がする。こっちはかなり巧こう妙みようよ。完全に特定するのはたぶん不可能。悪いことに、これを阻そ止しすることも根こん本ぽん的てきには不可能。なぜなら──」


「──それが特とつ区くの持つ、真実の病びよう巣そうに根ね差ざしているから──ですか？」


　ジローが確かく認にんする口調で問うと、リンスケは首しゆ肯こうした。


　特区は世界で唯ゆい一いつ、人と吸血鬼が秘ひ密みつ裡りに共存する都市だ。だが、それは特区が両種族にとっての理り想そう郷きようだという意味ではない。そこには、他の都市にはない数々の軋あつ轢れきがあり、その軋轢から生じる不幸が存在する。『カンパニー』は軋轢の緩かん衝しよう材ざいとして機き能のうしているわけだが、都市が持つ──というより、異なる二つの種族が持つ根こん元げん的てきな対立の図式を解かい消しようできるわけではない。


　吸血鬼は人の血を吸って生きているのだ。


　食う者ブラツク・ブラツドと食われる者レツド・ブラツド。たとえ『カンパニー』が世界を支配するほどの権力を持っていようと、この真実を曲げることはできない。言い換かえれば、『カンパニー』とは最初から矛む盾じゆんの上に成り立っているのである。


「……気になるのは時期ですね。まるでトップ会議で人と吸血鬼の仲に亀き裂れつが入るのを見み越こしていたかのようなタイミングではありませんか」


「そうよね。そこに一番作さく為いを感じるわ。やっぱこれ、当たりかしら。とするとだいぶこっちの情報がもれてるか、あるいはこの程度のこと簡かん単たんに見抜けるほど特区の欠点は浮うき彫ぼりになってるのか」


　ジローが真しん剣けんに、リンスケは不ふ敵てきに自らの見けん解かいを述のべた。どちらも目の付け所は陣内と同じだ。戦友二人の意見を確認し、陣内は決心を固めた。


「わかった。ではこの件にはカーサが嚙んでいるという前ぜん提ていの下もとに動こう。リンスケは引き続き調査を頼たのむ。ジローもそのつもりで警けい戒かい態たい勢せいに入ってくれ。私は明日にもこのことを龍殿とケインに報ほう告こくする」


　と陣内は二人の目を見ながらきっぱり言った。


「『カンパニー』はこののちどう動くか予よ測そくが立たない。しかし旧香港組はこれより対『九龍の血統クーロン・チヤイルド』戦を想定したシフトに入る。二人とも。今度も生き残ってくれよ」
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　深夜零れい時じ。静せい寂じやくに支配された『カンパニー』会長室で、尾根崎は一人椅い子すに座り、一面ガラス張ばりとなった窓まどから特区の夜や景けいを眺ながめていた。


　人工の灯ともしびはまだ街全体で息づいている。磨みがき上げられたガラスに光の反射が滲にじみ、現代的な摩ま天てん楼ろうを一いつ幅ぷくの絵画のように区切り取っていた。


　尾根崎の手元には空になったウィスキーグラスがある。グラスを空あけたのは、もう一時間近くも前だ。それからずっと、尾根崎は目ま映ばゆい夜景に見入っているのだった。


　二時間にわたった張との話し合いも、結局現状の分ぶん析せきに終しゆう始しした感があった。今後の方ほう針しんを決定することは、先さき延のばしにせざるを得なかった。


　一番の原因は尾根崎自身だ。彼の中にある迷まよい。それが決けつ断だんを鈍にぶらせている。その迷いは、放置すればいずれ致ち命めい傷しようとなる。自分だけでなく、特区にとっても。そのことがわかっていてなお、尾根崎ほど決断力に優すぐれた男が、迷いを捨てきれずにいた。


　あるいはそれは、迷いではなく、もっと別の感情だったかもしれない。


　彼は特区を愛していた。


　この、目の前に存在する都市を、心の底から愛し、慕したっていた。


　当然のことである。彼と彼の部下が十年以上の歳さい月げつを費ついやして──いや、この地に生まれたそのときから、固い決意と遠い理想を糧かてに築きずき上げてきた都市なのだ。彼の半身と言ってもまだ足りない。「尾根崎ミタカ」という存在のほとんどは、このちっぽけな肉体ではなく、天を突き、海上に屹きつ立りつする、眼前の都市にあると言えるだろう。


　そこには、彼と、彼の愛する人々と、彼に共きよう感かんする人々と、彼と同じ情景を特区に投とう影えいしている人々が住んでいる。同じ空気を吸い、同じ大地を踏ふみ、物を食べて、生きているのだ。その事実が、まるで神の啓けい示じであるかのように、尾根崎には神こう々ごうしくてならない。


　そして彼は、その中には黒い血を持つ者たちも含ふくまれると思っていた。


　少なくとも、含まれるべきだと思っていた。


　だからこそ、彼らを特区に招まねいたのだ。共に栄さかえるために。共に、この特区を形成するために。


「……くも」


　陣内の顔が脳のう裏りに浮かんだ。考えまいとしても、考えずにいられなかった。


　陣内という男の有ゆう能のうさを、尾根崎はよくわかっていた。あるいは、彼ほど陣内を高く評ひよう価かしている人間はいなかったかもしれない。張ですら、彼が陣内に対して抱いだいている評価──それはほとんど羨せん望ぼうですらあった──を完全には見抜けていなかった。それほど、彼は陣内のことを買っているのだ。


　また、彼自身渋しぶ々しぶ認みとめざるを得ないことに、一いち抹まつの劣れつ等とう感かんもあった。


　自己を過か小しように見ることなど、尾根崎はしない。癖くせのある幹かん部ぶたちからその力を引き出すことも、政府やＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトを相手に対組織間の駆かけ引きを巡めぐらせることも、人と吸血鬼の間に立って特区すべてを成り立たせることも、自分にしかできないことだと思っている。『カンパニー』のトップに座るべきは尾根崎ミタカをおいて他ほかにはいない。そう、客きやつ観かん的てきに断言できた。


　しかし、それはあくまで組織のトップとしてだ。


　そんな肩書きを剝はがし、一人の男として見たらどうだろうか。自分は陣内のように、自由に、それでいて明めい確かくな目的意い識しきを持って世界を渡り歩けるだろうか？　組織に埋まい没ぼつすることなく、ときに妥だ協きようし、ときに策さく略りやくを練ねりながら、己おのれの理想を着ちやく実じつに追うような真ま似ねが可能だろうか？　そんな想像に意味はないと知りながら、考え、比べずにはいられなかった。そこには嫉しつ妬とと──そして称しよう賛さんがあった。


　その、はずだった。


「……よくも」


　セイの顔が脳のう裏りに浮かんだ。続いてケインの顔が。


　香港が火の海に沈しずみ、世界の経済界が新たな拠きよ点てんを東洋に求めたとき、尾根崎は真っ先に彼ら二人との接せつ触しよくを試こころみた。命がけだった。命をかける価か値ちがあると信じていた。そして、それは報むくわれたはずだった。


　遥はるかな過去の時代より、人の世を見つめてきた隠いん者じやたち。人を凌りよう駕がする力を有ゆうしながら、その力を人のためにも振るう心を持つ賢けん者じやたち。牙きばを持つ人類の天てん敵てきは、その最良の友ともなり得ることを、身をもって示してくれた。あのときの感動は筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。思えばセイとケインに初めて相あい対たいし、心を砕いて話し合ったとき、尾根崎は自分の中に漠ばく然ぜんとあった理想都市の、現世における姿を見み出いだしたのだ。


　無論、困こん難なんはあった。衝しよう突とつも。始めたときの理想は形になる前に崩くずれ去り、あとは次々に現れる現実に、幾いく度どとなく叩たたきのめされた。


　だが、それは同時に尾根崎を鍛きたえ、彼の意志をよりたくましく、豊ゆたかなものへと変へん貌ぼうさせた。崩くずれた理想と、立ち塞ふさがる現実の狭はざ間まに、頼たよりなくも消えることのない真実を見出すことを可か能のうにした。


「……よくも、よくも……」


　だから特区はここまで来れたのだ。彼の力。彼の意志。そして、彼が手に入れた、掛かけ替がえのない協力者たちあってこそだ。彼らの誰だれ一人欠けても、これほどの成功はなかった。心の底からそう信じている。信じて、いた。


　ほんの半日前までは。


「……よくも、特区に」


　特区が極きわめて短期間のうちに開発されたのは、歴史ある吸血鬼たちが持つ、政界、財界への人脈があったからこそだ。彼らは全面的に、特区の開発に協力してくれた。


　しかしなぜ？　なぜあれほど協力的だったのか？　どうしてあれほど急きゆう激げきな開発を推おし進めたのか？　そして、水上都市という、吸血鬼にとって好このましからぬ場所を選んだ、その理由はなんなのか？


　香港が灰かい燼じんに帰した直後のことだ。彼らは探していたのではないだろうか？　九龍王の墓ぼ所しよとなる場所を。そのために、特区が選ばれたのでは？　そのための特区だったのではないのか？　そもそもの始まりから。


　だとすればそれは、あまりに遠い。


　尾根崎と彼らの間に横たわる、なんという隔へだたりだろうか。


　尾根崎の顔には、いかなる種類の感情もない。瞳ひとみはガラス玉のようであり、顔面は仮面のようであり、身体は粘ねん土ど細ざい工くのようであった。


　その虚うつろな尾根崎の、わずかに開かれた唇から、その声は殷いん々いんと響き、空くう虚きよな部屋にいつまでも木こ霊だまする。


「陣内。セイ。ケイン。やはり、これは裏うら切ぎりだ……」









　　三章　失しつ態たい










１







　会議から一夜が明けたとき、変化はすでに始まっていた。





　その日はやたらと風が強かった。


　いつものように事じ務む所しよを訪おとずれたミミコは、室内の空気がどこかぎすぎすしていることに気が付いた。特に何がおかしい訳わけでもないのだが、普ふ段だんの雰ふん囲い気きと違ちがっていた。


「……なんだろ」


　ここには長く通っているミミコだ。微び妙みような違い和わ感かんをすぐに感じ取り、わずかな警けい戒かい心しんを覚えた。


　とりあえず調ちよう停てい部ぶの事務室に向かう。


　──参ったな。今日は午後から休みもらおうと思ってたのに。大だい丈じよう夫ぶかしら。


　昨日きのう出会った少女は、コタロウと留る守す番ばんをしている。仲良くしてくれていればいいのだが、昨日の様子を見る限り、別段仲良くしていなくてもそれはそれで問題なさそうだ。


　ちなみに、結局昨日ジローは帰ってこなかった。夜遅おそくリンスケから電話があったのだ。どうやら、そのときジローは酔よっていたらしく、電話の向こうで誰だれかと笑い合う声が聞こえた。いい気なものである。ただ、いつもと微妙に違う様子だったのが不ふ思し議ぎだった。相手の声にもなぜか聞き覚えがあった気がした。


　──ケインさん……じゃなかったよね？


　まあ、外でのつき合いをあまり持たないジローのことだ。昨日はミミコが休みで護ご衛えいの必要がないと知っていた訳だし、たまに羽を伸ばすぐらい大目にみてやるべきだろう。


「でも、あの子のことはジローさんにも相談しておきたいわね。いまごろは家に帰ってるかしら」


　そんなことを考えながら、ミミコは事務室に入った。


　入ってまず驚いたのは、人の多さだった。いつもはがらんとしている事務室に人が集まっていたのである。


　見回せば調停員コンプロマイザーのほとんどが顔を揃そろえていた。しかも、全員深しん刻こくな表情を浮かべ、親しい者同士集まって声を抑おさえながら何事か話し合っている。これはただ事ではない。こんな状じよう況きようは、それこそ一年前にカーサたちが特とつ区くに侵しん入にゆうして以来だ。


「……いったい何があったの」


　呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむミミコの許もとに、「先せん輩ぱいっ」とヒバリが駆かけ寄よってきた。彼女の態たい度どもいつになく真しん剣けんだ。


「ヒバリちゃん。これ、何があったの？」


「辞じ令れいが出たんです」


「辞令？」


　首を傾かしげるミミコに、ヒバリは張はり詰つめた表情で頷うなずいた。


「陣じん内ない部長が調停部から異い動どうすることが決まったんですっ」


「……は？」


　ミミコは思わず聞き返した。どういうことか、すぐには理り解かいできなかったのだ。


　しかし、ヒバリの顔を見つめているうちに、彼女の言っていることが理解できた。顔色が変わった。


「ちょ、ちょっと待って。何よそれ？　なんで？　部長が異動って、どういうことっ？」


「今週いっぱいで異動。そういう辞令が出たんですよっ。異動先は、今度新しく設立される、百パーセント『カンパニー』資本のシンクタンク。その立ち上げプロジェクトのプロジェクト・マネージャーに就しゆう任にんするんだそうです。これ、一時的なものじゃなくて、ゆくゆくはそこの局長になるって意味ですよ」


「冗じよう談だんじゃないわっ。調停部はどうするのよっ」


「調停部の部長は、情報部の張ジヤン部長が兼かねるそうです。こっちは暫ざん定てい的てきな人事なんだそうですが」


「張部長って……そんな無む茶ちやな！」


　できるわけがない。とっさにミミコはそう思った。


　張部長が敏びん腕わんであることは、社の人間なら誰だれでも知っていることだ。しかし、他た部ぶ署しよならまだしも調停部だけは訳わけが違う。調停部こそ、『カンパニー』が持つ特とく殊しゆ性せい──対吸血鬼トラブル処しよ理り組そ織しきとしての特殊性を、もっとも色いろ濃こく象しよう徴ちようする部ぶ署しよなのである。人と吸血鬼を橋渡しする最前線。いわば本当の意味での「現場」だ。その統とう括かつ者しやに求められる技能と経けい験けん、判はん断だん力は、他では決して得られない。


　ましてや陣内は、『カンパニー』設立当初から調停部のトップに立ち、今日の調停部を一から造つくり上げてきた人物だ。本人は特に喧けん伝でんしないが、香ホン港コン聖せい戦せん屈くつ指しの功こう労ろう者しやであることも広く知られていた。彼が成し遂とげた英えい雄ゆう的てきな逸いつ話わは、調停部の誰もが聞き及およんでいるのである。


　当然部内の人望は極きわめて高く、彼の手しゆ腕わんを疑う者はいない。それどころか、いまここにいるベテラン調停員コンプロマイザーで、交こう渉しよう決けつ裂れつのフォローや調停が行き詰づまったときのアドバイスを彼から受けなかった者など、一人もいないはずだ。誰もが一度ならず彼に助けを請こい、陣内はそれに残らず応こたえてきたのである。


　いよいよとなれば陣内がいる。彼が必ずどうにかしてくれる。


　そう信じられたからこそ、自分の命を一いつ瞬しゆんで奪うばえる吸血鬼を相手に、身体からだを張った取り引きを重ねてくることができたのだ。陣内以外のいったい誰に、彼の代わりが務つとまるというのか。


　そして、ミミコにとって、彼の存そん在ざいはさらに重要だった。


　いまミミコがここにいるのは、陣内がいたからだ。彼がミミコを拾い、世話をし、『カンパニー』に雇やとって、調停員として育ててくれた。だからミミコは、いまこうして、ここにいるのである。


　ただの上司ではない。事実上、ミミコの保ほ護ご者しやであるのが、陣内ショウゴなのだ。


「……皆みな、揃そろっていますね」


　と、部屋中の隅すみ々ずみに染しみ渡るような枯かれた声がし、それまでざわついていた部員たちが、一いつ斉せいに静まった。


　事務室に入ってきたのは、本来第八地区エイト・ヤードの本部にいるはずの張だった。現れた張は、全員の注目が集まるのを待って、おもむろに発言した。


「すでに話は聞いていますね。このたびの人事で、調停部は一時的にわたくしが預あずかることになりました。現在交こう渉しよう中の案あん件けんで引ひき継つぎ等は発生するかと思いますが、基本的な業ぎよう務むに変へん更こうはありません。正式な就しゆう任にんとなるのは来週からですので、詳くわしい挨あい拶さつはそのときにしましょう」


　張が言葉を切り、一同を見回す。


「以上です」


　息を詰つめて彼の話を聞いていた部員たちは、一様に不満の声をもらす。しかし張は彼らに構かまわず、悠ゆう然ぜんと退たい出しゆつした。


　ミミコは周囲の環かん境きようの激げき変へんについて行けなかった。ただ立ち尽つくすばかりだ。


　と、そんな彼女に声をかける者がいた。


「ミミコ。大丈夫か？」


　ミミコが振り返る。声をかけたのは朱と鷺き籐とうサキだった。スリムに引き締しまった長身と、ショートにした髪に、凜り々りしい目鼻立ち。そして、カナリア色をした縦たて長ながの瞳どう孔こうの右目。ダンピールにして腕うで利きき調停員コンプロマイザーたる、ミミコの先せん輩ぱいだ。


「サキさん……これっていったい？」


「私にも詳くわしくはわからん。おそらく昨日のトップ会議で何かあったんだ。ここだけじゃなく、本部の方でもかなりごたついてるらしい。ヒバリは何か聞いているか？」


「いいえ。わたしも今日来てびっくりしたんです。でも、サキさんの言うとおり、昨日急に人事が決定されたんだと思います。それまでは、そんな兆ちよう候こう全ぜん然ぜんなかったから」


　サキが頷うなずく。噂うわさ好ずきで本人も愛あい想そのいいヒバリの交友関係は、社内の至いたる部ぶ署しよに及およんでいる。こと人事関係のゴシップに関しては査さ察さつ部ぶ顔負けのネットワークを持っているのだ。その彼女がまったく知らなかったなら、間ま違ちがいなく昨日のトップ会議が関係している。


「実は今け朝さ早く陣内部長から電話があった」


　ミミコは思わず食い入るような視し線せんを向けた。


「部長からっ？」


「私はちょうど、部長と一いつ緒しよに進めている契けい約やくがあったからな。その連れん絡らくだ。今日は出社しないとも言っていた。しかし、この人事のことは何も触ふれていなかった」


「てことは、部長もこのことは知らずに？」


「ん……ただ、定てい期き連れん絡らくにしてはやけに念入りだったよ。残りの交こう渉しようは全部私に任まかせるというようなことも言っていた。しかしまさか、こんなことになるとは」


　サキも困こん惑わくしているのだ。誰しもそうだろう。


「ひょっとすると、スワン先輩が言ってたこととも、関係があるんでしょうか」


「スワンが？　そう言えば来ていないな」


　サキが部屋を見回して言った。


　スワン・鍾チエンもミミコたち調停部の同どう僚りようだった。ミミコと同い年の調停員コンプロマイザーだ。


「スワン先輩って、家が華か僑きようの大たい家かじゃないですか？　ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトにも加わっている『カンパニー』のスポンサーのひとつなんですけど、今朝急にご両親が慌あわただしく仕事に出向かれて、スワンさんもお供ともを命じられたんですって。休みを取りたいって電話を、始業前に受けました」


「……それで？」


「はい。なんでも、ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトもドタバタしてるんだそうです。それも『カンパニー』に関することで。今回の人事って、ひょっとすると組織全体に関かかわるおっきな変へん革かくの一部なんでしょうか？」


　ヒバリは不安そうに聞いた。もちろん聞かれたサキにも答えようがない。所しよ詮せん彼女たちは組織の歯は車ぐるまだ。軸じくが回転の方向を変えれば、それに従って動くしかない。


　しかし歯車ではあっても、それは自ら考え行動することのできる歯車である。特に調停員コンプロマイザーは個人主体の仕事であり、個々の裁さい量りようが重じゆう視しされる職だ。軸の真しん意いを知らないまま、命じられた通り動くことには強い抵てい抗こうがあった。


　いったい会議で何があったのか。何かあったことは間違いないが、その先には想像が及およばない。陣内を調停部から遠ざけても、『カンパニー』にメリットがあるとは思えないのだが。


「……直接部長に会って、話を聞きます」


　ミミコは二人にだけ聞こえるよう、そう言った。


「それしかないな。だが、まずはいつもの仕事を済ませてからだ」


「でもっ！」


「いいかミミコ。私たちの商売は客商売だ。それも油ゆ断だんならない客を相手にした商売なんだ。動どう揺ようを見せてはいけない。私たちのためにも。客のためにも」


　サキの言うとおりだった。調停員はトラブルを解かい消しようするためにいるのだ。たとえそれが身内のトラブルでも、冷静に状じよう況きようを判断し、最さい善ぜんの道を模も索さくしなければならない。


「何も部長が消えてなくなる訳じゃないんだ。いま下手に動くとにらまれる可能性もある。ここはじっくり本部の出方を見み据すえてかかろう。心配せずとも、私の気持ちもお前と同じだ」


　サキはミミコの肩を抱き、耳元に口を寄せて、そうささやいた。


　ヒバリも言いたいことは同じなのだろう。ミミコの目を見て、小さく頷うなずく。


　ミミコは唇くちびるを嚙かみしめ、唸うなるように、


「はい……」


　と答えた。
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　それは地下深くにある部屋だった。


　漆しつ喰くいの壁かべ。石タイルの床ゆか。天てん井じようには古びた梁はりが渡されている。部屋の空気は重たく沈ちん殿でんし、床に近づくほど埃ほこりっぽく淀よどんでいた。空気の循じゆん環かんがほとんどないためだ。地上の雑ざつ音おんは完全にシャットアウトされ、まるで堅けん牢ろうなゆりかごか、古代の王の陵りよう墓ぼの中にいるかのようだった。


　部屋の中央に毛皮の絨じゆう毯たんが敷しかれ、背の低い黒こく檀たんのテーブルと鈍にぶい朱しゆ色いろのソファがあるが、ごく無む造ぞう作さに配はい置ちされている。部屋の唯ゆい一いつの光こう源げんは、そのテーブルの上で燃える洋灯ランプだけだ。ガラスの中で踊おどる小さな火が、壁に淡あわい影かげを落とし、部屋の主に無む音おんの舞まいを捧ささげていた。


「九龍王クーロンおうの遺い灰はい。なるほどね。そういうことだったか……」


　サユカから受けた報告に、ゼルマンはつまらなそうな感想で答えた。


　反『カンパニー』派の吸血鬼集団、『夜会カヴン』。ここは、その隠かくれ家のひとつである。


「……あまり驚おどろかれないのですね？」


「驚いてるぜ？　何かあるのは明めい白はくだったが、さすがに遺灰ってのは考えてなかったからな。要するに、復活の可能性があるんだな？　九龍王は？」


　主の確かく認にんに、サユカは「おそらく」と答えた。事が事だけに彼女の表情も真しん剣けんで、そして苦しげだ。


　サユカは、人の身でありながら、吸血鬼に仕つかえている。それも特区でもっとも危き険けんとされる異い端たんの古血オールド・ブラツドに。


　しかし、彼女の望みは決して大それたものではなかった。ただゼルマンの側にいたいがために、彼に忠ちゆう誠せいを尽つくしているのである。余よ計けいなトラブルは望まないし、主のように気まぐれで厄やつ介かいごとに首をつっこむことも好まない。それがゼルマンにとってプラスになると判断すれば、ミミコのような調停員コンプロマイザーにも協力する。できることなら日々静かにゼルマンと時間を過ごしたいと思っているだけなのだ。


　それだけに、今け朝さ受けたニュースは最悪と言ってよかった。


「それで？　そのことを知らされた『カンパニー』の連中はどうした。さぞかし不平を鳴らしたんじゃないか？」


「不平どころの騒さわぎではありません。逆ぎやく上じようしたと言ってよろしいかと思います」


　とサユカは声のトーンを落とした。


「……陣内ショウゴは調停部から外されました」


　それを聞いたとき、ゼルマンの赤い瞳ひとみに剣けん呑のんな光が閃ひらめいた。「ほう……」とつぶやく声がゾクゾクするほど冷たい。


「奴やつは香港組。知っていたんだな。にしても、対たい応おうが早い。尾お根ね崎ざきらしいと言えばらしいが」


「ただ九龍王の遺灰が持ち込まれたとしても、これほどの動どう揺ようは示さなかったでしょう。十一年間隠かくしていたという事実が、彼らの反感を呼んだのだと思われます」


　サユカたち部外者ですら、これだけの衝しよう撃げきを受けたのだ。裏に複ふく雑ざつなものを秘ひめた関係とはいえ──いや、むしろ、必死に利害関係を調整しながらなんとかやってきた同士だからこそ、なおさらパートナーの裏うら切ぎりに冷静でいられないはずだった。


「セイやケインとツーカーである陣内を第一線から退しりぞかせた以上、両血族と『カンパニー』の距きよ離りは間違いなく開くはずです」


「『夜う会ち』の連中が知れば、小こ躍おどりしそうだな」


　まさにその通りなので、サユカは頭が痛かった。


「……で？　封ふう印いんの場所は？」


「それはまだ不明です。セイとケインも今回『カンパニー』には知らせなかったようなので。おそらく機き密みつ保ほ持じのためでしょうから、以後も明かす気はないのかもしれません。ただ……」


「第十一地区イレブン・ヤードか？」


「はい。例の噂うわさが指すのは、これと見て間違いないでしょう」


　サユカの推すい測そくに、ゼルマンも同どう意いした。「楽しい仕し掛かけだ」と微び笑しようする主の姿を、サユカは不安のこもった視し線せんで見つめた。


　実はゼルマンに話していない情報がある。最近『夜会カヴン』の吸血鬼たちの中に、その第十一地区イレブン・ヤードを探しだそうとする者たちがいるのだ。彼らの言によれば、第十一地区イレブン・ヤードこそ吸血鬼の本来あるべき姿を保ほし証ようされる場所であり、そこでは牙きば持つ者は当然の権けん利りとして人血をむさぼれるらしい。


　子供じみた妄もう想そうだった。特区は広いと言っても、所しよ詮せん横よこ浜はま沖おきに浮かぶ人工島に過ぎないのだ。いったいどこに、人間の目が届かない場所があるというのか。おそらく、探してる者たちの大半はおもしろ半分なのだろう。いかにも吸血鬼優ゆう良りよう種しゆ主しゆ義ぎ者しやたる『夜会カヴン』メンバーが好このみそうな噂だ。


　だが……とサユカは顔を曇くもらせる。


　その第十一地区イレブン・ヤードの正体が、九龍王の墓はかとなるとどうだろう？


　吸血鬼の本来あるべき姿。当然の権利として人を狩かり、血を吸う行こう為い。


　世界を恐きよう怖ふのどん底にたたき落とした『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは、まさにそのような血統ではなかったか？


　と、そのときゼルマンが、「サユカ」とあごでドアを指した。サユカが振り向くと、直後にドアがノックされた。


　ノックしたのは『夜会カヴン』のメンバーだった。まだ下したっ端ぱの吸血鬼だ。彼の伝言を聞いたサユカは、疑ぎ問もんを浮かべつつ主に伝えた。


「ゼルマン様。ゼルマン様にお客様がいらしたそうです」


「誰だ？」


「それが、知らない人間だそうで……本人は、特区の外から来たと言っているようです。ミスター・シューズという名前に心当たりはありますか？」


「──ある。通せ」


　気のせいかゼルマンの態たい度どが鋭するどさを帯おびたようだった。


　ゼルマンに、サユカの知らない客が来たのは初めてだ。しかも吸血鬼ではなく人間で。嫌いやな予感を覚おぼえつつ、サユカは一度部屋を出て、その客を案内した。


　シューズは瘦そう身しんの老人だった。


　手に杖つえをついているが、所作はまだ若々しい。麻あさのジャケットにコットンパンツ。そしてパナマ帽ぼうを被かぶった姿だった。


　リゾート地では珍めずらしくない装よそおいだが、この地下室にあっては酷ひどく浮ういている。しかし老人は気にした風もなく、きれいに手入れをした口ひげの先を持ち上げた。


　考えてみればこの老人は、いくらゼルマンと面めん識しきがあるとはいえ、吸血鬼たちの巣そう窟くつを一人で訪たずねてきたのだ。どういう素す性じようの人物なのか、サユカは予想がつかなかった。


「やあ、ゼルマン君。久しぶり。相変わらずの美少年だね。どうかな、特区は？」


「……まあまあだ」


　シューズのあけすけな物言いに、後ろに控ひかえていたサユカは驚いた。しかし、ゼルマンがソファから身を起こし、わざわざ彼に席を勧すすめたのには、さらに驚いた。


　そして、続く二人の会話に啞あ然ぜんとした。


「まあ、あのままラサで腐くさってるよりは、ここに来てからの方が幾いく分ぶんマシだ」


「そう言ってもらえると、わざわざ勧すすめた甲か斐いがある」


　シューズはそう言って、人の良さそうな笑顔で笑った。つまり彼は、特区に来る前のゼルマンと顔見知りなのだ。しかもゼルマンが特区に来たのは、この老人の勧めに従ったためらしい。


　たちまちサユカは二人の会話に全神経を集中させた。何しろ、昔のことを語かたることがないゼルマンである。どれだけサユカがねだっても教えてもらえなかった彼の過去が、思いもよらぬ形で明かされようとしているのだ。憧あこがれのアイドルと偶ぐう然ぜん隣となり合わせた女子高生さながらに、サユカの血けつ圧あつが上じよう昇しようした。


　しかしサユカの淡あわい期待は、間を置かず身を凍こおらせる戦せん慄りつに変わった。


「当てがはずれた、の間違いじゃないのか？」


　ゼルマンが口を開けて、嗤わらう。鋭く凶きよう悪あくでありながらどこか優ゆう美びな牙きばが、閃ひらめいた。


「もっと引っかき回してくれることを期待してたんだろ？　思えば、『靴シユーズ』とはまた、人を食った偽ぎ名めいだよな、『ウォーカーマン』？」


　サユカの思し考こうが一いつ瞬しゆん停てい止しした。


　シューズは顔中で作っていた笑顔を引きつらせ、「あー……」と困ったように口ひげを引っ張った。


「そーいや、この前端たん末まつを見られたんだよね。さすがにバレるか。失敗、失敗」


「もともと十分怪あやしい奴やつだったからな、お前は。この前のでピンときた。それと、白々しい真ま似ねは止よせ。どうせ今日はオレを誘いに来たんだろう？　タイミングがいいじゃないか。『カンパニー』の情報が筒つつ抜ぬけだ」


「や、やっ。これは参った。頭の回転が速い。勘かんもいい。おかげで話が早い」


　シューズはぽんと両手を打つ。ゼルマンは彼を半はん眼がんで楽しげに眺ながめていた。


「悪いがオレはあんたのことを詳くわしく知らない。たぶんオレより年ねん配ぱいだったと思うが、名乗りを上げた方がいいかな？」


「いまさら水くさいことは言うなよ、ゼルマン君。ただ僕ぼくのことはザザと呼んでほしいな。それがいまの名前だから」


「いや。せっかくだ。『ウォーカーマン』と呼ばせてもらおう」


「そう？　残念だ」


　本当に残念そうに、九龍王の直系ザザは、唇くちびるをとがらせた。


　サユカは全身を硬こう直ちよくさせていた。呼吸がうまくできない。心臓がどくどくと鼓こ動どうを打っていた。


　この、目の前の老人が、伝説の吸血鬼『ウォーカーマン』？　いや、ゼルマンは端末と言っていた。それに特区には結けつ界かいが張はられており、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は入ることができないのだ。


　サユカは一年前の事件で判はん明めいした『ウォーカーマン』の能力を思い出した。彼はいま、人間の身体からだを乗っ取り、操あやつっているのだ。


　しかも……しかも彼がここを訪おとずれた理由は……


「それでどうだろう？　マシとはいえ、拝見する限りかなり退たい屈くつしてきたみたいじゃないか。新たな刺し激げきを手に入れて、第二の人生を再出発させてみないかね？」


「オレに、『九龍の血統』に染まれってかい？」


「平気だよ～。痛いたくないから」


　ゼルマンは鼻を鳴らし、興きよう味み深そうにザザを見み据すえた。ザザはゼルマンの赤い瞳を真正面から見返している。


　ゼルマンが視経発火アイ・イグナイトを使うことを、ザザは当然知っている。またゼルマンも、身体を乗っ取るというザザの力が、視線を介かいして行われることを承しよう知ちしていた。『九龍ショック』より遥はるか以前から夜の世界で畏おそれられてきた両者は、互いに相手の能力を理解した上で視線を逸そらそうとしなかった。


「……見返りは？」


「君の願いが叶かなう」


「へえ。どんな願いか聞かせてくれよ」


「『東の龍りゆう王おう』と戦う口こう実じつができる。向こうも本気になってくれることは、僕が血にかけて約束しよう」


　ザザは掘り出し物を紹しよう介かいするディーラーのように、芝しば居いがかった仕し草ぐさで両手を広げた。それは傍はたから見ると道どう化けじみた仕草なのに、サユカの目には悪あく魔ま的てきに映うつった。


「彼だけじゃない。世界中の強つわ者ものたちが、全力で向かってくるよ。何しろ敵てきには困こまらないからね、僕たちは。どうだいゼルマン君？　血色の目の王子？　緋ひ眼がんの虐ぎやく殺さつ者しや？　いかな君の悪あく名みようとて、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のそれには敵かなわない。ひとつ僕らの仲間になって、思うままに暴あばれてみないかね？」


「オレは別に戦せん闘とうマニアじゃないぜ」


「いかさま！　君は『戦い』ではなく『死』に飢うえているのだ。ある種の古血オールド・ブラツドが、避さけがたくそうなるように！」


　ザザが断だん言げんした瞬しゆん間かん、ゼルマンの顔つきがはっきりと変化した。氷河のような冷れい徹てつさと無関心さが溶とけ去り、彼の本ほん性しようである「火」の気け配はいが全身を包み込んだ。


　ザザは極きわめつけに人の悪い笑みをたたえた。


「古こ来らい、吸血鬼が死に至いたる理由の中でも宿しゆく命めい的てきなものが『生への倦けん怠たい』であり、『死への誘ゆう惑わく』そのものだ。あまりに長い時を生きてしまった吸血鬼は、生きる事への関心を失ってしまうのさ。君の血族は特にその傾けい向こうが顕けん著ちよだ！　荒あら々あらしく、奔ほん放ぽうで、血族同士であれ群むれることがない。いいことを教えてあげよう、ゼルマン君。チベットの山やま奥おくで君が漠ばく然ぜんと考えていたことは、どうやら本当のことだったようだよ？　君と別れてから手を尽つくして調べたから間違いない。君は『闘将アスラ』の血を引く、最後の生き残りだ。君がチベットで同胞を手にかけたときからね！」


　老人の声は密みつ閉ぺいされた地下室の中を、幾いく度ども幾度も木こ霊だました。まるで、それ自体が何かの魔ま術じゆつであるかのようだった。


　そして、部屋に完全に沈ちん黙もくが戻るのを待って、老人はもう一度、赤毛の少年を誘ゆう惑わくする。


「このままでは君は、いつまで経たっても死ねないよ？　生きることもできない。僕と来なさい、ゼルマン・クロック。これは、悪い話じゃないはずだ」


　ゼルマンは返事をしなかった。これまでサユカが見たことのない表情で、黙だまってザザをにらんでいた。


　ゼルマンの長い沈黙に、サユカは泣き出しそうになった。手足が震ふるえるのを止められなかった。
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　彼の沈黙──つまり、老人の言っていることは、真実なのだ。彼女の主はとっくの昔に、生きる希望をなくしていたのだ。


　結局ゼルマンは沈黙を貫つらぬいた。


　彼に答える気がないのを見て取ると、


「まあ、機き会かいはまだあるだろう」


　とザザは杖を手に取り、腰こしを上げて立ち上がった。


　パナマ帽ぼうを軽く持ち上げ、にらみつけるゼルマンに平へい然ぜんと背を向ける。


「でも、そうだな……せっかく来たんだ。もう一つ、君が興味を持ちそうなことを教えてあげよう。ねえ、ゼルマン君。君は龍王が我らが王の遺い灰はいを、どのようにして封ふう印いんしていると思う？」


　半分振り返る格かつ好こうで肩かた越ごしに問うザザに、ゼルマンはまたしても何も言おうとしなかった。ザザは気にせずに先を続けた。思わせぶりに、くしゃりと笑い、


「銀刀だよ」


「……なに？」


「ああ、もちろん、この前大だい活かつ躍やくした彼のことじゃないよ？　そして、彼がいま持っているレプリカのことでもない。君が探してた、例のアレだ」


　サユカには何のことだかわからなかった。


　が、ゼルマンは絶ぜつ句くして腰を浮かせた。赤い両目が驚きよう愕がくに見開いている。そして、その体勢のままザザを凝ぎよう視しした。そんな彼を見るのも、サユカには初めてだった。


「……どう？　もっと聞きたい？」


　ザザが笑うと、ゼルマンは怒いかりの形ぎよう相そうを浮かべ、牙きばを鳴らして腰を下ろした。


「……消えろっ」


「ちぇっ。手て強ごわいなあ。まあ、伝えたかったことは以上だから。僕の提てい案あん、真しん剣けんに考えてみてね」


　わざとらしいウィンクに投げキッスまでして、ザザは部屋の出口に向かった。


　しかし、すでに精せい根こん尽つき果はてた様子で立ちつくすサユカの前に来ると、


「……そうだ。こういう誘い方はどうかな？」


　と反応できないサユカの目を見て、微笑ほほえみかけた。


　目を、見て。


『夜会カヴン』に出入りするサユカは、普段は視経侵攻アイ・レイドを防ぐための特とく殊しゆな眼鏡めがねをかけている。しかし、主と二人きりのときは外はずすようにしていた。ミスター・シューズを案内するときも、外したままだった。人間だったからだ。その中身まで、知らなかったからである。


「あっ」


　サユカの全身が恐きよう怖ふに引きつる。想像の中で、年とし経へた狡こう猾かつな吸血鬼の精神が、身体からだの中に滑すべり込んでくる。


　次の瞬間、サユカは顔に熱ねつ波ぱを感じ目を閉じた。あわてて開けたとき、目の前に老人の姿はなく、一ひと握にぎりの消し炭だけが燻くすぶって煙けむりを上げていた。


　コトン、と彼の杖が石のタイルの上に落ちて音を立てる。


　彼女の主が視経発火アイ・イグナイトを用い、一瞬にしてザザの端たん末まつを焼やき尽つくしたのだ。


「……ゼルマン、様……」


　いつ堪こらえきれなくなったのか、気がついたときサユカは涙を流していた。


　涙を流し、震ふるえる声で自分を呼ぶ僕しもべに、ゼルマンは何も答えようとはしなかった。





　　　２





『カンパニー』本部の応おう接せつ室しつは事務所のそれと違い、ローテーブルやソファ、調ちよう度ど品ひんに至いたるまで機き能のう的てきで落ち着きのある物だった。視し野やの隅すみには観かん葉よう植しよく物ぶつの鉢はち植うえが置かれ、大きく設けられた窓からは、曇くもり空の摩ま天てん楼ろうが一望できる。高層ビルの隙すき間まから、灰はい色いろの海うな原ばらが静かにうねっているのが見えた。


　今日は風が強い。


「……つまり」


　と尾根崎は見み事ごとにコントロールされた口調で話を続けた。


「鎮ちん圧あつチームだけでは、もはや特区の危き機き管かん理りはおぼつかない、と言うことですか？」


「イエス。これは我々ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの総そう意いと考えてください」


　尾根崎の前に座っているのは、冷たい目をした白人男性だった。濃こい褐かつ色しよくの髪には白い物が混じっているが、円えん熟じゆくした雰ふん囲い気きの奥にはまだまだ鋭えい気きが感じられる。オーダーメイドらしき高級スーツを肌はだの一部のように着こなし、ミリ単位まで計算されたようなビジネス・スマイルを浮かべていた。


　一年前の事件後ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの代表者に選ばれたリチャード・レーガルだ。


「考えてもみてください、ミタカ。もともと鎮圧チームは吸血鬼同士の小こ競ぜり合いを沈ちん静せい化かするために用意されたタスク・フォースです。装そう備びレベルも組織編成も、個人規き模ぼの戦せん闘とうを想定してデザインされている。それも百歳オーバーの強力な吸血鬼ではなく、人格的にも未み熟じゆくな吸血鬼を基き準じゆんにした上で、です」


「……リチャード。鎮圧チームは対古血オールド・ブラツドを前ぜん提ていとした戦闘訓くん練れんも積つんでいます。もちろん『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を相手にした場合の訓練も」


「知っています。ですが、それらは過か去この実じつ例れいにおいて、果はたして有ゆう効こうに機き能のうしたでしょうか？」


　リチャードはお手本のように友ゆう好こう的てきな笑みを口元だけで表現する。尾根崎の返答は慎しん重ちようなものにならざるを得ない。


「一定の成せい果かは認みとめられます」


「ミタカ。我々が求めるものは『完かん璧ぺきな成果』です。より具体的に表現するなら、『確実な対吸血鬼抑よく止し力りよく』なのです。おわかりでしょうが、吸血鬼に関かかわるビジネスではリスク・コントロールこそもっとも重要なファクターとなる。妥だ協きようは許きよ容ようできません」


　リチャードはそこで言葉を切って、尾根崎の反応を待った。


　向き合う両者の間に沈ちん黙もくが落ちる。洗せん練れんされた静せい寂じやくが、室内の時間をゆっくりと刻きざんでいった。


　やがて尾根崎は、「確かに」とＣＥＯ連合マネー・キヤビネツト代表者の意見を認めた。


「仰おつしやることはよく理解できます、リチャード。鎮圧チームの戦力不足は、『カンパニー』内部でも常つね々づね議ぎ題だいに上っていました。特に一年前の事件以い降こうはね。ただ、チームの責任者が不在ということもあって、計画が先さき延のばしになっていたのです。今後、ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの援えん助じよが受けられるということであれば──」


「はい。すでに我々は新たな対吸血鬼戦せん闘とう部隊の設せつ立りつに関し、相そう応おうの援助を行うことで合意しています。資し金きん面めんでの心配は無用ですよ。まあ、いくつかの条件は提てい示じさせて頂いただきますが」


「……新たな？」


　尾根崎が鋭く聞き返した。二人の視線が、斬きり結ぶかのように交こう錯さくした。


「いまある鎮圧チームの人員増強と武ぶ装そう強きよう化か。対吸血鬼抑止力ということであれば、それが最さい良りようの方法と思いますが？」


「ノー。先ほども申し上げましたが、鎮圧チームはその名の通り『鎮圧』を主目的として設せつ計けいされています。むろん、そうした部隊の必要性は今後も変わりありません。ですが、彼らだけに我々が期待するレベルの抑止力を望むのは非合理的です。我々はより強力な対吸血鬼戦闘のスペシャル・フォースを外部から招まねくことを考えています。それが条件のひとつです」


　あくまでにこやかなリチャードに対し、尾根崎はつい眉まゆをひそめた。


「外部？　お言葉ですが、鎮圧チームは世界トップレベルの対吸血鬼戦闘部隊です。通常の対人戦闘と対吸血鬼戦闘では勝かつ手てがまるで異ことなる。特区外から部隊を動員するより、鎮圧チームの強化に努つとめた方が効果的です」


「お気持ちはわかります。私もあなたの見けん解かいを否ひ定ていするつもりはありません。しかしながら、それでは時間がかかり過ぎるでしょう。特区は──特区に住む我々人間は、吸血鬼たちに対たい抗こうできる戦力を、緊きん急きゆうに確かく保ほする必要がある。それも、歳とし経へた強力な吸血鬼たちをも、現実的に抑止、制せい圧あつ可か能のうなだけの戦力を。私はそう思いますが……違いますか？」


　いつの間にかリチャードの顔から微び笑しようが消えていた。遠回しではあるが、彼の言わんとすることは明めい瞭りように伝わってくる。


　尾根崎は真しん剣けんな目で彼を見み据すえた。それから不意に打ち解けたような苦笑を浮かべて首を振ふった。


「やはりご存じだったのですね」


　するとリチャードもすぐに友好的な笑顔を浮かべ直した。慎しん重ちように息を合わせた両者のやり取りは、まるで熟じゆく練れん者しや同どう士しが刀を交える演えん武ぶのようだ。


「トップ会議のことは耳にしました。クーロン・キングのことも。やはり彼ら吸血鬼とのパートナー・シップには、様々な困こん難なんがつきまとうようですね」


「……それだけの価か値ちはある、というのが、私たち『カンパニー』の基本的考えです」


「条件付きで同意します、ミタカ。ハイリスク・ハイリターンこそ、このビジネスの正しいあり方ですから」


　二人は笑顔を交わし合った。


　だがそれは、見かけからは測はかることのできない、政治的駆かけ引き上の笑顔だ。敵てき意いや悪あく意いを秘ひめているというわけではない。ただ、ミミコがジローやコタロウ、同どう僚りようたちに見せる笑顔とは、まったく別種の笑顔なのだ。


「しかし、リチャード。実際問題として特区に外からの戦力を求めることは反対です。というより不可能でしょう。対吸血鬼部隊の需じゆ要ようは高いが、供きよう給きゆうは世界的に不足しています。まして鎮圧チームを超こえる部隊など、どこを探しても見つかるとは思えません」


　そう言いながら、尾根崎は笑顔の裏うらでリチャードの真しん意いを探さぐった。なんの当てもなく彼がそのような提てい案あんを持ち出すはずはないのだ。


　案あんの定じよう、リチャードは含ふくみのある目つきで頷うなずいた。


「実は我々は、すでにある部隊と接せつ触しよくを持っています。我々がこの件を提案したのも、その部隊の存在を知ることができたからなのです」


「……ある部隊、というのは？」


「米軍ですよ」


　リチャードの返答に、尾根崎は意い表ひようを突つかれた。


「米軍ですか？　確かに米軍は自軍の対吸血鬼部隊を積せつ極きよく的てきに派は遣けんしているが、あれはあくまで政治目的から来る混こん乱らん収しゆう拾しゆうを目的としたものです。すでに発生した吸血鬼トラブルを解かい決けつするための。我々が求める抑止力とは合がつ致ちしないでしょう。それに、いくら特区での決定とはいえ、米軍の部隊を招しよう聘へいすれば、日本政府も黙だまっていないはずだ。それともまさか、政府の承しよう認にんも取り付けたのですか？」


「いいえ。日本政府には知らせません。当然ではありませんか。対吸血鬼部隊を大っぴらに招くなど、特とつ区くに吸血鬼がいることを公表するようなもの。今回の招聘はあくまで秘ひ密みつ裡りに行うのが絶対条件です。要は吸血鬼たちだけが、その存そん在ざいを知ればよいのですから」


「だとしても、その部隊を永続的に特区に置くことはできないはずです。第一、米軍の対吸血鬼部隊は、レベル的に見て鎮圧チームに劣おとります。特区の事情は特とく殊しゆなのです。何しろ、吸血鬼の存在を知らない民間人が大勢生活しているのですから。彼らも市し街がい戦せんの経けい験けんはあるでしょうが、『生きた街』での戦闘で本来の力を発はつ揮きできるかは大いに疑ぎ問もんです」


　尾根崎は率そつ直ちよくな疑問を口にした。


　これは米軍に限らずキリスト教圏けんの軍隊によくある傾けい向こうだが、彼らは「吸血鬼を狩かる」ことを優ゆう先せんするあまり、周囲への損そん害がいを二の次にしがちなのだ。それが吸血鬼に支配された地ち域いきなら、まだ目をつむることもできる。だが、特区は人と吸血鬼が、曲がり形なりにも共存する都市である。そんな特殊な条件下での戦闘となれば、そもそもまともに機能できる部隊こそ稀まれなのだ。


　逆に、鎮圧チームはそうした状じよう況きようでの活動に特化している。これは部隊の隊長である神父が、香港聖戦での経験を活いかし、極きわめて実じつ戦せん的てきに鍛きたえ上げた成果だった。鎮圧チームは、まさに特区のために作られた部隊なのである。


　だが、尾根崎の懸け念ねんを、リチャードは柔やわらかく冷たい態度で退しりぞけた。


「ミタカ。最悪の事態を想像してみてください。そのとき吸血鬼たちは、『周囲』にそのような気を遣つかうでしょうか？」


　尾根崎は絶ぜつ句くした。反射的に様さま々ざまな反論が脳のう裏りに浮かんだが、それを言葉にすることはできなかった。


　昨日までの彼なら、たとえ相手がＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの代表者であろうと、そのような暴ぼう言げんを許しはしなかっただろう。しかし、いまの彼にはリチャードの言う「最悪の事態」がよりリアルに想像できる。セイやケインが人に害を為なすとまでは考えられない。しかし彼らの下にいる吸血鬼たちはどうだろうか？　今後、人と吸血鬼の関係が険けん悪あく化かしたとして、いざ「何か」が起きたとき、彼らはセイとケインの制止に大人しく従うだろうか？


　冷静な表情の下で、尾根崎は苦く悩のうした。その苦悩を見抜いたのか否いなか、リチャードはさらに説明を続ける。


「それから、ミタカ。話は最後まで聞いてください。我々が招こうとしている部隊は、いまあなたが考えている部隊ではありません」


「え？　しかし米軍の対吸血鬼部隊なら、私も詳くわしく──」


「ふふ。私の説明が足りませんでしたね。我々が言っているのは、公式な部隊のことではないのです。米軍がトップ・シークレットで実験運用している秘密部隊がありましてね。あなたなら噂うわさぐらいは聞いているでしょう。『赤い牙レツド・フアング』というコードネームを持つ部隊のことを」


　リチャードが不ふ敵てきに冷れい笑しようする。尾根崎は彼が口にした名前に目を剝むいた。


「吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオースのことですか？」


「その通りです。人じん為い的てきに転てん化かした吸血鬼たちで構こう成せいされる、対吸血鬼戦闘部隊。確か『カンパニー』には、聖戦で戦った『同族殺し』と呼ばれる吸血鬼を護ご衛えいにする調停員コンプロマイザーがいましたね？　それと同じ、いえ、それをより組織的にしたものですよ。対同族部隊と言ってもいいかもしれませんね。もちろん、その多くは転化して数年の吸血鬼ですが、彼らは他の吸血鬼と違い、対吸血鬼戦の訓練を受けています。徹てつ底てい的に。そして、理り論ろん的に」


「…………」


　尾根崎は言葉をなくした。そんな彼を、リチャードは満足そうに眺ながめる。


「言うまでもありませんが、軍事──つまり集団戦闘のノウハウこそ、我々人間が長い歴史をかけて磨みがき上げてきた分野です。ことこの分野においては、吸血鬼など人間の足元にも及ばない」


　ニヤリ、とリチャードは唇をめくった。


　強大な権力を有する者特とく有ゆうの笑み。それを有するための壮そう絶ぜつな権力争いに勝ち抜き、君くん臨りんした人物である証明のような笑みだ。


「ニホンの諺ことわざにある通りです。毒をもって毒を制す。部隊に関する資料は、のちほど届けさせましょう。しかし我々の考えはすでに決まっています。ミタカ。せめて私たちのパートナー・シップだけは、今後とも良好であることを祈いのっていますよ」
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　リチャードが退たい出しゆつするのとほとんど入れ替わりに、尾根崎は張を応接室に入れた。


「……思わぬカードを切ってきた」


　尾根崎の態たい度どには、日ひ頃ごろの余よ裕ゆうがなくなっていた。ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトとの会かい談だんがこのような展てん開かいを見せるとは予想していなかったのだ。


「米軍の吸血鬼化特殊部隊ですか。確かに情報は入っていましたが、まさか実戦運用が可能な段階まで進んでいたとは思いませんでした」


　張は神しん妙みような顔つきで答えた。


　現在主要大国の多くは、吸血鬼の滅めつ亡ぼうを発表し、彼らを人類の天てん敵てきとして否定している。だがそれは表向きのことで、裏では彼らと接せつ触しよくを持っていた。国の主しゆ導どう者しや層そうと吸血鬼たちとの繫つながりは古い。『九龍ショック』後はつき合い方が変わったにせよ、そう簡かん単たんに両者の癒ゆ着ちやくが切れるはずはないのだ。


　だが、そんな中、まだ歴史の浅いアメリカは例外といえた。国内におけるキリスト教の勢力も強く、たとえ秘密裡であっても彼らとの関係を築きずけずにいたのである。


　少なくとも、『九龍ショック』の直後は。


「しかしながら、いまは事情が異なります」


　と張は自みずからの知る事情を説明した。


　アメリカにも焦あせりはあった。吸血鬼たちのもたらす恩おん恵けいは大きい。特に、軍事大国を標ひよう榜ぼうする米国にとって、吸血鬼の軍事利用は絶対無む視しすることのできない課か題だいだった。これまで人と吸血鬼が同じ陣じん営えいに立ったことは一度しかない。それが香港聖戦であり、このとき吸血鬼たちが提てい供きようした想像を絶する力──戦力を、米国は極きわめて重じゆう視ししていた。他国に率そつ先せんして吸血鬼狩りに邁まい進しんする一方で、その力の利用に骨を砕くだいてきたのである。


　そんな中、政府の「吸血鬼はほぼ絶ぜつ滅めつした」という発表を待って、米軍上層部に接せつ触しよくしてきた血族があった。


「……『豪ごう王おうフォワード』の血けつ統とうだな？」


　確かく認にんする尾根崎に、張は恭うやうやしく首しゆ肯こうした。


『豪王フォワード』の血統は、数ある吸血鬼の血統の中でも、もっとも若い血統である。始祖ソース・ブラツドが登場したのは第二次大戦後で、わずか六十数年前だ。しかし、前世紀後半に爆ばく発はつ的てきな勢せい力りよく拡かく大だいを図はかり、いまではアメリカの夜の世界を制せい覇はするに至っている。


「『豪王』は現在その存在が人間側に確認されている唯ゆい一いつの始祖ソース・ブラッドです。自身も精せい力りよく的てきに活動している。他血族の長老のように古いしきたりに縛しばられない分、現代社会でも大きな成功を収めているようです。すでにいくつもの巨きよ大だい企業を操あやつり、アメリカ社会に対する影響力たるや絶ぜつ大だいなものと聞きます。米軍と手を結んだことも、その一いつ端たんですな。これは噂に過ぎませんが、いまや米軍はＥＣ諸国にも見られないほど親しん密みつなコネクションを吸血鬼との間に築いたとのことです」


「では『赤い牙レツド・フアング』を構こう成せいする吸血鬼というのは……？」


「『豪王フォワード』の血統と見て間違いないでしょう」


　張の解かい説せつに、尾根崎は口を閉とざして考え込んだ。何しろこれまで想定していなかった事態である。考えるべきことは山のようにある。


「始祖ソース・ブラッド、か……」


　と尾根崎は遠い目をしてつぶやいた。


「どのような人物だ？」


「現代的精神の持ち主であることは確かです。また、大変なリアリストと聞いています。だからこそ、同じく本ほん質しつ的てきにリアリストである米軍との間で協力態勢が持てたのでしょう」


「つまり話のできる相手なのだな？　ほかには？」


「一いつ般ぱん的てき血族と同じく、一族の繁はん栄えいのため様々な方ほう策さくを練ねっています。当然特とつ区くにも強い関心を持っている。実を言うと、過去『カンパニー』と彼の間には何度か交こう渉しようがあります」


「なんだと。聞いていないぞ？」


　張の台詞せりふに、尾根崎は驚いた。一方張は少し言いづらそうに先を続ける。


「彼の血族は短期間で数を増やしたため、末まつ端たんではあまり統とう制せいが取れていません。そうした者がアメリカから特区に来てトラブルを起こした例が幾いくつかあるのです」


　張の説明で、尾根崎はハッと理り解かいし、すぐに表情を消した。


　吸血鬼によるトラブルの解決。その際さいの交渉。それは調停部が行っていることである。


「……陣内は『豪王』と面めん識しきがあるのか？」


「『豪王』本人と面識があるということは、さすがに考えられません。彼の血族の上位者、もしくは渉しよう外がい担たん当とう者しやとの間で交渉を行ったのでしょう。あくまで、発生したトラブルに限定した範はん囲いで。同じ事はセイやケインにもいえます。特にセイは大血族の長おさですからな。互いにまったく知らないということはあり得ません」


　尾根崎は再び口を閉ざした。


　今度の沈ちん黙もくは、さっきのものより深い。


「……会長」


「わかっている。いまはＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの提案を考こう慮りよするべきだ」


　尾根崎は自らに言い聞かせるようにつぶやく。そして一度軽く頭を振ると、改めて張に意見を求めた。


「今回の提案、お前はどう見る？」


「筋すじ書がきは明めい確かくですな。リチャード・レーガルは例の事件後、動どう揺ようする連合メンバーを強引に説き伏せて代表者に収まったタカ派の人物です。しかも彼の経営するファンド・トラストはアメリカ資本のコングロマリットを母体とします。そして、そのグループの中心となるのが……」


「……軍ぐん需じゆ産業。なるほど。確かに明確だ」


　ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトを形成する企業は、ヨーロッパの企業、特にイギリスの企業が多い。これは、特区に投資したのが、当時イギリス領りようだった香港に拠きよ点てんを置いていた企業だからだ。


「欧おう州しゆうには大勢の血族が住んでいる。人間との関係にも、ある種暗あん黙もくのルールのようなものが存在します」


「しかしアメリカにはそれがない？」


「はい。おそらくは『豪王』の独どく壇だん場じようでしょう。今回の提案も、彼の意志が大きく反はん映えいされているはずです。特区そのものを視し野やに入れていると見て間違いないかと」


「特区を乗っとるつもりだというのか？」


「少なくとも、この地の富を他血族に独どく占せんさせておくつもりはないでしょうな」


　張の見けん解かいに、尾根崎は頷うなずいた。


　だが、その程度のことは許きよ容よう範はん囲い内ないだ。対応方法はいくらでもある。理り屈くつが通じる相手なら、下手に人間を敵てき視しした血族より、遥はるかに有ゆう益えきな関係を築けるだろう。


「問題は『赤い牙レツド・フアング』そのものだな。果たして信しん頼らいに足るかどうか」


　吸血鬼化特殊部隊と言えばいかにも強力そうな響ひびきだが、実際に運用するとなればクリアすべき課か題だいは星の数ほどもあるはずだ。まして新しん設せつされたばかりの部隊である。実じつ績せきがないのだ。


「……そうか。米軍が虎とらの子の秘密部隊を貸し出すのも、それが理由かもしれないな」


　世界中の対吸血鬼戦闘部隊がもっとも求めているものは経けい験けん値ちだ。これは他のあらゆる戦闘部隊にもいえることだが、特に対吸血鬼部隊の場合、実戦経験を積つむ機き会かいが限られる分、切せつ実じつである。


　鎮圧チームが世界トップ・レベルの対吸血鬼部隊である最さいたる要よう因いんも、他とは比べられない豊ほう富ふな実戦経験にある。米軍にすれば、吸血鬼と手を結ぶリスクを冒おかしてまで手に入れた部隊だ。実戦の機会は、喉のどから手が出るほど欲しているに違いない。まさしく「血に飢うえている」はずだった。


　しかし、特区を新設部隊の実験場にされたのでは、そこに暮くらす者はたまったものではない。抑止力、という観かん点てんで見ても、知名度のない吸血鬼化特殊部隊が期待するほどの威い力りよくを発はつ揮きできるか怪あやしいものだ。


「かといって、仮にもスポンサーの申し出だ。向こうの言い分にも一いち理りある。難むずかしいな」


　鎮圧チームだけでは危あやうい。その意見は、リチャードに話したとおり、『カンパニー』内部からも出ている。いまでは尾根崎もその一人だった。


「……戦力の増ぞう強きようはいい。だが、ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトや『豪王フォワード』の紐ひも付つき部隊を招しよう聘へいしても──いや、特区に入れてしまえば手た綱づなを取ることも不可能ではあるまい。やはり部隊の実力こそ見み極きわめるべき焦しよう点てんか……」


　視し線せんを宙ちゆうに据すえたままぶつぶつ考え事をする尾根崎を、張はしばらくの間、黙だまって見つめていた。


　が、やがてゆっくりと提てい案あんしてみた。


「神父に意見を求められてはいかがですか？　なんと言っても鎮圧チームの隊長は彼です。対吸血鬼戦のエキスパートでもある。それに、現在米軍に教きよう官かんとして招まねかれている身だ。我々よりも詳くわしい情報を持っているはずです」


「彼は香港組だ」


　そのひと言は意い識しきせず口を突ついて出たものだった。口にした尾根崎自身、直後に後こう悔かいする表情を浮かべていた。


　だが、そのひと言こそ、いまの尾根崎の偽いつわらざる本音だった。神父もまた、九龍王の遺い灰はいに関しては承しよう知ちしていたはずなのだ。


　張の表情が翳かげり、それに気づいた尾根崎も苦にが々にがしい顔になる。


「張。言いたいことがあるなら、はっきり言ってくれ」


「わたくしの意見など、とうにお見通しでしょう」


　と張は悲しげに苦く言げんを呈ていする。


「セイとケインは得え難がたい同どう盟めい者しやです。陣内と神父はさらに得難い逸いつ材ざいです。遺灰の件は、わたくしも残念でした。正直に言えば、『悔くやしい』というべきでしょうな。ですが、それを差し引いても、彼らが貴き重ちような財ざい産さんであることは違いありません。『カンパニー』にとっても。特区にとっても。尾根崎会長。あなたにとっても」


　いつになくしめやかな張の声に、尾根崎は静かに耳を傾かたむけた。彼の片腕の台詞せりふは、昨夜彼が一人で思っていたことを正確になぞっていた。『悔しい』。その通りだと思う。


　しかし、


「……そんなことはわかっている」


　と答えた声は、まるで他人のように遠かった。


「……張。『赤い牙レツド・フアング』の招聘はすぐには決定できない。お前の方でもこの部隊に関する情報を集めてくれ」


「かしこまりました」


　尾根崎の命令に、張は深々と頭こうべを垂たれた。


　しかし、張に調ちよう査さを命じながらも、そのとき尾根崎は、内心ではＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの提案を却きやつ下かするつもりだった。


　彼の決意が百八十度方向を変えたのは、それからわずか数時間後のことである。
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「ええ？　ジローさんまだ戻ってないの？」


『そうなんだよっ。おかげでぼくは、まだあの子と二人きりなんだから！』


「ちゃんと仲良くしてるんでしょうね？」


『していますとも！　一日って言ったのに、まだバウワウ卿きよう貸してあげてるしね！』


　おそらくは「返してくれない」の間違いだろう。電話越ごしに聞こえるコタロウの声は、なんとなくやけくそのように聞こえる。


　にしても、ジローはどこで油を売っているのだろうか？　雇やとい主ぬしが職場の変へん貌ぼうに狼狽うろたえているというのに、のんきな話である。


「とにかく、コタロウ君。今日は午後からお休みにするつもりだったけど、そうもいかなくなったの。あたしが帰るまで、君があの子の面めん倒どうを見てあげてね」


『ええー!?』


「そんな声出さないのっ。あの子はいま、他に頼たよれる人もいないのよ？　コタロウ君、男の子でしょ。力になってあげないで、どうするの」


『うう……そうだね。わかったよ、ミミちゃん』


　何やら悲ひ壮そう感かんの漂ただよう声で、コタロウは返事をした。ミミコは育いく児じ疲づかれの溜たまる母親のように、「お願いね」と電話を切った。


　サキが興きよう味み深そうに、


「……さっき言ってたダンピールの少女か？」


「はい。サキさんにも会ってもらおうと思ってたんですけど」


「会うさ。いつでもな。私も『カンパニー』に居い場ば所しよを見つけるまでは色々あった。相談になら乗ってやれるし、力になれれば私だって嬉うれしい」


　力強い先せん輩ぱいの台詞せりふに、ミミコは素す直なおに感謝した。あの少女の問題はすぐに決着がつくとは思えない。しかし、どれだけ長引くことになっても、サキならば最後までつき合ってくれるに違いない。


　あれから二人は事務所を出て、街角にある喫きつ茶さ店てんに移動していた。今後のことについて話し合うためである。ヒバリは電話番ということもあって事務所に残っているが、何か新しい情報が入り次し第だい連れん絡らくしてくれることになっている。


　一人ではない。だからこそ、困こん難なんに向き合うことができるし、あきらめず努力する意い欲よくが湧わいてくるのだ。


「しかし、部長が組そ織しきに命じられるまま事じ態たいを静せい観かんするとは考えにくいな」


　とサキはコーヒーを手に意見を述のべた。


　事務所に集合した調停員コンプロマイザーたちも、すでに通つう常じよう業ぎよう務むに戻っている。とはいえ、独どく立りつ独どつ歩ぽを好このむ者たちだ。このように集まって今後自分たちの取るべき態度を話し合っている者も、ミミコたちだけではないかもしれない。


「あれほど用よう意い周しゆう到とうな人のことだ。すでに何らかの手を打っていると見るべきだろう」


「でも本当に突とつ然ぜんのことですし」


「それは我々にとってさ。部長は昨日のトップ会議に参加していたはずだからな。議ぎ題だいも事前に知っていただろうし、それがきっかけで『カンパニー』上層部が思い切った行動に移る可能性だって考こう慮りよしていたに違いない」


「だとしても、いったいどんな手を？」


「わからない。何しろ、腹の内を明かさない人だ」


　そうなのである。陣内の秘密主義だけは、部下たちも閉口しているのだ。現に、彼との連れん絡らくが絶たたれたいま、彼がどんな手に打って出るか予想がつかずにいる。


「しかし、有ゆう能のうさについて言えば疑うたがう余よ地ちはない。むしろ、何も知らない我々が右往左往する様を、隠かくれて採さい点てんするぐらいのことはしていてもおかしくない」


「……うっ。有能でも嫌いやな上司ですね。それ」


「敵てきを欺あざむくには味方からと言うだろ？」


「欺くのが前ぜん提ていなんですか？」


　それって調停と少し違う気がするミミコである。「とにかく」とサキは咳せき払ばらいをして、話を戻した。


「会議で何があったか。それを知るのが第一歩だろうな。……そうだ。ミミコは確か龍王セイやケイン・ウォーロックと親しかったじゃないか。彼らに事じ情じようを聞いてみてはどうだ？　昨日の会議は彼らの要よう請せいで開かれたはずだぞ」


　ミミコは「あっ」と声をもらした。それは盲もう点てんだった。確かにサキの言うとおり、彼らなら会議で何が話されたのか知っているはずだ。


「電話してみます！」


「いや、待て。直接会って話した方がいい。それも夜を待ってから。『カンパニー』の制服も着替えてな」


　陣内の異い動どうが言い渡された直後に、調停員コンプロマイザーの一人がセイやケインに面会を求めたのでは、本部を刺し激げきしかねない。大げさかもしれないが、サキはそう考えているのだ。


「特にミミコは部長の秘ひ蔵ぞうっ子だからな。いまは感じないが、監かん視しが付いていてもおかしくない」


「秘蔵っ子って……あたしがですか？」


　ミミコが驚くと、サキは「自じ覚かくしてなかったのか？」と意い外がいそうな顔を見せた。


「スワンがお前をライバル視するのは、何もジロー殿どのに横よこ恋れん慕ぼしてるからってだけじゃないぞ？　スワンだけじゃない。調停部の人間なら誰だれでも、部長がお前を自分の後こう継けい者しやとして目をかけてるんじゃないかって注ちゆう目もくしてる」


「う、噓うそでしょ？」


　確かに陣内は自分の面めん倒どうをよく見てくれている。根こん気きよく指し導どうしてくれる。だがそれは、彼がほとんど養よう子しのように自分を育ててくれたからだろうし、何より落ちこぼれのフォローをしてくれているのだと思っていた。実じつ際さい、彼には褒ほめられることより怒ど鳴なられることの方がずっと多いのだ。


　それが、後継者？　あの陣内ショウゴの？


「現に部長は、ジロー殿を──かの香港聖せい戦せんの英えい雄ゆう『銀ぎん刀とう』を、迷うことなくお前に預あずけた。龍王やケイン氏と個人的な関係を持つことも黙もく認にんしている。この二点だけ取ってみても、部長がミミコに期待していることは明らかだ。そしてミミコ。お前はその期待に、あたふたしながらも、しっかり応こたえてきた。実を言えば私もびっくりしてるんだぞ？　ここ一年の、お前の活かつ躍やくぶりには」


「で、でも、それならもっと優ゆう秀しゆうな人がいくらでも……サキさんだって、そうじゃないですか？　調停部のエースが誰かって聞かれれば、サキさんだって言う人は大勢いますよ」


「これはどうも。でも部長の思おも惑わくはもっと大きい気がするんだがな」


　狼ろう狽ばいする後輩を、サキはおかしそうに眺ながめていた。


　そのときだった。突とつ然ぜん店の中に、一人の男が血けつ相そうを変えて飛び込んできたのだ。それも、初夏だというのにパーカーのフードを頭から被かぶり、サングラスをかけた男が。店に数人いた客と店員は、一いち様ようにぎょっとして男に目を向けた。


　しかしその男は、周りの反応に構かまおうとしなかった。店内を見回し、ミミコたちを見つけるとまっすぐ彼女たちに走り寄ってきた。


　ミミコが椅い子すを鳴らして腰こしを浮かせる。サキも表情を鋭するどくして立ち上がった。だが、次の瞬しゆん間かん、ミミコは慌あわてて警けい戒かいするサキを止めた。


「キケロさんっ？　いったいどうしたんですか？」


　男は『義ぎ士しピクロテテス』の血族を率ひきいる、キケロだった。一昨日交こう渉しようした相手だ。彼はミミコを見ると、太陽光を避さけるためのフードをめくり、サングラスをむしり取った。現れた顔はミミコたち以上に緊きん張ちようをはらんでいた。


「ヒバリという電話番からここにいると聞いた。嬢じようちゃん。失しつ態たいだ。ロモスを逃がしてしまった」


「ええっ？　そんな……」


「済まない。血族の中に、奴やつに賛さん同どうする協力者がいたんだ。我々も特区への移住が認みとめられたあとで浮かれていた。なんと詫わびればいいのか……」


　キケロは自じ決けつしかねないほど萎い縮しゆくしていた。そんな彼の様子に、ミミコはかえって冷れい静せいさを取り戻すことができた。


「わかりました。すぐに手を打たないといけませんね」


「だが、いったいどうすれば？」


「落ち着いて下さい。大丈夫。まだロモスさんが逃げ出したってだけのことです。そんなに恐きよう縮しゆくされるようなことじゃないですよ。彼を捜さがして、もう一度説せつ得とくしましょう」


　沈ちん着ちやくに応おうじるミミコに、キケロは頭を下げた。


「……恩おんにきる」


　口数の少なさから、かえって彼の心情が伝わってくる。ミミコはにこやかに頷うなずいた。


　もちろん彼女は、そんな自分をサキが「ほらごらん」と言いたげな顔で眺ながめていることには気づかない。サキはミミコより調停員コンプロマイザーとして長い経けい験けんを積んでいるが、いまのキケロのような心からの信しん頼らいを寄よせられた覚えは一度もなかった。


「ジローさんが不在ってのは痛いけど、とにかく手分けして心当たりを捜しましょう。血族の方々にも協力してもらえますか？」


「言うまでもない。すでに皆捜しに出ている」


「ミミコ。私も手を貸すぞ」


「お願いします。さあ。では早さつ速そく取りかかりましょう」


　ミミコはパンと手を打って、キケロとサキにウィンクした。


「なーに。平気ですよ。ちゃんと、万ばん事じ丸く収まりますから」
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　ジローが古ビルに帰ったとき、ミミコとコタロウは外出していた。時じ刻こくはすでに正午を過ぎている。恐おそるべき事に、ついさっきまで陣内やリンスケと飲み歩いていたのだ。


「まったく……あれだからあやつらと飲むのは嫌いやなのです。血ではなく、アルコールが体内に流れているとしか思えません」


　さすがに陣内は「もう若くはないのだ」と悔くやしげな素そ振ぶりで明け方にリタイアしたのだが、二時間仮か眠みんを取っただけであっさり復ふつ帰きしてジローたちに合流した。リンスケに至いたっては最後までぴんぴんしたまま、嫌いやがるジローを連れ回していた。どちらが吸血鬼だかわからないタフさである。


「今日が曇くもりで命拾いしましたよ。これで太陽が燦さん々さんと降ふり注そそいだ日には、灰になってしまいます。それもよく燃える灰に」


　愚ぐ痴ちりながらも、ジローはどこか楽しげだった。彼が二人に最後までつきあったのは訳があるのだ。あの馬ば鹿か騒さわぎこそ、戦いに臨のぞむ前に彼らがいつも取ってきた、儀ぎ式しきのようなものなのである。


　吸血鬼は歳を取らない。人は、歳を取る。


　しかし、互たがいに変わらないものもある。その事実が、嬉うれしいような、むず痒がゆいような、なんとも言えない気分にジローをさせた。


「さて。せめてミミコさんたちが戻るまでは、安あん眠みんさせてもらいましょうか」


　ジローは一階の部屋に入ると、帽ぼう子しを取り、上着を脱ぬいだ。


　ふと、部屋の光景に目を留める。


　もう、すっかり見み慣なれた光景が、そこにはあった。コタロウが散らかしたままの雑誌やコミック。テレビのリモコン。ミミコが最近購こう入にゆうしたダイエット器具。食卓に置かれた醬しよう油ゆ差さし。折りたたまれた新聞。予定の書き込まれたカレンダー。そのどれもに生活のにおいがする。


　ここに来てもう一年になるのだと、今いま更さらながらにジローは思った。


　自分にとっては、長い生しよう涯がいを締しめくくる最後の生活。最後の日々。それは漠ばく然ぜんと予想していたよりも、遥はるかに騒さわがしく、にぎやかな日々となっている。思えば、これほど毎日がお祭り騒ぎだったのは、初めてではないだろうか？


　そう思ったが、すぐにジローは苦笑して否ひ定ていした。さっきまで笑い合っていた二人の人間の顔が浮かんだのだ。香港。あそこでの暮くらしもまた、特区の暮らしに負けず劣おとらず、忙せわしない毎日だった。


　永遠に失われたはずの輝かしい時間が、時と場所を移したいま、もう一度ジローを祝しゆく福ふくしてくれている。それはなんという幸福だろう。なんという奇き跡せきだろうか。


「あいつも──」


　とジローは最愛の弟の姿を脳のう裏りに浮かべた。


　あいつにも、同じ時間が流れればいいと思う。これから先も、ずっと。だからこそ自分は、弟を聖せい地ちから外に連れ出したのだ。危き険けんを覚かく悟ごで。この素す晴ばらしい時間は、一人では作れないと知っていたから。


　ジローはいつまでもコタロウの側そばにいてやることはできない。どれほど願おうと、それは叶かなわぬ願いだった。


　なぜならコタロウはいつの日か、ジローを食べてしまうからだ。


　コタロウは、ジローを転てん化かした一族の始祖ソース・ブラッド──『賢けん者じやイヴ』の生まれ変わりである。彼がもう一度『賢者』としての記き憶おくと意志を取り戻すためには、いまジローが体内に預あずかっている『賢者』の『血』を取り込まねばならない。そのときジローは、『血』とともに吸収されてしまう。彼は──彼女は──そのようにして、長い長い時間を生きてきたのだ。『賢者イヴ』の血統が背負う宿しゆく命めいだった。


　ジローにとっての陣内やリンスケ。そしてセイやケインのような存そん在ざいが、コタロウにも必ず必要となる。ジロー亡なきあと、コタロウを支えてくれる存在が。


　やがて来るその日に備そなえ、ジローはコタロウを外の世界へと連れ出した。そして、一人の少女が、彼ら兄弟を特区へと導みちびいた。数々の出会いが待っていた、この都市へ。


「……なんて、いささか感かん傷しよう的てき過すぎますね」


　ジローは苦笑し、首から下さげていた日差し除よけのゴーグルを外した。


　彼の最愛の人を支えてくれる存在。その筆ひつ頭とうにあげられるであろう少女に、ジローは心から礼を述のべた。


　彼女に出会えたこと。そのことにジローがどれだけ感謝しているか知ったなら、ミミコは真っ赤になっただろう。彼女の存在を思うたびに、ジローは強くなれるのである。なぜなら、自らの行動は間違っていなかったと思うことができるから。自分がいま振ふるう剣は正しいのだと、確かく信しんすることができるからだ。


　そして、その強さがあればこそ、立ち向かうことができる。


　コタロウと同じほども古くから続く、因いん縁ねんの強きよう敵てきに。


「……負けるわけには、参りません、よね」


　ジローはそっと目ま蓋ぶたをおろし、わずかにあごを持ち上げた。その姿し勢せいのままじっと立ち、去来する幾いく多たの時間に──過去と現在と未来の時間に、思いを馳はせた。


　金色の髪と青い瞳ひとみ。


　黒い長髪と翠みどりの瞳。


　そして、黒髪黒目と笑顔の似合うアヒル口。


　守るべき者と倒すべき者、それを見届けてくれる者が、いまのジローには存在する。たかが百歳と少しの青あお二に才さいには、身に余あまることではないか。


　フィナーレに、相応ふさわしい。


「カーサ。今度こそ、決着をつけましょう」


　ジローは目を開き、戦いに臨のぞむ儀ぎ式しきを、静かに締しめくくる。


　チャイムが鳴ったのは、そのときだった。


　──客？　こんな時間に？


　誰だれだろうか。首を傾かしげながら、ジローは玄げん関かんに出てドアを開けた。


　ドアの外に立っていたのは、意い外がいな人物だった。


「あなた……白しら峯みねサユカさん？」


　ゼルマンに仕つかえる僕しもべは、驚おどろくジローにすぐに返事ができずにいた。息が切れているのだ。額ひたいには汗あせが滲にじみ、髪型が乱れている。どうやら走ってきたらしい。しかも目元が赤く腫はれ、メイクが涙でにじんでいた。いったい何事なのかわからず、ジローは言葉を失った。


「……葛かつ城らぎミミコは？　ミミコさんはこちらでは？」


「いえ。この時間は『カンパニー』の事務所でしょう。そちらには──」


　いませんでしたか、とジローは聞きそうになり、すぐに止めた。サユカは『緋眼のゼルマン』につく人間だ。立場上、『カンパニー』の事務所と堂どう々どう連れん絡らくは取れないだろう。


　しかしジローは、ミミコが調ちよう停ていを行おこなう際さい、何度かサユカに協力を求めていたことを知っていた。


「ミミコさんに何か話ですか？　でしたら彼女の携けい帯たいにかけて見てください。生あい憎にく私は、その手の器き機きが苦手でして──」


「彼女の携帯は、現在『カンパニー』情報部に盗とう聴ちようされている可か能のう性せいが、わずかですがあります。いま不在なら、あなたが直接彼女に伝えてください」
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「盗聴ですって？　それも『カンパニー』が？　どうしてそんな」


　思わず聞き返すジローに、サユカは「事情はあとで彼女から聞いてください」と口くち早ばやに答えた。そして、それ以上は我が慢まんできなかったように、ジローに向かって身を乗り出した。


　まるで縋すがり付くかのように、


「『ウォーカーマン』が現れました。ゼルマン様の許もとに……！」


　ジローの全身が総そう毛け立だった。彼はサユカの両肩をつかんだ。


「確かですかっ？」


「はい。端たん末まつですが、ゼルマン様もあいつ自身も認みとめていました」


「それで？　ゼルマンは？」


「端末を焼き尽つくして……いまは一人で地下に籠こもっておいでです。あんなゼルマン様は、これまで一度も……」


　それ以上は言葉にならない。サユカは震ふるえていた。ゼルマンは無事だそうだが、いったい何が、そんなにも彼女を怯おびえさせているのか。


　それに、なぜ『ウォーカーマン』はゼルマンの許を訪おとずれたりしたのだろうか？　端末とはいえ殺される危き険けんを冒おかしてまで──


　と、その瞬しゆん間かんジローは最悪のシナリオを思いつき、サユカの身体を揺ゆさぶっていた。


「まさかゼルマンは、奴やつらの──」


「ゼルマン様は他の何者にも平へい伏ふくしたりはしません！」


　ほとんど悲鳴じみた声で、サユカは絶ぜつ叫きようした。ジローは直ただちに自らの過あやまちを認め、慌あわてて彼女から手を離した。


『緋眼のゼルマン』は存在そのものが災さい禍かのような吸血鬼だが、八百年にわたる生を、孤こ高こうの中に過ごした人物だ。彼が他の血族の手先になるなど想像できない。


　だが、いずれにせよ、特区が再び『ウォーカーマン』の跳ちよう梁りようを許していることは間違いない。ジローが最さい優ゆう先せんするべきことは明めい白はくだ。


「コタロウ。ミミコさん──！」


『ウォーカーマン』がすぐに仕し掛かけてくるとは限らない。が、二人の安全を確かく保ほするに越こしたことはない。


　用件を伝えたサユカは、すべての気力を使い果たしたかのように玄関に座り込んでしまった。休んでいくようジローが告げると、心ここにあらずといった風に力なく頷うなずいた。彼女の様子も心配だが、ここにいればひとまずは安心なはずだ。


　ジローは銀刀を携たずさえ、街に飛び出していった。
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「ねえ、聞いてる？　ミミちゃんは家で大人しくしてろって言ったんだよ？」


「……ついてこないで」


「そんなこと言ったって、ぼくミミちゃんから君のこと頼たのまれたんだもんっ」


「……もうっ」


　少女は不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらまし、コタロウを無む視ししてきびきび歩いた。その後ろに、半分ふて腐くされたコタロウが続いている。


　二人はミミコからの電話に出たあと、古ビルを出て街を歩いていた。空は生あい憎にくの曇どん天てんだ。しかもやたらと風が強い。まだ夏を迎むかえ切れていない空気が、少しだけ肌はだ寒ざむかった。


　ミミコが帰って来られなくなったのは、少女にとってむしろ好こう都つ合ごうだった。彼女が予想以上に優しかったからだ。おかげで、本当はすぐに別れるつもりだったのに、つい甘えてしまった。もしこれ以上世せ話わになれば、悲しい結けつ末まつを迎むかえていただろう。伝言も残さず飛び出してしまったが、あれでよかったと思っている。


　計算違いは、コタロウがついてきたことだった。


　少女がほとんど相手をしないので、二人の間には会話がなかった。しかし、それならそれで気ままに散歩を楽しんでしまうのがコタロウである。野の良ら猫ねこを見かけてはあとを追いかけて逃げられ、生いけ垣がきの紫陽花あじさいがあればカタツムリがいないか探し、公園の隅すみに飾かざられた風かざ見み鶏どりに飽あきもせず見入っている。気がつけば普段通りの華はなやかな表情をして、瞳ひとみを輝かがやかせていた。


　そんな風変わりな少年を、少女は初めちらちらと振り返って盗ぬすみ見していた。が、そのうち呆あきれ顔になった。


　何が、君のことを頼まれたもん、だろう。賭かけてもいいが、拾った小枝でカタツムリをつつく少年の頭の中には、言いつけのことなど欠片かけらもないだろう。お気楽そうに笑っている。脳のう天てん気きだし、第一無責任だ。


「……最低」


　と冷ややかな評ひよう価かを下す少女だった。


　ただ、「ついてくるな」と言っていた彼女も、気がつけば足を止めてコタロウが追いつくのを待っている。苛いら々いらとつま先でアスファルトを叩たたいたあげく、


「早くしてよ」


　と愚ぐ痴ちり、ハッと我に返った。わざわざ呼んでどうするのだ。


「あ、ごめん」


　コタロウは顔を上げると、とことこ少女に駆け寄った。古ビルを出たころの気まずさなど、綺き麗れいさっぱり忘ぼう却きやくしているらしい。ある意味才能だった。少女はなぜか悔くやしい気分で、ふん、と先に歩き出した。


「そういえばさあ。君はどこに行くつもりなの？」


「……あなたには関係ないでしょう」


「でも君、昨日特区に来たばかりなんでしょ？　ぼくが知ってるとこなら案内してあげるよ」


　得とく意いそうなコタロウが言うと、少女は不ふ審しんに満ちた半はん眼がんを向けた。もちろんコタロウは気にしない。


「ねえねえ、教えて？　どこに行きたいの？」


「……第十一地区イレブン・ヤード」


「…………」


「知らないのね？」


「思い出した！　ミミちゃんが言ってた噂うわさ話ばなしだ！」


「場所は？」


「残念。それって、どこにもないんだよ」


　スカッと指を鳴らすのに失敗しつつ、コタロウは自信満々に答えた。


　こんな奴やつに聞いた自分が愚おろかだった。少女は深く反省して黙もく々もくと歩く速度を速めた。


「あ、あれ？　どこ行くの？　いま言ったじゃない。第十一地区イレブン・ヤードは──」


「……あるもん」


　少女はぴしゃりと断だん言げんした。「そうかなあ」とコタロウは懐かい疑ぎ的てきだ。


「ミミちゃんも、ただの噂だって言ってたよ？」


「第十一地区イレブン・ヤードはあるのっ」


「うーん。聞いたことないけど。知ってるなら、誰だろ？　ヒバリちゃんかリンスケさんが詳くわしそうかな」


「誰？」


「ぼくの友達。二人とも、噂話にすっごい詳しいんだ」


「……吸血鬼なの？」


「ううん？　二人とも人間だけど」


「じゃあ駄だ目め」


「どうして？」


「……人間なんか、信用できない」


　少女の頑かたくなな言い方に、コタロウはつい口をつぐんだ。「そんなことないよ」といつもの調子で請うけ合あうことを許さないものが、彼女の声に含ふくまれていたのだ。


　強い風が、幼おさない二人に吹き付けた。少女は飛びそうになった帽ぼう子しを押さえ、コタロウは顔をしかめた。


「……ミミちゃんも、人間だよ？」


　ほんの少し非ひ難なんめいた台詞せりふに、少女は表情を強こわ張ばらせた。


　キッとなって振り返り、コタロウをにらむ。昨夜の記き憶おくが蘇よみがえったのか、コタロウは反はん射しや的てきにガードを取った。だが、すぐに上げた両りよう腕うでをそろそろと下ろした。少女の瞳に浮かんでいたのが、怒りではなかったからだ。


「……ミミコさんはいい人」


　と少女は言った。それから寂さびしそうに、


「でも……それだけ」


　そう告げると少女はまた歩き始めた。


　彼女の小さな背中は、これ以上話すことを拒きよ否ひしていた。コタロウはむにゃむにゃと唇くちびるを動かしたが、結局大人しく彼女の後を追った。百年前に兄がしたことを、今度は弟が立場を変えて繰くり返している。


「あっ。待てよ。セイなら知ってるかも！」


「……その人は？」


「吸血鬼だよ。ぼくの友達でとっても偉えらいんだ。きっとセイなら──」


「……もういいわ」


「そ、そんなこと言わないでよ。他にも、えーと、ケインさんもひょっとすると知ってるかもしれないし、サキちゃんやスワンさんだって特区には詳しいから。あ、二人は人間なんだけどね。でもすごくいい人で──」


　何とか面めん目ぼくを保たもとうとしているのか、コタロウは思いつくままに言葉を繫つないでいた。


　不ふ意いに、少女は足を止めた。振り返った視線が、子供とは思えないほど乾かわいている。


「いっぱいいるのね」


「何が？」


「友達」


　コタロウは褒ほめられたのだと思ったらしい。照れくさそうに「そうかな」と言った。


　だから気づかなかった。少女の眼まな差ざしが見る見るうちに涸かれていったことに。


　再び風が吹く。特区は海上都市で高層ビルも多いため、海風とビル風が混じり合って、このように強風の日があるのだ。


　少女は目をすがめた。彼女の人生を運命づける右目がスッと瞳どう孔こうを細め、紫水晶アメシストのように硬こう質しつに──そして美しく閃ひらめいた。


「わたしには、いないわ」


　放たれた言葉には血が通っていなかった。ようやくコタロウも彼女の変化に気づいた。


「え、でも……」


「わたしには、友達なんかいない」


　突き放すような台詞に、コタロウは酷ひどく焦あせる。


「ぼ、ぼく、君の友達になるよ！」


「いらない」


「あ、そっか。君、ぼくのこと苦にが手てだもんねっ。じゃあ、ミミちゃんは？　ミミちゃんなら──」


「いらない」


「そんな……ミ、ミミちゃんが、人間だから？」


　コタロウが恐おそる恐る尋たずねる。少女は笑った。


「人間もいらないし、吸血鬼もいらない。わたしは友達なんかいらないの。だって──」


「駄目だよ」


　突とつ然ぜんコタロウの口く調ちようが変わった。


　少女はむっとして言い返そうとした。しかし、できなかった。少年の中の何かに、圧あつ倒とうされたのだ。まるで、初めて海を見た子供のように。


「そんなの駄だ目めだよ」


「どうして？」


「どうしてって……だって駄目なんだもんっ」


　コタロウの言い草は理り屈くつになっていない。にもかかわらず、彼の言わんとすることは、不ふ思し議ぎなほどわかりやすく伝わってきた。少女は、きゅっと唇を嚙かんだ。その瞳がじわりと湿しめるのを見て、コタロウは息をのんだ。


「何にも知らないくせに」


　少女は吐はき捨すてると、コタロウを残していきなり走り出した。泣きそうな顔を見られたくなかったからだ。


　コタロウが慌ててあとを追いかけて来る。少女はカッとした。


「ついてこないで！」


「だって！　ほっとけないよ！」


　放ほうっておけない。そのひと言が彼女の胸にぐさりと突き刺さった。


　やはりミミコが差し出した手を取ったのは誤あやまりだった。そう少女は痛つう感かんした。


　もっとスマートに。そしてもっとクールに。知らない誰かと普通に話をして、普通に笑える気がしたのだ。上うわ辺べだけなら。ちゃんと、最後まで隠かくし通しさえすれば。でも自分には無む理りだった。結局、こんなことになってしまった。


　放っておけない？　ああ、その通りだろう。好こう悪おの違いなど関係ない。彼女の真実を知ったならば、たとえそれがどのような聖人であろうと、決して放っておいてなどくれやしないのだ。


「いいもん……」


　走りながら、少女は歯を食いしばった。背後で物音がした。一瞬だけ振り返ると、コタロウが蹴けつ躓まずいて転てん倒とうしている。


　足を止めそうになり、そんな自分を厳きびしく叱しかりつけた。いまのうちに。そう思い、彼女は少年に背を向けて走った。


　自分は決して不幸ではない。と、自らに言い聞かせた。


　少なくとも、彼女は一人でない。彼女には、家族がいる。


　だから、第十一地区イレブン・ヤードを探しているのだ。


「──お父さんを、見つけなきゃ！」


　思い詰つめた口振ぶりで、少女は決意を新たにした。
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　日が傾かたむき始めた。


　灰色の空が、ほのかに橙だいだい色いろに染そまり出している。そして、夕ゆう暮ぐれを待っていたかのように、通りに人の数が増え始めた。


「……まずいわね」


　ミミコは辺りを見回してつぶやいた。彼女の態たい度どにも焦しよう燥そうがにじんでいる。


　彼女がいるのは第七地区セブン・ヤードだった。キケロの話では、ロモスがもっとも詳しいのが、この近きん辺ぺんなのだそうだ。そういえば一昨日も彼はここに逃げ込もうとした。確かに、人口密みつ度どの高い第七地区セブン・ヤードなら、潜もぐり込んでしまえば捜し出すのは困こん難なんだ。


　──一度戻って、ジローさんを呼ぶべきかしら？


　ジローがいてくれれば、吸血鬼の気け配はいを探さぐることができる。一昨日捕つかまえた相手だ。時間はかかるにしても、同じ気配を見つけ出すことは可能だろう。


　ミミコは古ビルに電話をかけてみた。ジローは携けい帯たいを持っていないし操そう作さの仕し方かたも知らないが、固定電話に出ることぐらいはできる。


　しかし、呼び出し音はいつまで経たっても終わらなかった。


「……どうして？」


　妙みようだった。たとえジローがまだ帰き宅たくしていないとしても、古ビルにはコタロウと少女が留守番しているはずなのだ。それとも、外で遊んでいるのだろうか？　間が悪い。それに、なんだか嫌いやな感じがする。


　と、そこに捜そう索さくに出ていたサキが現れ、合流した。


「……駄目だ、ミミコ。お前が言っていたバーにはいなかった。聞き込みもしたんだが、それらしい男を見た者はいない」


「そうですか……」


　サキの報告にミミコは携帯を切りながら表情を翳かげらせた。


　いま二人がいるのは繁はん華か街がいからは一区画離れた場所だった。整せい備びされた広場で、円形の花か壇だんや金きん属ぞく製せいのモニュメントが幾いくつか設せつ置ちされている。露ろ店てんも見られた。この先にバス・ターミナルがあるため、人の行き交かいが盛さかんなのである。


　開けた場所なので風も強い。道行く人の多くは、気ままに暴あばれる髪を手で押さえていた。


「ミミコ。あれ……」


「はい。さっきから来てるんです」


　サキが目に留とめたのは、テレビの取材班だった。どこの局かまではわからないが、若い女性レポーターが通行人を呼び止めてアンケートを取っている。


「ライブだとすると危き険けんだぞ」


「大丈夫だとは思いますが……」


『カンパニー』情報部はマスコミにも強い影えい響きよう力りよくを持っている。いざとなれば本部に掛け合い、局に圧力をかけて取材班を移動させることもできるだろう。


　普通に考えれば彼らの前で騒さわぎになる確かく率りつは低い。それでも昨日までのミミコなら、大事を取って情報部に連れん絡らくしていたはずだった。だが、いま彼女の頭には本部内の諍いさかいがあった。情報部に頼たよることに抵てい抗こうがあったのだ。


　そしてミミコが躊ちゆう躇ちよしている間に、今度はキケロが姿を見せた。


「嬢じようちゃん、そっちはどうだった？」


「駄だ目めでした。キケロさんも？」


「ああ。まだ仲間から見つかったという報告はない」


　ただ、とキケロは困こん惑わくを浮かべながら言った。


「待たい機きしている仲間から連絡があった。ロモスを逃がした協力者なんだが、そいつが見つかったそうだ」


「捕つかまえたんですかっ？」


「いや。それが……向こうから顔を見せたんだ。それも不安そうに怯おびえながら」


　一瞬輝いたミミコの目が、新たな疑ぎ問もんに曇った。


「どういうことですか？」


「……本人が言うには、記き憶おくがないそうだ。自分がロモスを逃がしたと聞かされて、そんな馬ば鹿かなと青ざめたらしい。もともと噓うそを吐つくような奴やつではないんだが」


「記憶がない？」


　ミミコが眉まゆをひそめる。すると聞いていたサキが口を挟はさんだ。


「つまりそいつは操あやつられたんだな？　ロモスという男は、視経侵攻アイ・レイドを使うのか？」


「使うことは使うが、せいぜい相手の動きを止めるぐらいだ。操るなどとても不可能だし、相手の記憶に残さず精神を侵しん攻こうさせられる腕うで利ききとなると、我わが血族には一人もいない」


　しかし、状じよう況きようから考えれば、その吸血鬼が何者かに操られたことは間違いない。この期ごに及およんでキケロが噓を吐くはずがないから、その何者かとは他の血族の吸血鬼なのだろう。あるいは、ロモスに第十一地区イレブン・ヤードの噂を吹き込んだ者と同一人物かもしれない。いや、その可能性は高い。


　第十一地区イレブン・ヤードに関かかわりのある人物。しかも巧たくみな視経侵攻アイ・レイドの使い手。キケロの説明では操られたということだが、状況から見る限り操られたというより身体を乗っ取られたのに近い。そんなことが可か能のうな吸血鬼。


　──あ。


　不ふ意いにミミコは凍こおり付いた。一年前の記き憶おくが鮮せん明めいに浮かび上がったのだ。


　あとになって読んだ事件のレポートの中に、まさにその条件に一いつ致ちする吸血鬼が一人いた。はるか古代より悪あく名みようを鳴り響かせる、歳とし経へた老ろう獪かいな吸血鬼が。


「まさか……そんなはずが……！」


　血の気をなくしたミミコに、意見を交わしていたサキとキケロが怪け訝げんそうな目を向けた。


「どうしたミミコ？」


「な、なんでもありません。きっとあたしの勘かん違ちがい──」


　否ひ定ていしかけたミミコの語ご尾びが途と切ぎれた。


　勘違い。果はたして本当にそうか？　どうしてそんなことが言い切れる？


　──ジローさんに。ジローさんに連絡をっ。それといますぐ部長に──駄だ目めだっ。いま部長は……


　足下が揺ゆらぐ。気がつくと膝ひざがかすかに震ふるえている。


　落ち着かなくては。ミミコは一度目を閉ざし、深呼吸してから、目を開けた。


　サキが心配そうにこちらを見ている。キケロも不安を隠せずにいる。


　その背後。


　人が行き交う雑ざつ踏とうの向こうに、ミミコは見み覚おぼえのある黄色い麦わら帽ぼう子しを見つけた。思わず我わが目を疑うたがった。


「……あの子！　どうしてこんなとこにっ」


　さすがダンピールだけあって、勘かんが鋭するどいらしい。かなりの距きよ離りがあるにもかかわらず、少女は自分を──見えても気にならないはずの自分を凝ぎよう視しする視し線せんに気づいた。


　振り返って、ミミコと目が合う。幼おさない顔に驚きよう愕がくが弾はじける。


　少女は逃げ出した。


　どうして、とミミコは思った。


「待って！　あなた──」





　そのとき、特区に一いち陣じんの風が吹いた。
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　コタロウの居い場ば所しよはすぐにわかった。兄弟の間には、感かん覚かくの共きよう感かんがあるのだ。いま弟は第七地区セブン・ヤードにいる。誰かを追いかけているらしく、酷ひどく焦あせった気持ちが感じ取れた。


　だが、逃げているのではなく追いかけているのなら、緊きん急きゆうを要する事じ態たいではないだろう。ジローはそう判はん断だんし、まずはミミコと合流するべく『カンパニー』の事務所に向かった。


　しかし、事務所にミミコはいなかった。それどころか、


「陣内が調停部から外はずされた？」


「はい……って、あれ？　ジローさん、うちの部長とお知り合いでしたっけ？」


　ジローを見るなり階かい段だんの踊おどり場に引っ張り出して事情を説明したヒバリは、きょとんとして彼に尋たずねた。ジローはとっさに口を濁にごしていた。


　──『カンパニー』の反応が早い。あいつ、大丈夫なんでしょうね。


　陣内のことだ。それこそ暗殺でもされない限りしぶとく動き続けるだろう。


　しかし、調停部から切り離されたとすると、その行動にも大きな制せい限げんがかかる。手て駒ごまの大半を奪うばわれたようなものだ。


「くそっ。こんな時期に……」


　それだけ『カンパニー』上層部と吸血鬼たち──そして、香港組との確かく執しつが深いということだ。理由のないことではないだけに、厄やつ介かいな問題だった。どちらも理り知ち的てきで合ごう理り精せい神しんを有ゆうする者同士が、それぞれの立場から判断した結果なのだ。


　とにかくいまは『ウォーカーマン』だ。ミミコとコタロウの安全が第一である。


　しかし、ミミコの居い場ば所しよを尋ねたジローは、ヒバリの説明にいよいよ唸うなり声を出したくなった。


「『義士』の血けつ統とうの吸血鬼が逃げた？　先日とらえたロモスという男ですね。ミミコさんはいま、あいつを捜しているんですか？」


「はい。サキさんと、あと血統の代表の、キケロっていう人も一いつ緒しよです」


　それを聞いて、ジローは少し安心した。キケロには一昨日会ったが、一本筋の通った好こう漢かんだった。ミミコには心底感謝していたし、それなりに腕も立つと見えた。一方サキはダンピールの女性で、ベテランの調停員コンプロマイザーだ。彼女の判断力は信しん頼らいできるし、状況を冷れい静せいに見み定さだめる視し点てんも持っている。コンビを組んだときには、のめり込みやすいミミコを、いつも裏うらからバックアップしてくれていた。


　あの二人が一緒なら、そうそう間違いは起こらないだろう。『ウォーカーマン』にせよ、本格的に仕し掛かけてくるのはもう少し先──『カンパニー』内部の亀き裂れつがもっとも大きくなる時期を狙ねらうはずだ。


「それで、彼女たちはいまどこに？」


「第七地区セブン・ヤードです。えっと……十分ぐらい前の連れん絡らくでは、そこにいました」


　コタロウがいるのも第七地区セブン・ヤードだった。好こう都つ合ごうだ。ジローはヒバリに礼を言い、すぐに事務所を出て第七地区セブン・ヤードを目指した。


「なんだか一昨日の再現ですね」


　おそらくミミコは、ロモスを捜すためにジローを必要としているだろう。ひょっとすると古ビルの方に連絡を入れているかもしれない。昼まで飲んでいた身としては決まりが悪いことだ。と、そんなことが考えられるまで、ジローは落ち着きを取り戻していた。


「せめてロモスを手て早ばやく捕まえて、機き嫌げんを取るとしましょう。それに──」


　ちょうど一年だ。


　これから先は厳きびしい戦いが待っている。せめていまのうちに何か──それこそ特区に来た一周年を祝うのでもいい。少しでも多く楽しい時間を過ごしておくのも、悪くはないだろう。きっとミミコも喜んでくれる。


　──おっと。いくら何でも気が早すぎる。


　ジローは人目を避さけながら、夕ゆう暮ぐれに沈しずみつつある特区を軽けい快かいに駆け抜けた。


　第七地区セブン・ヤードに到着したあとは、真っ先にキケロの気け配はいを捜す。すぐに見つかった。人ひと混ごみの中だ。ジローは己の気配を周囲に同化させた。そうしていれば、多少違い和わ感かんがあっても他人の気を引かなくなるのだ。そうして通行人の流れに紛まぎれ込んだあとは、何食わぬ顔をしながらキケロのいる方に向かった。


　おあつらえ向きにコタロウも真まっ直すぐこちらに近づいて来る。ひょっとしてミミコを追いかけていたのだろうか？　ともあれ、ジローはほっと息をついた。


　そうするうちに、人混みの中に、キケロとサキ、そしてミミコの姿を確かく認にんした。ジローの表情が和なごんだ。





　風が吹いたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。
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「あ、足も速いんだ、あの子！」


　コタロウは、ひいこら喘あえぎながら走っていた。


　彼は吸血鬼であり、腕わん力りよくもあれば体力もある。身体の頑がん丈じようさも一人前だ。ただ、どういう訳か、走ることに関しては運動神経が鈍にぶかった。これが逃げ足となるとジローも本気にならなければ見失うほどなのだが、逆に誰かのあとを追いかけたりするのは、てんで駄だ目めなのだ。


　それでもコタロウは、力を振ふり絞しぼって少女のあとを追い続けた。


　ミミコの言いつけがあったからではない。すでに彼は、ミミコに頼たのまれたことなど半分忘れていた。そうではなく、彼女をこのままにしてはいけないと感じたから追っているのだ。彼自身不ふ思し議ぎに思うほど、確かつ固こたる確かく信しんがあった。


「こ、これが、いつか、ゼルマンさんが、言ってた、こと、なのかな……っ」


　必死に走っている最中でも独ひとり言を言うあたりはコタロウらしい。しかしコタロウは真しん剣けんだった。


　かつて『緋眼のゼルマン』は、コタロウに向かって言ったのだ。自分の『血』を信じろ。『血』を己のものとしろ。それが吸血鬼の真の在あり方だ、と。兄も同じ趣しゆ旨しのことを教えてくれた。コタロウは一族の血を受け継ついでいる。だから、それを大事にし、上手に活用できるようになれと。


　この、言葉で上う手まく説明できない気持ち。強い想い。これがきっと、二人の言う『血』ってやつなのだろう。だから、コタロウは頑がん張ばる。彼女を放ほうっておけない気持ちに、素す直なおに従っている。力ちから一いつ杯ぱい。


「でも、ほんと、速い、なあ……！」


　ちょっとぐらいなら休きゆ憩うけいしても良いかな？　甘い誘ゆう惑わくが脳のう裏りを過よぎったが、コタロウは我が慢まんした。兄の怒った顔と、ゼルマンの呆あきれた顔が、立て続けに思い浮かんだからである。


　だがいかんせん、人通りが多くなると、少女との距離が開き始めた。彼女が器用に人混みを縫ぬって走るのと反対に、コタロウはいよいよ動きが取れなくなったからだ。ただでさえ走るのが苦手なのに、人を避けて走るなんて高度なことは身に余あまるのである。


「あっ。あっ。見えなくなっちゃう！」


　コタロウが大いに焦あせったとき、彼らの周りが急に開けた。バス・ターミナル近くの広場に抜けたのだった。


　相変わらず人は多い。しかし、これなら視し界かいが広がった分、少女を見失ってしまうことはないだろう。


　よし、と気合いを入れ直したとき、なぜか急に、追っていた少女が立ち止まったのが見えた。驚いたような顔。そして青ざめ、その場から逃げ出そうとする。


　どうしたのだ。コタロウもつい足を止めた。





　そして、風が吹いた。





　　　４





　それは、一ひと際きわ強い強きよう風ふうだった。広場にいた人々は小さく悲鳴を上げ、立ち止まって髪や荷物を押さえた。


　その風の中に、ふわりと円形の何かが舞まい上がった。


　麦わら帽ぼう子しだ。


　少女の動きが停てい止しした。とっさに伸ばした手をすり抜けて、黄色い麦わら帽子はくるりくるりと踊おどるように飛ひ翔しようする。鉛なまり色いろの空に舞まう鮮あざやかな色しき彩さいに、それまで彼女に気づかずにいた周囲の人間たちは、一いつ斉せいに視線を集中させた。


　風に飛ばされる帽子に手を伸ばす、ワンピース姿の幼い少女。その光景に、ある者は微ほほ笑えみをもらし、ある者は目を細め、ある者は同情を寄せ、ある者は手を貸そうとして、彼女に向かい足を踏ふみ出した。


　そうした一連の反応が、少女の目を見て変化した。


「──何、あの子？」


　と誰だれかが言った。少女の動きが凍こおり付いた。


「──おいっ。あの目！」


　と誰かが叫さけんだ。少女の全身から血の気が失うせた。


「──まさか、こいつっ」


　と誰かが絶ぜつ句くした。少女は逃げようとするが足が動かない。


　せめて右目を隠かくす。だが、あまりに遅すぎた。


「吸血鬼だ！」


　と誰かが恐きよう怖ふした。


　その恐怖は、すぐには伝でん染せんしなかった。
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　その恐怖は、すぐには伝染しなかった。


　だが、ミミコを竦すくませるのには十分過ぎた。


　吸血鬼だ、と叫ぶ声が現実のものとは思えなかった。そのくせ、その声はミミコの芯しんを打ち据すえた。


　まるで時間が停止したように動きが取れない。まるで、真しん空くうに放り出されたように息苦しい。


「ミミコっ」


　鋭するどい声はサキのものだ。ミミコは我に返った。そして、すぐに自らの取るべき行動を考えた。


　思し考こうがキックされる。事じ態たいの収しゆう拾しゆうに向けて、頭が猛もうスピードで回転する。


　刺し激げきしてはまずい。騒さわぎを大きくしてはならない。もちろん、手をこまねくなど論ろん外がいだ。対たい処しよしなくては。それも早さつ急きゆうに。何を自分は立ち竦すくんでいたのか。そんな場合ではない。大だい丈じよう夫ぶ。まだ大丈夫。切り抜けてみせる。この程度の修しゆ羅ら場ば、自分はこれまでだって切り抜けてきた。テレビは？　まだカメラはこちらを向いていない。騒ぎには気づいたようだが、まだ事態を認にん識しきしていない。なら、させてはならない。なんとしても。


　ミミコは動いた。


　少女の側でも動きがあった。一人の男が彼女の前に立ち塞ふさがった。


「このガキ、吸血鬼だぞ！」


　さっき、吸血鬼だと叫んだ男だ。彼に先せん導どうされるように、次々に人々が少女を囲み始める。「そうだ。吸血鬼だっ」「俺おれは見たぞ。こいつの目を」「私も見たわ。間違いない」「吸血鬼だ」「この子は吸血鬼だ」


　批ひ難なんと敵てき意いが連れん鎖さしていく。恐怖の感かん染せんがじわりじわりと始まる。ミミコは彼らに憎ぞう悪おすら覚えた。だが、それは間違いだ。陣内は言った。誰かを恨うらむようでは、調停員コンプロマイザーは務つとまらない。その通りなのだ。彼らも犠ぎ牲せい者しやかもしれないではないか。身内を傷つけられた経けい験けんがあるのかもしれないではないか。たとえそうでなくとも、吸血鬼が人の血を吸うのは、紛まぎれもない事実なのだ。


　だから、調停員コンプロマイザーが存在する意味があるのではないか。


　ミミコは動く。


　庇かばわなくては。理由は？　なんでもいい。あの子の姉と名乗ろう。右目はどう説明する。何かの病気にすれば？　大丈夫だ。逆に怒ど鳴なり返してやれば、彼らもすぐに引っ込むだろう。こちらは十八歳と、十歳の女の子。衆しゆう目もくもある。サキだってすぐに口くち裏うらを合わせてくれる。だから急げ。


　しかし、無む駄だだった。


　人々の憎悪を一身に受けた少女は、やがて隠していた右目を露あらわにしたのだ。


　小さな身体を精せい一いつ杯ぱい伸ばし、毅き然ぜんとした顔つきで、彼らと対たい峙じしたのである。


　胸を張って。


「私、あなたたちを襲おそったりしません」


　ミミコの動きが再び止まった。
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　ミミコの動きが止まった。


　ジローもまた、動けずにいた。


　ジローは少女のことを知らない。だが、とっさに見た限りでは純じゆん粋すいな吸血鬼とは思えなかった。目がおかしい、と目もく撃げき者しやは口にしている。ならばダンピールか？　どうして一人でこんなところに。


　が、なまじ事情を知らなかった分、ジローの判はん断だんは冷静だった。特区に住む一般人は、ここが吸血鬼の大都市であることを知らない。吸血鬼に対する危き機き意い識しきは、本土や他国の人間と大差がないはずである。吸血鬼が出現したニュースは、虚きょ実じつ含ふくめて連日世界のどこかで報ほう道どうされている。ただしそれは、あくまでブラウン管の中の出来事。そう感じているはずなのだ。


　ここは平和な経済都市、特区である。戦場ではないのだ。突とつ然ぜん吸血鬼が現れたと叫んでも、すぐその意味をリアルに認識できる者はほとんどいないだろう。少女の発言も、いまなら誤ご魔ま化かしは利きく。利くはずだ。


　とはいえ、事態が極きよく度どに緊きん迫ぱくしているのは事実だ。特区は一年前、カーサたちの襲撃を経験している。『カンパニー』は総そう力りよくを挙あげてあの事件をもみ消したが、少なからぬ目撃者も出たし、被害者も出た。また、直接関かかわっておらずとも、一年前の件を思い出す者はいるに違いない。その前に。その前にこの場を収しゆう拾しゆうする必要がある。


　だが、ジローがあの場に飛び込むことはできなかった。彼自身、吸血鬼だ。どれほど気配を紛まぎらせたところで、衆しゆう人じん環かん視しのただ中に現れれば効果はない。それに距離がありすぎる。吸血鬼の力は駆く使しできないし、突然駆け出すだけでも周囲の不ふ審しんを集めるだろう。


　ミミコは？　彼女は少女の発言に動きを止めている。顔に苦く渋じゆうが浮かんでいる。だが、また動き出した。それまでより早足になって、少女に向かっている。間に合うか？　間に合ってくれ──


　ところが、彼女より早く、少女の許もとにたどり着いた者がいた。


「それまでだ。恥はじを知れ、貴き様さまら」


　若い青年。あれは──逃げ出したはずのロモスだ。ジローは目を見開いた。
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　ジローは目を見開いた。


　コタロウも驚いた。


　あの青年の顔は見み覚おぼえがある。一昨日、ミミコや兄と一いつ緒しよに追いかけた吸血鬼だ。


　ロモスは少女を取り囲む人間たちを怒りと軽けい蔑べつの目で睥へい睨げいした。


「聞こえなかったのか。この子は、お前らを襲わないと言ったんだ。そこをどけ。通してやれ」


　ロモスの発する威い圧あつ感かんは、人間たちを圧倒していた。少女は驚おどろいて彼を見上げている。彼女の視し線せんに気づき、ロモスはかすかに微笑ほほえみ返した。


「ば、馬ば鹿か野や郎ろうっ。そいつは吸血鬼なんだぞ」


「うるさいぞ。それは散さん々ざん聞いた」


「どうして庇かばうんだ！　危き険けんじゃないか！」


「危険？　こんな幼い少女がか？　第一、この子は襲わないと言っているんだ。いったいどこに危険がある」


　ロモスは整せい然ぜんと反論した。彼に怒鳴った人間が、思わず及および腰ごしになる。


　うん、とコタロウは頷うなずいた。彼の言うことは正しいと思った。まったく正しい。何も間違っていない。


「さあ、どくんだ。いまなら許してやる。それとも、抵てい抗こうする意志すらない弱者に、数に頼った力を振るう気か？　ならば見逃すつもりはないぞ。どうする。答えろ」


　ロモスが前に踏ふみ出した。人間たちは押されるように後あと退ずさる。その場の空気がピンと張はり詰つめた。


　またしても、誰かが言った。


「お前っ。お前も仲間なんだな！　そのガキの仲間の吸血鬼なんだな！」


　ロモスが発言者をにらむ。彼が次に口にする言葉。それが、コタロウには正確に予測できた。


「ああそうだ。俺は吸血鬼だ。誇ほこりある血けつ統とうの一人だ」


　その瞬間、恐怖の伝でん染せん速そく度どは、決けつ壊かい寸すん前ぜんの頂ちよう点てんに達たつした。人々は息をのみ、悲ひ鳴めいをもらし、呻うめき、どよめいた。そして、誰かが怒ど声せいを張はり上げ、手にしていたスチール製のブリーフケースを振り上げて、吸血鬼に向かっていった。


　襲われたのがロモスであったなら、彼は防ぼう御ぎよこそすれ、攻撃まではしなかっただろう。


　その人間は少女を狙ねらった。


　ああ、とコタロウの口から失しつ意いと悲しみのため息が落ちる。


　ロモスの両目に怒りが燃え上がった。彼は牙きばをむき出しにして、迫る男に拳こぶしを振るった。吸血鬼の拳は、男の胸に命中した。そして、そのまま背中に突き抜けた。鮮せん血けつが広場に飛び散った。広場の空気が凝ぎよう結けつした。


　ロモスは、息絶えた男を路ろ面めんに捨てた。逃げも隠れもせず、拳についた血を、ぺろりと舌でぬぐった。


「……ろくでもない味だ」


　恐怖の伝染が爆ばく発はつした。




[image: ]





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　最初は彼も操あやつられているのかと疑ったミミコだったが、そうではないことにすぐ気がついた。彼の目は一昨日対たい峙じしたときと変わっていなかったからだ。思えば、彼の言げん動どうも、根こん本ぽん的てきには一昨日とまるで変わっていない。


　どうして気づかなかったのだろう。『義士ピクロテテス』の血統。彼は──彼の血は、『義』を重んじる血なのだ。それを見て、見み過すごせるような人物ではなかったのだ。


　いい奴じゃないか。


　そうでなければ、良かったのに。


「ミミコさんっ」


　強く腕をつかまれたミミコは、自分をのぞき込むジローに視線の焦しよう点てんを合わせた。同時に周囲の悲鳴──それはもはや怒号に近い──が耳を圧あつした。


　混乱。いまミミコは、荒れ狂くるう混乱のただ中にいた。人々は我われ先さきにと逃げ惑まどっている。転てん倒とうする者。それを踏みつける者。子供の泣き声。大人の怒鳴り声。どぎつい感情の渦うずが、荒れ狂っていた。


「もう無む理りです。こうなっては手の打ちようがない。この場を離れて下さいっ」


　ジローが耳元に口を寄せて怒鳴った。ミミコはのろのろと彼の目を見返した。


　手の打ちようがない？　そんな馬ば鹿かな。そんなはずはない。まだ。まだ何かできることがあるはずだ……


「サキさんっ。至し急きゆう『カンパニー』に連絡を！」


「済ませた。すでに本部も緊きん急きゆう体たい制せいに入っている。ジロー殿どのは──」


「私はロモスを押さえます」


「駄目だっ。鎮圧チームがスクランブルした。彼らに任せてくれ。こうなった以上、ロモスは公式に処理される必要がある」


「しかし、このままでは──！」


　銃声が轟とどろいたのは、その直後だった。


　ジローとサキ、それにミミコが、ハッとして振り返る。


　そこだけ台たい風ふうの目のようになった恐怖の爆ばく心しん地ちで、ロモスが撃うたれた胸を押さえていた。噴きこぼれる血が彼の下半身を赤く染そめている。


　少し離れて拳けん銃じゆうを構かまえるキケロがいた。彼が撃ち出した弾丸は銀頭弾シルバー・チツプだった。同じ血を持つ吸血鬼は、互いの視線を交こう差ささせた。


「……キケロ……長老」


「……少なくとも、お前は血に恥はずべきところはなかった。それは、俺おれから皆みなに伝えてやる」


　一族の指導者は厳げん然ぜんとして告げた。キケロは頰ほおを伝う涙を拭ぬぐおうともしない。


　ロモスが微かすかに笑った。そして満足そうに頷うなずき、膝ひざから崩くずれ落ち、灰になって風にさらわれた。


　銃声は混乱に拍はく車しやをかけた。もはや数名の人間でどうこうできる状じよう況きようではない。ミミコは涙を流すキケロをぼんやりと見つめた。


　どうしてこんなことになってしまったのだろう。一昨日の晩、彼や彼の同族たちが喜びに沸わいた瞬しゆん間かんを思い出す。そして、喫きつ茶さ店てんでの約束。平気ですよ。ちゃんと、万ばん事じ丸く収まりますから。噓うそを吐つくつもりなんて、なかったのに。


「ミミコさん！　しっかりして下さい！」


　ジローが怒ど鳴なる。彼の目がミミコをのぞき込む。ミミコを案じるジローの顔がじわりと涙ににじんだ。身体からだの奥おくから、熱いものが込み上げてきた。


「ジローさん。あたし……あたし……」


　言葉にならないミミコに、ジローも何も声をかけてやれない。せめて周りから守るように彼女の頭を抱き寄せてやる。ジローの胸に額ひたいを押しつけ、ミミコは「うっ」と嗚お咽えつをもらし始めた。


　後こう輩はいを見守るサキも表情が沈ちん痛つうだ。何一つできなかった自分の不ふ甲が斐いなさに、唇を嚙かんでいた。


「……サキさん。キケロを頼たのみます」


「わかった。──そうだっ。あの女の子は？」


　サキは思い出して混乱の引き金を引いたダンピールの少女を捜した。そこに、彼女ではなく、彼女を追いかけていたはずの、金髪の少年が駆かけつけた。


「兄あに者じや！」


「コタロウっ。お前も来なさい。すぐにここを──」


「あの子が連れてかれたよ！　知らない人に」


「あの子？　ダンピールの少女ですかっ？」


　兄弟の会話に、ジローの胸で涙を流していたミミコが我に返った。


「あの子……」


　荒れ狂う人波を見渡す。彼女を呼ぼうにも、ミミコは彼女の名前さえ知らない。名前を呼んでやることすらできない。


　形作ることができない呼び声が、胸の中で木こ霊だまする。吐き出せない想おもいが絶ぜつ望ぼうとなって、ミミコを苛さいなみ続けた。


　混乱は、一向に収まる気配を見せなかった。





　これが、特区内で公おおやけになった初めての吸血鬼事件だった。


　過去十一年間にわたり最後の一線を守り続けた対吸血鬼トラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』の、最初の汚お点てんである。









　　四章　師しと弟で子し
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　広場にいたテレビスタッフは、特とつ区くの放送局、アイランドＴＶのライブ班だった。


　映えい像ぞうが流れたのは午後五時五二分。番組終了間ま際ぎわの地ち域いき紹しよう介かいコーナーだ。その後、番組は延えん長ちように次ぐ延長を重ね、三十分が経けい過かしたあと特別報道番組に切り替わった。


　このころには他局も番組編成の変へん更こうを終える。特区の局だけでなく、本土の主要放送局も同様である。一時間後には、これに海外メディアが加わった。ＡＢＣ。ＣＢＳ。ＮＢＣ。ＣＮＮ。ＢＢＣ。ＴＦ１。ＡＲＤ。ＣＣＴＶ。ＫＢＳ。ＴＣＳ……


　彼らの反応は日本のメディアよりは冷静だった。吸血鬼出現のニュースは、政府が絶ぜつ滅めつを宣せん言げんした後も一定のペースで報道され続けている。彼らは、そのリストの中にＪＡＰＡＮの一都市が加わった旨むねを淡たん々たんとレポートした。


　特に、イギリスＢＢＣの著ちよ名めいレポーターの台詞せりふは、特区の真実を知る幾いく人にんかの関係者に、強い皮肉を感じさせた。曰いわく「香ホン港コンの生まれ変わりとしてかの都市の遺い産さんを数多く引き継ついだ特区は、今日、その負の遺産をも引き継ぐことになった」と。





　この事じ態たいに、『カンパニー』情報部部長張雷考ジヤンレイカオは、およそ実行可能なありとあらゆる対たい応おう策さくを打ったが、すべて徒と労ろうに終わった。


　同日午後七時一五分。『カンパニー』会長尾お根ね崎ざきミタカは、特区に住む全血族に対し、第一級の戒かい厳げん令れいを敷しいた。さらに、同四〇分。鎮ちん圧あつチーム全隊員に出動を命令する。彼らに与えられた任務は、吸血鬼たちの監かん視しと警けい戒かい。その対たい象しようには協定血族も含ふくまれたが、この命令は調停部を通すことなくトップダウンで通つう達たつ、実行された。


　また、情報部、および査さ察さつ部ぶは、事件の直接の関係者である調停員コンプロマイザー、葛かつ城らぎミミコと朱と鷺き籐とうサキの身み柄がらを拘こう束そくし、両名から事じ情じよう聴ちよう取しゆを行う。前者の護衛クローザーである望もち月づきジローは強く同行を求めるものの、『カンパニー』はこの申し出を受け付けなかった。駆かけつけた赤あか井いリンスケが彼を説得せねば、特区はその日二度目の吸血鬼事件を経けい験けんしていたかもしれない。





　この段だん階かいで、事態収しゆう拾しゆうの方ほう針しんはまったく立っていない。情報部と鎮圧チームは処理能力のキャパシティを大おお幅はばに上回る事態にオーバーヒートし、逆に調停部は本部の動きから孤こ立りつしている。本来『カンパニー』が果たすべきはずの機き能のうは、その大半が空くう転てんしていた。





　そんな中、唯ゆい一いつの例外となったのが、陣じん内ないショウゴだ。


　彼は事件発生を知った直後から独どく自じの行動を取った。『カンパニー』との接せつ触しよくを完全に絶たった状じよ態うたいでセイ、ケイン、そして鎮圧チームの隊長代理バドリック・セリバンに面会を求め、それぞれに当面の対たい策さく案あんを進しん言げんしたのである。さらには、長老キケロが拘こう束そくされ狼ろう狽ばいの極きわみにあった『義ぎ士しピクロテテス』の血族を捜さがし出し、殺さつ気き立つ彼らに、抵てい抗こうを止やめて『カンパニー』に投とう降こうするよう説とき伏ふせた。この間、わずか二時間弱。


　特区では、緊きん急きゆう時じにはあらゆる情報が最さい優ゆう先せんで『カンパニー』に集中するようネットワークが整備されている。その『カンパニー』へのアクセスをあえて避さけての単独行は、陣内をマークしていたはずの情報部を、その初動から完全に出し抜ぬいた。情報部がようやく彼の行動を追つい尾びし始めたときには、陣内は自ら『カンパニー』事務所へと出頭する。


　出で迎むかえたのは、張ジヤンだった。
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　すでに日は落ちている。第五地区フイフス・ヤードの中心地から墓ぼ地ちへとのびる閑かん静せいな銀杏いちよう並なみ木き。その突き当たりに、調停部のある『カンパニー』事務所は、ぽつんと建っている。


　古くさいビルディングは普ふ段だんなら寂さびれた感が強い。だが、いまは違った。すべての窓に明かりが灯ともり、こぼれる光が灯とう台だいのごとく夜の中に息づいていた。


　その光を目指し、人通りのない銀杏並木を一人の男が歩いてくる。一方、ビルの入り口にも一人の男がいた。背中をもたれさせていた初老の男は、ゆっくりと身体からだを起こして彼の到とう着ちやくを出迎えた。


　入り口のドアと歩道との段差を埋うめる、数段の階段。その上と下とに立ち、張と陣内は顔を見合わせた。


「……ついに、という感じですな」


「……ええ。いつかこういう日が来ることは、『カンパニー』を作ったときからわかっていました」


　張の台詞せりふに、陣内は肩を竦すくめて頷うなずいた。皮肉っぽい仕し草ぐさの中には、達たつ観かんと覚かく悟ごとが秘ひめられている。


「いいんですか？　こんなところにいて」


「これから戻ります。ですが、暫ざん定ていとはいえ部の責任者ですからな。特に調停員コンプロマイザーという人種は扱あつかいが難むずかしい。電話一本で指し揮き権けんを委い譲じようしても、裏うらを勘かんぐられると考えた訳わけです」


「そう教育していますので」


　陣内は人の悪い微び笑しようを見せた。張は、若い部長が時とき折おり見せる毒のある茶ちや目めっ気に、軽く鼻息をもらした。


「では、調停部は私に任せて頂いただけるのですね」


　陣内の質問に、張は首しゆ肯こうする。


「そうせざるを得ません。今回の人事は拙せつ速そくに過ぎた。これは会長のミスです」


　と張は率そつ直ちよくにそれを認みとめた。


「ですが、本音を言うなら、会長の判はん断だんが誤あやまりだったとしても、こういう形ではあなたを戻したくなかった。もう少し時間をおく必要があった」


　張の言わんとすることは陣内にもわかった。


　トップの人事を現場の都合で覆くつがえす。この事実は、長期的視し野やに立ったとき、決してプラスにはならない。


　上層部の「判断」と、現場の「判断」とは意味合いが異なるのである。それが、組そ織しきの在あり方そのものに関かかわる「人事」である場合は、特にそうだ。組織は生き物である。最終的な決定こそトップが下したものであっても、その「判断」に至いたる過か程ていには、組織そのものの意志が反はん映えいされているものなのだ。


　組織の頭ず脳のうが下した「判断」が、組織の手足たる現場で否ひ定ていされる。それは、組織自体が矛む盾じゆん を抱えてしまったことの証しよう左さに他ほかならなかった。


「……尾根崎会長は私が調停部に戻ることを快こころよくは思って下さらないでしょうね」


「あなたがいまそのことを考える必要はありません。目の前の事じ態たいに集中して下さい」


　つまり責任は自分が取るということだ。陣内が礼を言おうとすると、張はそれを遮さえぎった。


「会長にはミスを認みとめる度ど量りようがおありだ。ただし、彼が今回犯おかしたミスとは、あくまでも『急ぎすぎた』点に限定されます。あなた、そしてセイやケインとの関係を、今後どうするべきか。その答えはまだ出ていません」


　張が陣内を見つめる。悲しげでありながら厳きびしい眼まな差ざしに、陣内も真しん剣けんな表情になる。


「『カンパニー』は人と吸血鬼の共存のために作られた。なぜか？　我々人が、そうなることを望んだからです。吸血鬼が、ではない。セイやケインという例外は存そん在ざいしますが、あくまでも少数です。我々のいう『共存』とは、人が、人の立場から、人のために必要とした『共存』なのです」


「……最初の一歩としては十分でしょう」


「そうかもしれない。しかし、特区はそろそろ二歩目を踏み出す時期に来た。これまでのやり方が通用するとは限らない」


「今後は、吸血鬼にとっての『共存』をも考こう慮りよする必要がある、と？」


　陣内が問う。張は苦にが々にがしく顔を歪ゆがめた。


「……吸血鬼は人に寄き生せいせねば成り立たない存在です。香港聖せい戦せんの折、九龍王クーロンおうは吸血鬼たちの楽園を標ひよ榜うぼうしました。己おのれの意志を示せ。己の生を肯こう定ていせよ、と。それは決して人を根ね絶だやしにしろということではなかった。現に彼は、人の反はん撃げきを当然のものとして受け入れた。吸血鬼は人を狩かり、人は吸血鬼を討うつ。その姿を正しいと言う。あるいはあれは、吸血鬼にとっての『共存』の在り方──その選せん択たく肢しのひとつだったのではないでしょうか？」


　それは、彼もまた答えを探す探たん究きゆう者しやの一人であることを示す独どく白はくだった。陣内は双そう眸ぼうを鋭するどく引き締しめたが、すぐには返事ができなかった。


　陣内が答えないでいると、張は首を巡めぐらせて背後を振り返った。


　彼が背にする事務所からは、人の気け配はいが伝わってくる。


　事務所内の者たちがどんな心持ちでいるかは、想像に難かたくなかった。これほどの大事件でありながら、本部からの情報がろくに回されて来ないのだ。今日言い渡されたばかりの人事もある。何より、この大おお騒そう動どうの発ほつ端たんには、自分たちの同どう僚りようが関わっている。気が気ではないだろう。


　彼らはいま、何よりも確かな情報と的てき確かくな指示を求めている。


　そして、それを自分たちに与えることができるのが誰だれか、痛いほどわかっている。


　だからこそ、自立心が強く、時として組織の枠わくからはみ出しがちな調停員コンプロマイザーたちが、うかつな行動に出ることなく、事務所に集合しているのである。誰に言われるまでもなく、「待って」いるのだった。


「……たいした統とう率そつ力りよくだ」


「萎い縮しゆくしてるだけですよ。これまでにない大事だけに、みんなビビってるんです。頼たよりない話だ」


　信しん頼らいを寄せる部下たちを、陣内はあっさりこき下ろした。張は珍めずらしく、陣内の言いい様ざまに苦笑を浮かべた。


「……『黒くろ蛇へび』は仕し掛かけてきますかな？」


「まだでしょう。もっとも、これは勘かんですが」


「当たることを心から祈ります」


「非ひ論ろん理り的てきですね。張部長らしくもない」


「それは誤ご解かいです。わたくしは合理性と非合理性とを差別したりはしません。ただ区別するだけです」


　今度は陣内が苦笑した。


　そして張が階段を下り始めると、陣内は階段の一段目に足をかけた。


「張部長。ひとつお願いしたいことが──」


「葛城ミミコと朱鷺籐サキの身み柄がらは、可能な限り早く解かい放ほうします」


　陣内が言うより早く、張は告げた。


「あの少女もたいしたものですね。『義士』の長おさは彼女の言うままに無む抵てい抗こうで連れん行こうされましたし、『銀ぎん刀とう』に至いたっては本部のロビーで刀を抜きかけた」


「あとの方のは馬ば鹿かですから」


　そして陣内は感謝の念を込めて頭を下げると、張とすれ違って階段を上り、事務所のドアに手をかけた。


　張はそのまま階段を下りて薄暗い銀杏並木を独ひとり歩いた。


　やがて背後から歓かん声せいに似た声が聞こえて来る。


　張の口元がわずかにほころんだ。が、彼は振り返ろうとはしなかった。彼も、そして陣内も。これから特区が直面するであろう過か酷こくさを、よく理り解かいしていた。





　　　２





　サユカが目を覚ましたとき、辺りはすでに薄うす暗ぐらかった。


　一いつ瞬しゆん自分のいる場所がわからなかったが、思い出して赤面する。ここはミミコの住む古ビルだ。ジローに通された客室である。休んでいけと言われ素す直なおに休きゆう憩けいを取っていたのだが、眠ってしまっていたらしい。


　建物は静まり返っていた。まだミミコたちは帰っていないようだ。時計で時間を確かく認にんする。すでに三時間過ぎていて驚おどろいた。


　自覚はなかったが、疲れていたのだろう。サユカはしばらく暗い部屋でぼんやりしていたが、やがてソファから立ち上がり、手て洗あらいを借りに向かった。


　洗面所の明かりを点つける。


　鏡に映うつった自分の姿を見て、ひどく惨みじめな気分になった。髪は荒あれ放ほう題だいで、化け粧しようもはげている。眠りながら泣いていたのか、目元が赤黒く腫はれていた。


　なんて有あり様さまだろう。しかし、すぐには身み繕づくろいをする気持ちにもなれない。結局サユカは明かりを消して用を足し、とぼとぼと廊ろう下かを歩いた。


　おそらく、もともと倉庫だった建物なのだろう。一階は段ボールや木箱が山やま積づみのままで、それを仕切りにしてスペースを確かく保ほしていた。その奥へと進む。どうやらリビングとして使用しているらしく、絨じゆう毯たんが敷しかれ、テレビやラジカセ、フリーラックが置かれていた。


　色あせたクッションに、読みかけの雑誌。ゲーム機きもある。隅すみには食しよく卓たくと椅い子すが三人分配はい置ちされている。どこにでもある平へい凡ぼんな光景だった。ここで、ミミコが『銀刀』やその弟と生活しているのかと思うと不ふ思し議ぎだ。


「……随ずい分ぶんと庶しよ民みん的てきなのね」


　サユカはひとりごちて寂さびしそうに笑った。


「とても……人と吸血鬼が一いつ緒しよに住んでるようには見えないわ」


　自分たちとは違う。ミミコに羨せん望ぼうを覚えている自分に、サユカは驚き、うなだれた。


「……ゼルマン様」


　ゼルマン・クロックは死に魅みせられている。


『ウォーカーマン』の告げた言葉は、サユカを動どう揺ようさせてあまりあった。


　だが、否定することはできなかった。誰よりもゼルマンのことを考えてきたサユカである。主の気まぐれの奥に暗く儚はかない衝しよう動どうがあることは、なんとなく察さつしていた。察することができたから余よ計けいに、彼の気高さ、自由さを愛いとおしく思っていた。彼の側で、彼の気まぐれを見守れることが嬉うれしかった。


　なのにまさか、彼の望みが、死──己の消しよう滅めつだったとは。


「……どうして」


　サユカの胸が、どうしようもなく悲しみに沈しずんでいく。


　ゼルマンの秘ひめた願がん望ぼうは、何も吸血鬼にとって特別なことではない。『ウォーカーマン』が指し摘てきした通り、あまりに長い時間を生きてしまった吸血鬼は、自らが生存することに興きよう味みをなくすのである。耐たえられなくなる、とも言えるだろう。それは、人の性さがを残したまま不老となって生き続ける、吸血鬼の宿命である。


「でも……！」


　あの、ゼルマンなのだ。あれほど力強く、誰だれよりも自由で、屈くつ服ぷくというものを知らない、あのゼルマン・クロックなのである。それが、どうして……


　サユカは肩を震ふるわせた。嗚お咽えつをかみ殺し、涙を堪こらえて、じっと佇たたずんでいた。


　そうして激げき情じようが過ぎ去るのを待ち、頭が冷静さを取り戻すのを待ってから、


「……違うわ」


　と短くつぶやいた。


　そうだ。違う。確かにゼルマンは力強く、自由に生きていた。しかし、その強く自由な生に喜びを見み出いだしていただろうか？


　彼はいつも言っていたではないか。退たい屈くつだ、と。日常に倦うみ、何か少しでも興味を引くものを求めていたではないか。求めて、しかし得られないからこそ、怠たい惰だに逃げていたのではないか。彼が心の底から楽しげに笑うところを、サユカは一度でも見たことがあっただろうか？


　人知れぬ地下室に横たわり、あるいは当てもなく街を彷徨さまよいながら、ゼルマンは何を思っていたのだろう。そんなこと、サユカはこれまで真しん剣けんに考えたことさえなかった。


　何かしなくては。


　サユカの目に狂くるおしい思いが灯ともった。


　それが主の意に反することでもいい。このまま彼を失しつ意いと虚きよ無むに蝕むしばまれたまま失わせてはならない。


　もちろん、それが甚はなはだしい思い上がりであることはわかっていた。八百年という時間を生きた誇ほこり高き大吸血鬼なのである。自分のような小娘に、いったい何ができるというのか。そんな自じ覚かくはあった。


　それでも、ただ座してゼルマンの死を見届けることなど、サユカにはできなかった。


　自分はただの人間だ。歳もたかだか二十二。財ざい力りよくもなければ権けん力りよくもなく、さして知恵の回るわけでもない。


　しかしそれでも、ゼルマンのためにできることが、きっと何かあるはずだ。


　ふと、この古ビルに暮くらす、自分より年下の少女が脳のう裏りに浮かんだ。


「……あの子は」


　ミミコは調停員コンプロマイザーとしてセイやケイン、そしてゼルマンと向き合うとき、どんな気持ちでいたのだろうか。『同族殺し』と呼ばれる悪名高き吸血鬼と、どんな思いで生活を共にしているのだろうか。尋たずねてみたい、と思った。


　サユカは深く息を吐はき出し、無む理り矢や理りに気を引きしめた。


「帰ろう」


　こんなところで泣いていても仕方がない。『ウォーカーマン』のこともある。ゼルマンに限って身の危き険けんなど考えられないが、それでも側にいて差し上げたい。自分が力になることはなくとも、この身体に流れる血は、彼の糧かてとなれるはずだ。


　せめて化粧を直してから。そう思ってポケットを探さぐったサユカは、自分の携けい帯たいに着ちやく信しんがあったことに気がついた。


　ゼルマンからではない。『夜会カヴン』に属ぞくする吸血鬼からだ。メールも届いていた。その内容を読んで、最初は書いてあることの意味がわからなかった。


「……鎮ちん圧あつチームが巡じゆん回かい？　テレビって……なんのこと？」


　メールを出していたのは一人ではない。おそらくゼルマンと連れん絡らくがつかず、サユカに尋ねようとしたのだろう。どのメールも切せつ羽ぱ詰つまっており、異い様ような感じがする。『カンパニー』。事件。報ほう道どう。ゼルマンの不在。鎮圧チーム。弾だん圧あつ。散りばめられた言葉に、言いようのない胸むな騒さわぎを感じた。中でも二つの単語が、最悪の連想を強しいる。


　事件？　報道？


「……まさか」


　顔を上げ、サユカはテレビのリモコンを探した。


　スイッチを押す。


　ニュースを探しチャンネルを合わせるまでもなかった。すべての局で、そのニュースは取り扱あつかわれていたからだ。


　画面に映る見み慣なれた街まち並なみに、サユカの美び貌ぼうから見る見る血の気が失うせ始めた。
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　いつもより街が騒さわがしい。その理由は、街がい頭とうの大型テレビで知ることができた。


　カメラが捉とらえた映像を見上げ、ゼルマンは赤い両目を細めた。


「……あの男」


　一昨日の夜、ミミコが追っていた吸血鬼だ。血に半身を染そめた若い吸血鬼は、パニック状じよう態たいの人間たちの中心に、誇ほこらしげに立っていた。逃げ隠かくれする理由はない。そう、全身で物語っていた。


「……そうか。バレたか」


　極きわめて淡たん々たんと、ゼルマンは事態を認にん識しきした。


　騒さわぐようなことではない。想定していて当然の状じよう況きようだ。これまでの特区が特とく異いすぎたのである。


　足を止めてニュースに見入るのは、ゼルマンだけではなかった。通行人の多くは深しん刻こくな面おも持もちで、凶悪な吸血鬼の蛮ばん行こうに息をのんでいる。ゼルマンはニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり直すと、キャスターの悲ひ愴そうなコメントに背中を向けた。そして、画面に注目する聴ちよう衆しゆうの輪わから、独ひとり静かに離れていった。


　煙草たばこをくわえ、視経発火アイ・イグナイトで火を点つける。人中であることなど気にもとめなかった。人間からの不ふ審しんを避さけるよう、細かいことに気を払う。そうした行こう為いに意味を感じなくなって、ずいぶん経たつ。慎しん重ちように行動したとして、その結果得られるレベルの安全性や利り便べん性を、重要と思わない──感じられないのだ。


　ふと、ゼルマンは笑った。


　あの吸血鬼、ずいぶんいい顔をしていた。まだ若い、話にならないひよっ子だ。しかし、彼はあの吸血鬼が羨うらやましかった。銀の弾だん丸がんで心臓を射い貫ぬかれ灰になる。その様子にさえ、淡い羨せん望ぼうを感じた。


「最後の独り……ね」


『ウォーカーマン』の言うことだ。全面的に信用できるとは限らない。だが、あの場合、真実を告げることこそ、彼の望む効果をもっとも引き出せたはずである。何より、ゼルマン自身の『血』が、『ウォーカーマン』の発言が真実だと告げていた。そんなことにだけは、妙みように勘かんが働くのだ。


『血』。


　ゼルマンは白はく皙せきの美び貌ぼうを自じ嘲ちようで歪ゆがめる。


　いつだったか、彼はコタロウに『血』の導みちびきがどういうものか説いたことがあった。お笑いぐさである。彼自身は、自らの血けつ統とうがもたらす『血』の声を、もう何百年もの長きにわたって聞いていないというのに。


　昔は違った。かつてのゼルマンは、己の『血』が命じるままに生きた。そのことに疑問を挟はさむことなど皆かい無むだった。『闘とう将しよう』の血統に相応ふさわしく闘とう争そうに明け暮れたこともあれば、歳さい月げつを忘れるほど各地を放ほう浪ろうしたこともある。渇かわきを癒いやすために人に近づいたこともあるし、ただいたずらに血を貪むさぼったこともあった。多くのものを見て、多くのことを知り、そのほとんどを長い時間の中で忘ぼう却きやくしていった。吸血鬼とはそんなものだと、漠ばく然ぜんと信じていた。


　それがいつだっただろうか。あるときゼルマンは、自分が自らの『血』の導みちびきをもう何年も感じていないことに気がついた。


　初めは気にとめなかったその事実は、年を経へるごとに大きく重くなり、ついにはゼルマンの足を止めさせた。生きることは動くこと。そう信じていた彼を、動けなくした。動くことの意味を、彼から奪うばい去ったのである。


　そうなると忘却の波は容よう赦しやなくやってきた。ゼルマンはこれまで『血』の導きに従って生きてきた。そう信じていた。しかし、そんなものは本当に実在したのだろうか？　血統の『血』にそんな意志があっただろうか？　ずっと以前、己が長老から聞かされた戯ざれ言ごとを、勝かつ手てにねじ曲げて記き憶おくしているだけではないのか？


　ゼルマンは転てん化かして最初の数十年を除のぞき、以降はずっと独ひとりで生きてきた。『血』の導きも、それを失ったことも、すべて彼一人の問題だった。彼はたった一人、出口の見えないまま時間を過ごし、退たい屈くつを重ねていった。世界は次し第だいに色しろ褪あせ、心もまた躍やく動どうを止めた。


　ただ、完全にではない。『ウォーカーマン』の発言が真実と察さつ知ちしたように、危き機きに瀕ひんした際さい、『血』は彼にアドバイスをくれる。それは彼に流れるのが『闘将』の血だからだろう。危き険けんの中に身を置いたときだけ、彼はかつての導きを思い出すことができるのだ。


　だから、砂色の時間に喘あえぐゼルマンは、危険にだけは敏びん感かんに反応した。ただし、彼ほどの吸血鬼が本気で感じられる危険は少ない。心しん胆たんを寒からしめ、魂たましいを痺しびれさせる危険。時間の牢ろう獄ごくをねじ曲げてくれるほどの危険。それはゼルマンにとって、世界中のどんな宝石よりも貴き重ちようで、美しく輝かがやいて見えるのである。


　チベットのラサにふらりと立ち寄ったのは、そんなときだ。そこには、彼の同族──実に三百年ぶりに会った『闘将アスラ』の血を引く吸血鬼が待っていた。


　そして、彼もまた、ゼルマンと同じ渇かつ望ぼうに取とり憑つかれていた。


「……まだ、十年か」


　ゼルマンの双そう眸ぼうが、鮮あざやかな色合いのまま透すき通るように変化した。


　血族と再会したゼルマンは、互いの望みを叶かなえ合ったのち、また独り残された。そのあとは、それまで以上に巨大な虚うつろを抱えることになった。


　そして、「ある物」を求め、特区にやって来たのである。


　と、ゼルマンは急に足を止め、ため息をついた。


「……いつまでつけ回す気だ？」


　誰だれにともなく言う。すれ違った通行人が怪け訝げんな顔を見せた。


　すると、街を行き交かう人々の中から、一人の男が彼の前に近づいてきた。地味なスプリング・コートを着ているが、その下には鎮圧チームの制服が見え隠かくれしていた。


　褐かつ色しよくの肌はだに鍛きたえられた肉体。軍人を連想させる引き締しまった面つら構がまえは、鎮圧チームの隊長代理、バドリック・セリバンだった。


　彼は緊きん張ちようの面持ちで、特区でもっとも危険な吸血鬼に声をかけた。


「……ゼルマン・クロック。ニュースは見たな？」


「見た。ざまあないな。『カンパニー』も今日が限りか」


「……そうはさせない。今回の件は極きわめて遺い憾かんではあるが、『カンパニー』は今後も特区に欠かすことのできない存在だ」


「そうかい。せいぜい頑がん張ばんな」


　ゼルマンは興味のない口調で言って、先に進もうとした。バドリックはそれを遮さえぎった。額ひたいに流れる汗あせが、ただそれだけの行こう為いにさえ大変な勇気を必要としていることを明かしている。


　ゼルマンは冷ややかに彼を見つめた。


「……なんの真ま似ねだ？」


「『カンパニー』は特区に住む吸血鬼に戒かい厳げん令れいを敷しいた。以後の外出は控ひかえて欲しい」


「……例の協定とやら、オレは加わった記憶はないが？」


「全吸血鬼に対する命令だ。協定血族かどうかは関係ない。むろん『夜会カヴン』であろうと」


「じゃあ、オレだけ外せ」


　あっさりとゼルマンは返した。だがバドリックは彼を通さない。


　ルビーのような瞳が半眼になり、酷こく薄はくな視し線せんを人間に突き刺した。


「……二人目の犠ぎ牲せい者しやがお望みかい？」


「聞き分けてくれ、ゼルマン・クロックっ。いまがどういう状況か、わからないはずはないだろう？　あのロモスという吸血鬼はあくまで例外。いまなら……彼一人なら、そう処しよ理りすることができる。そう処理せねばならんっ。いまもっとも避さけねばならないのは、第二の事件を起こすことなんだ！」


　バドリックの必死の嘆たん願がんに、ゼルマンは、見る者を戦せん慄りつさせずにおかない、震ふるえるほど美しい冷笑で答えた。


「わかってないのはお前の方だな。奴やつは例外なんかじゃない。最初の一人だ。たまたま奴だったんだ。どれほど型に塡はめようと、ああいう奴は必ず出てくる。それが──」


　とゼルマンは視線を和やわらげるや、戦慄の冷笑を、男すら魅み惑わくしかねない婉えん然ぜんたる笑みへと変えた。


「それが吸血鬼の『血』ってもんさ。──たぶん、な」


　そしてゼルマンは、バドリックを無む視しして前に歩き始めた。バドリックは決死の覚かく悟ごで彼を止めようと腕を伸ばすが、


「……くっ！」


　伸ばした手がコンクリートで固められたように動かなくなる。力場思念ハイド・ハンドだ。それは一瞬のことだったが、ゼルマンはバドリックから悠ゆう々ゆうと離れていった。


　隊長代理の交こう渉しようを見守っていたのだろう。たちまち周囲の流れに逆らい、数人の人間がゼルマンを追つい跡せきし始めた。


　だが、このような公の場所で強引な手に打って出るわけにはいかない。第一、強きよう硬こう手しゆ段だんを仕掛けて、それでどうにかできる相手ではない。


「……となるとまあ、次に出てくるのは……」


　ゼルマンは周囲の気け配はいを探さぐり、予想通りの反応を見つけてほくそ笑んだ。


　これは危険だろうか？


　いや。全然つまらない。それでも、このまま鎮圧チームを引き連れて街を回かい遊ゆうするよりは、幾いく分ぶんマシだろう。


　ゼルマンは歩ほ調ちようを変えることなく、まるで散歩のついでにコンビニに寄るような気軽さで向かう先を変へん更こうした。表通りから横道へ。さらにその奥の路ろ地じへ。人ひと気けのない方へと進んでいく。


　周囲の動きが慌あわただしさを増していった。待たい機きしていた鎮圧チームが装備を──おそらく対古血オールド・ブラツド用の装備を──改めているのであろう。夜気の中に人血の発するアドレナリンを感じ取り、口の中で牙きばが疼うずき始めた。


　路地を抜け、ビルに囲まれた空き地に出た。街がい灯とうはひとつだけ。背中を向けるビルの壁へき面めんに、申し訳程度の電球がついている。


　その電灯の下、緊張の面持ちを浮かべ、ケイン・ウォーロックが立っていた。


　二人の古血オールド・ブラツドが空き地に入ると同時に、鎮圧チームが周囲の包囲を完成させる。ビルの窓から、屋上から、幾いくつもの銃じゆう口こう が顔を見せた。言うまでもなく、照しよう準じゆんを合わせるのは、黒いニット帽にジャージ姿の少年だ。


　ゼルマンは自らに向けられた銃口の列には、まるで関心を払はらわなかった。ただ、険けわしい表情のケインを、おかしそうに眺ながめた。


「よお。ウォーロックの」


「……ゼルマン。ここは、退ひいてくれ」


　ケインは苦しげに言った。ゼルマンは鼻で笑った。


「いつもの客かつ気きはどうした？　今晩はお前が遊んでくれるんだろ？」


「特区がいまどういう状況にあるか。なぜそれを理解しないっ」


「してるさ。別に特こ区こは何も変わってない。まあ、少し素す直なおになったってだけさ」


「ゼルマン！」


　ケインが叫さけぶ。その直後、ゼルマンの力場思念ハイド・ハンドが炸さく裂れつした。


　ケインは聖せい戦せんで活かつ躍やくした強力な吸血鬼である。単純に一対一で戦えば、ジローであろうと敵かなう相手ではない。


　そのケインが、為なす術すべもなく吹き飛んだ。避さけることはおろか、攻撃に反応することすらできなかった。


　それでも、吹き飛ばされたあとは直ちに思し念ねんで体たい勢せいを整え、大地に着地して構かまえを取った。


　彼の表情は痛つう恨こんそのものだ。自らの身を案じているのではない。特区内でゼルマンが暴れればどうなるか。そのことを恐きよう怖ふしているのである。


　そんなケインの内心を見み透すかした上で、


「悪いな」


　とゼルマンはケインに告げた。


「今日はちょっと気分なんだ。続けさせてもらうぜ」


　ボッと小さな炎が爆はぜ、空き地の闇やみを一瞬照らした。『闘将アスラ』の血統が受け継ぐ視経発火アイ・イグナイトの能力だ。


　準備運動をするような、ささやかな行為。だがゼルマンの火は、吸血鬼の力の源である血を、いとも容易たやすく焼き尽くす。


　歯を食いしばるケインの顔が、悲ひ壮そうな覚かく悟ごに彩いろどられていく。ゼルマンはにやりとした。


　吸血鬼たちの唇から、白い牙がゆっくりと姿を見せた。
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『カンパニー』本部は、まさに嵐あらしのただ中にあった。


　寄せられる報告は、どれも認みとめたくない内容ばかりだ。世界中の放送局で特区の映像が流されている。それらを残らずモニターしながら、『カンパニー』の人々は、ただ青ざめて狂きよう奔ほんしていた。


　それでも彼らが度を失わずにいられたのは、尾根崎ミタカがいたからだろう。


　彼は第一情報管かん制せい室しつに席を構え、口にする者が怯ひるむほどの報告を、動じることなく受け取り続けた。さすがに顔色は悪く、死人のように血色がない。だが、瞳ひとみに灯ともる光が揺ゆらぐことはなく、硬かたい信しん念ねんがいまなお健けん在ざいであることを周囲の人間に示していた。


　彼がいて指示を出しているから、部下たちも衝しよう撃げきに打ちのめされることなく、事じ態たいの対応に没ぼつ頭とうできているのだ。


　特区はすでに「傷」を受けた。だが致ち命めい傷しようではない。そう信じることができているのである。


　だから彼らは、尾根崎の内面の苦く悩のうを知ることはなかった。吸血鬼の発はつ覚かく。そのことに、誰よりも深い衝撃と痛みを覚えているのは、他ほかならぬ尾根崎なのである。


「……これまでだな」


　と尾根崎は誰に聞かれることもない本心をもらした。それは、傷つき、血まみれになった独どく白はくだった。


　これまでの特区と『カンパニー』は、ここで終わらざるを得ない。状況は推すい移いし、後戻りはできなくなった。特区の平和はなんとしても維い持じせねばならないが、平和の形そのものは大きく変へん貌ぼうすることになるだろう。


　鎮圧チームからの報告が届いたのは、そんなときだった。


『夜会カヴン』のゼルマン・クロックに接せつ触しよくする。この際、ケイン・ウォーロックにバックアップを依い頼らいする。


　報告の内容は以上だ。許可を求めてのことではなく、すでに決けつ定てい事じ項こうである。ゼルマンが戒厳令に従う様子を見せない以上、他に手はない。それが現場の判はん断だんであり、また現実でもあった。


　尾根崎もその判断を認めた。


　チームの優ゆう秀しゆう性せいはわかっている。その上で、チームの判断が正しいことを、彼は認めた。


　つまり、鎮圧チームにも可能なこととそうでないことがあるのだ。


　鎮圧チームには不可能なことを求めるなら、彼ら以外の力が必要となる。


「……やむを得ん……か」


　特区の変貌。その音を確かに耳にしながら、尾根崎はそうつぶやいた。





　　　３





『カンパニー』本部を構かまえる高層ビル。そのロビー横にある通行口の外で、ジローとコタロウは事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けるミミコを待っていた。


　ジローは両手をスラックスに入れ、植うえ込みのブロック塀べいに軽く腰を下ろしていた。いつになく剣けん呑のんな顔つきで、虚こ空くうを見み据すえている。コタロウは兄の足下にしゃがみ込み、抱かかえた膝ひざに頰ほおを埋うずめていた。


　兄弟がそんな風に会話も交わさずささくれ立った時間を過ごすことは珍めずらしい。


　ジローは何度か、


「お前はいいから、家に戻りなさい」


　と言ったのだが、コタロウは聞き入れなかった。ジローも無む理りに弟一人を帰す気にはなれず、結局こうしてミミコが出てくるのを待っているのである。


　本当ならその場に立ち会いたいし、そうして悪い理由などないはずだった。しかしジローの懇こん願がんを、リンスケは承しよう知ちしなかった。


「いま本部を刺し激げきしないで。彼らは彼らで限げん界かいなの」


　そのリンスケは査さ察さつ部の人間としてミミコたちの事情聴取に立ち会っている。もし彼がいなければ、ジローも我がを曲げて引き下がることはなかっただろう。


　静かだがじりじりするような時間が過ぎた。


　やがて、ジローが素す早ばやく通用口に目を向けた。コタロウもつられて顔を上げた。


「ミミちゃん！」


　コタロウが叫さけぶ。ビルから出てきたミミコは、コタロウを見ると力のない笑みを浮かべた。


　ミミコの顔を見た瞬しゆん間かん、ジローの胸がずきりと痛んだ。


　なぜ彼女のように健けな気げな少女が、こんなにも辛つらい思いをしなければならないのか。そのことが無む性しように腹立たしく、悔くやしい。


「ミミちゃん、大丈夫？」


「……うん。ありがとう、コタロウ君。ジローさんも。待たせちゃったわね」


　ミミコは苦笑して済まなそうに謝った。だが、いつも通り振ふる舞まう裏うらで、いまにも崩くずれ落ちそうな自分を必死に支えている。そのことが、ジローには手に取るようにわかった。


　ミミコに続いてサキも姿を見せた。さすがに彼女はミミコより気き丈じように見える。いや、ミミコのためにこそ、気丈に構えているのだ。「ようやく終わったよ」と兄弟に向かって報ほう告こくした。


「どうだったのです？」


「根ね掘ほり葉は掘ほりだ。当とう然ぜんだけどね。しかし、正直言ってリンスケ殿どのがいてくれて助かった。彼が一緒でなければ、夜が明けるまで解放してくれなかっただろう」


「いまさら二人を責せめても意味のないことです」


「……かもしれない。でも、そうでもしなければ彼らの方が自分自身を見失ってしまいそうだった。何しろ本部は、いま、大変だ」


　サキはそう言って、出てきたばかりのビルを振り返った。


　カンパニー本部は最上階からの五階分。いまも煌こう々こうと明かりが灯り、特区の受けた痛いた手でを最小限にとどめるべく、最大限の努力を続けている最中だ。それは、大海の海水を残らず汲くみ上げるような作さ業ぎように違いない。サキの台詞せりふには、彼らの必死の想おもいを推おし量はかる優やさしさがあった。


「それに──」


　とミミコがかすれ声で言った。


「意味がないって訳わけでもないわ。あたしの、ミスだもん」


「──ミミコっ。それは違う」


　鋭するどくサキが言う。「でも」とミミコはいまにも決けつ壊かいしそうな震ふるえる声で答えた。


「あたしがもっと上手くやってたら……二人も、死んだりしなかった」


　ミミコの台詞に、サキは口をつぐむ。ただ、彼女の顔は、いまの状況とは少し場ば違ちがいな驚きを浮かべていた。


　ミミコはごく当たり前のように「二人」と言った。それは当とう然ぜん、ロモスが殺した人間と、灰になったロモス自身を指しているのだろう。


　しかし、いま『カンパニー』のどの人間に聞いてみても「犠ぎ牲せい者しやは一人」と答えるはずだ。事件を引き起こした吸血鬼の死など、いったい誰が悼いたむだろうか。


「ミミコさん」


　と、黙だまり込こんだサキに代わり、ジローがミミコに声をかけた。


　ミミコの視線がジローと交わる。濁にごりのない澄すんだ瞳が、その奥で救いを求めているのを見抜き、ジローは優しく頷うなずいた。


　そして厳きびしく告げた。


「あなたは確かにミスをしたかもしれません。少なくとも、最さい良りようの行動を取ることはできなかったのでしょう」


「──そ」


　ミミコの目が大きく見開いた。ジローはゆっくりと、ひと言ひと言に思いを込める。


「でもね。それはあなただけのミスじゃない。私のミスであり、コタロウのミスであり、サキさんのミスでもあります。違いますか？」


「……でも」


「『カンパニー』がずっと犯おかし続けてきたミス。特区が内ない包ほうしてきたミス。人と吸血鬼の関係の中で、避さけようもなく現れるミスです。いわば人の世に私たちの黒い血を混ぜた、神様のミスですよ。何も、責任を曖あい昧まいにするために言っているんじゃありません。あなたより長く生き、多くを教わってきた私の意見です」


「…………」


　唇を震わせ、まじまじと自分を見つめる少女に、ジローは穏おだやかな声で言い聞かせた。


「自分だけが悪いなんて、とんだ間違いですよ。あなた一人が責任を負うことも、あなた一人に責任を負わせることも間違いだし、それでは何も解かい決けつしません。これは、そんな簡かん単たんな問題じゃない。関かかわりのあるすべての者が、真しん剣けんに考えて答えを出すべき問題です」


　ジローは本心からそう言った。そして、それはたぶん真実なのだ。ミミコたちが日夜立ち向かう問題とは、そういう問題なのである。


「だから、ミミコさん。抱かかえ込むのはおやめなさい。そんなことをしても、誰だれも幸福にはならない」


「ジローさん……」


　ジローを見つめるミミコがぶるぶると震えだした。瞳が潤うるみ、息が途と切ぎれる。必死に泣くのを堪こらえ、ミミコは制服の裾すそをぎゅっと握にぎりしめた。


「……サキちゃん」


　とコタロウがサキの手を引いた。サキは慌あわてて「先に行くよ」と声をかけ、二人の側を離れた。


　それに気づかないまま、ミミコは次し第だいに感情を持て余あまし始める。


「ジローさん……ジローさん……あたしは……」


「はい。なんですか？　私はちゃんと、聞いてますから」


　ジローが側により、ミミコの肩を支える。細く、頼たよりない肩。ジローの笑みが、一層優しいものになる。


　ミミコはジローに寄りかかった。


「ジローさん、あたし、思い上がってたんだよ。最近仕事が調子よくて。忙いそがしいけど充じゆう実じつしてて。関わった人たちに、感謝されてさ。なんでもできるような気がしてた。すっかり一人前になった気でいた。部長が異い動どうされたときも、だったらあたしがなんとかしてやるって。『カンパニー』のゴタゴタなんか、あたしには関係ないぞって」


「はは。たいした気き概がいではないですか」


「違うよ。馬ば鹿かだよ。全然わかってなかった。自分が関わる仕事が、どんなに大変なことなのか。危き険けんで──本当に危険で。もし何かあれば、いろんな人に迷めい惑わくかけるって。取り返しのつかないことになるって。わかってなかった」


　ミミコの指が、ジローのシャツをきつく握りしめた。顔を見られたくないのか、ミミコはうつむくように、額ひたいを胸に押しつけてくる。その小さな身体からだ。吹けば飛ぶような身体の奥で、血が赤く輝かがやきながらどくどくと鼓こ動どうを高めていく。ミミコの感情そのままに。


「あたしは馬鹿だ。あたしっ、あたしはいったい、なんてことを……！」


　堪こらえ切れずに、ミミコは悲ひ嘆たんを吐はき出した。


　糸が切れたように、しがみついていた指先から力が抜ける。ジローは慌あわててミミコを支え、倒れそうになった彼女をそっと抱だきかかえた。


　ミミコの悲嘆は悲しい泣き声に、そしてすぐ号ごう泣きゆうに変わった。子供のように声を嗄からし、ミミコはわあわあと大声で泣いた。ジローは黙だまって、彼女を泣かせた。ただ、回した腕に、少しだけ力を込めた。


　そう言えばミミコの涙なみだを見るのは久しぶりな気がした。


　一年前は、あんなに泣き虫だったのに。


　やがてミミコは泣きやんだ。ジローは彼女が落ち着くのを待ち、もう一度、話しかけた。


「ミミコさん。調停員コンプロマイザーに一番必要な資し質しつってなんだと思います？」


「……え？」


　感情を残らず吐き出し、ミミコは放心状態になっていた。ジローの質問の意味がわからず、真っ赤になった目で彼を見上げた。
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　綺き麗れいな涙だ。そう思いながら、ジローは幾いく分ぶん気き取どった口くち振ぶりになった。


「お節せつ介かい、だそうです」


「お、お節介……？」


「はい。これはこの場の適てき当とうな思いつきじゃなく、由ゆい緒しよ正ただしい由ゆ来らいがあることなんですよ？」


　そう前置きし、ジローはゆっくりと話を続ける。


「そもそも、誰だれかと誰かが何を争おうと、当人たちの勝手。他人が口を挟はさむようなことではないじゃありませんか？　ただ、それが吸血鬼と人間だった場合、当とう事じ者しやに正しい知ち識しきがなければ、まず上手くまとまりません。それで調停員コンプロマイザーが必要となるのですが、それはやはり、基本的にお節介なことなんですよ。知識がなくて険けん悪あくになるのも、結局は当事者の責任なんですからね。なのに、わざわざ少なからぬ責任を請うけ負おってまで、彼らのために力を貸す。なぜなら放ほうっておくことができないから。まさにお節介でしょ？　でも、結局はそれが調停員コンプロマイザーという職しよくの、一番根っこになってるんです」


　飄ひよう々ひようとしたジローの説明に、ミミコはどう反応していいかわからないようだった。冗じよう談だんなのか本気なのかもわからずにいる。


　ジローは、ふふっ、と笑い、


「もちろん、お節介なんてものは、喜ばれるものとは限りません。それ以前に、不要である場合が多い。居いても居なくても関係ないことだってある。なぜならば、どれだけ他人がお節介をかけようと、最後に問題を解決するのは当事者だけだからです。いいですか？　調停員の立ち位置とは、見守ることなのです。力を貸すことしかできない。その上で、当事者が下した結けつ論ろんを受け入れねばならないのです」


「…………」


　ミミコの目が大きく瞬まばたきをした。涙に濡ぬれた瞳が、ジローの顔を映す。彼をつかむ指先に、少しずつ力が戻ってきた。


「今回の結果は大変厳きびしいものでした。ですが、それを選んだのは、あの人間であり、そしてロモスだ。ミミコさん。あなたは、すべてを台だい無なしにしたあの二人を、恨うらんでいますか？」


　ミミコはふるふると首を横に振った。ジローは彼女に向かって深く頷いた。


「なら、それで十分です。調停員コンプロマイザーに必要な二つめの資質。『誰かを恨んではならない』。ミミコさんはまだ一人前ではないのかもしれませんが、ちゃんと調停員ですよ」


　ジローの台詞せりふに、ミミコは新たな驚きを浮かべた。


　誰かを恨むようでは、調停員は務つとまらない。


　それは、彼女の上司が口を酸すっぱくして未み熟じゆく者ものの部下に言い聞かせ続けたことだ。


「ジローさんっ。それって、あなたが考えたことなの？　さっき、由来がどうだって言ってたよね？　まさか……」


　するとジローは、いかにも彼が──そして彼の旧友たちが好みそうな──人の悪い笑みを浮かべ、もったいぶって口を開けた。


「吸血鬼と人間の仲を取り持つ、いわゆる『調停』が、一番最初に行われたのがどんなシチュエーションだったかご存じですか？」


「え？」


「場所は香ホン港コン。当事者というのは、口が達たつ者しやなばかりのちゃらちゃらした若わか造ぞうで、髪を紫色に染そめていました。もう一人は大変立りつ派ぱな好こう青せい年ねんの吸血鬼です。その若造はこともあろうに、好青年の連れの女性に声をかけて来ましてね。温おん厚こうな青年も彼の態たい度どに腹を立て、一方連れはそれを止めようとして、ちょっとした騒さわぎになっていたのです。すると、そこに現れた一人の男がまあまあと割って入り、騒ぎはさらに大きくなって、結局全員でその場を逃げ出すはめになりました。思えば、それがあとから口を挟んだ男の狙ねらいだったわけですが」


　ミミコは啞あ然ぜんと目を見開いた。ぱくぱくと口を動かし、ジローの顔を指で指さす。


「まさか……え？　じゃあ……？」


　狼ろう狽ばいするミミコの前で、ジローは滅めつ多たに見せない顔をする。それは香港で──まだ百年の夜が続いていた頃ころの顔だった。


「たった十年と少し前の昔話ですよ。それがどうですか？　いまやあの図ずう々ずうしい男の目もく論ろ見みは、世界を巻き込んで成長している。ミミコさんもその一人だ。他にも呆あきれるほど大勢。百年生きた吸血鬼から言わせて頂いただきますが、ほんと、人間というのは油ゆ断だんならない」


　ジローはそう言って笑った。ミミコの驚きよう愕がくは、まだ冷めない。


「どうして言ってくれなかったの？」


「すいません。どうも切り出すタイミングがなくて」


「そんなっ……一年も一いつ緒しよに生活してたのに！」


「まあいいではありませんか。ミミコさん。いま、私のパートナーは、あやつではなく、あなたなんですから」


　ミミコが言葉を詰つまらせる。彼女は理り解かいしたのだ。かつてのジローと陣内の関係を。自分の護衛クローザーと上司とが、あの香港で結けつ束そくして、共に戦ったことを。


　吸血鬼と人間の垣かき根ねを越こえて。


　そして、今度は自分が……


「『銀ぎん刀とう』の相あい棒ぼうは、陣内ショウゴ。しかし、望もち月づきジローの相棒は、葛かつ城らぎミミコです。二人ともタイプは違うが優ゆう秀しゆうな調停員コンプロマイザーだ。私はラッキーな吸血鬼です。今後とも、よろしくおねがいしますよ、ミミコさん」


　その言葉は、ミミコの心に届とどいたらしかった。


　彼女の身体にしなやかな力が通る。ジローが腕を離しても、彼女はしっかりと自分の足で立っていた。赤い血の輝かがやきは、いまや眩まぶしいばかりだ。


　吸血鬼は成長しない。人間は、そうではない。ジローは、自分の言葉でまたひとつ開かい花かする少女に、我われ知しらず心を奪うばわれた。


　そしてミミコは、まだ泣いたあとの残る顔に、ようやく笑顔を取り戻し、


「ありがとう」


　と彼に言った。


　ジローは両目を細め、胸に手を当てて腰を折った。
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　少し前まで絶ぜつ望ぼうで何も見えなかったのが噓うそみたいだった。


「……ここで待ってて」


『カンパニー』事務所に着いたとき、ミミコはジローとコタロウにそう言った。


　兄弟は素す直なおに頷うなずいた。サキは心配そうな目を向けたが、ジローが彼女に向かってもう一度頷くと、口を挟もうとはしなかった。


　二人を外に残し、ミミコは事務所のドアを開ける。


　室内の熱ねつ気きが肌はだに触ふれた。事務所の人間たちは、ミミコとサキの二人に気づくと、ハッとしたような顔になった。だが余よ計けいな口は叩たたかず、ただ黙だまって頷うなずいてきた。


　ミミコは彼らに頷き返し、廊ろう下かを真っ直ぐに進んだ。


　途と中ちゆう、外に飛び出していく調停員コンプロマイザーたちとすれ違った。彼らもミミコたちを見ると表情を改めたが、二人を責める者はいなかったし、下へ手たな慰なぐさめも口にしなかった。ただ、「気にするな」と言い残して去っていく者。黙って笑いかける者。力強く、肩に手を置く者。そんな反応をする者ばかりだった。


　彼らの気き遣づかいが、涙が出そうなほどありがたかった。彼らはわかっているのである。ミミコの置かれた立場には、何の疑いもなく、自分自身も当てはまるだろうということを。


　階かい段だんを上がって二階に移動する。さらに奥へ。


　突き当たりの見み慣なれたドアには、『調停部』のプレートが下がっていた。ミミコは一度深呼吸をすると、唇くちびるを固かたく結んで、そのドアを押し開けた。


　事務室は大勢の人間が立てる雑ざつ音おんで埋うまっていた。出遅れた状じよう況きようをわずかなりとも挽ばん回かいするべく、誰もが寸すん暇かを惜おしんで動き回っている。


　だが、部屋に入って来たのが誰かわかると、その雑音が潮しおが引くように消えていった。


　部屋中の視し線せんが、ミミコに突き刺さる。サキが後こう輩はいを庇かばうように、スッと前に進み出た。が、ミミコはサキの手を取り、静かに首を振った。


　サキはミミコの先輩で、彼女より責任は大きいと考えているのだろう。


　だが、ロモスの担たん当とう者しやはミミコなのだ。たとえ相手がサキであっても、それは譲ゆずれなかった。サキもミミコの意志を悟さとったらしい。ぐっと唇を嚙かみ、しばし逡しゆん巡じゆんしたのち、彼女に前を譲った。


「先せん輩ぱい──！」


　小さな声が静せい寂じやくを破る。ヒバリだった。見れば、彼女の目元にも泣きはらしたあとが見える。自分のために泣いてくれたに違いなかった。心根の優しい後輩に、ミミコは感謝を込めて笑いかけた。


　それから、ゆっくりと部屋の奥──部長席のある方向へと向かった。


　調停員コンプロマイザーたちは息を凝こらしてミミコを見つめている。だがミミコの足取りはしっかりしていた。


　まだ肩に、ジローの熱がほのかに残っている。彼の心が、彼女の身体を包み込んでいるようだ。だからミミコはへこたれなかった。顔を逸そらすことなく、上司のいる部長席に歩み寄った。


　陣内は椅い子すに座る余よ裕ゆうもないまま、部下たちに指示を出し続けていた。ミミコが入室したとき彼女を見て口を閉とざし、立ったまま彼女が近ちか寄よるのを待った。


「……事じ情じよう聴ちよう取しゆは、もういいのか」


　穏おだやかな声で、陣内が尋たずねる。ミミコはもう一度、息を吸って、吐いた。


「はい。終わりました」


「……そうか。ご苦労だったな」


「いいえ」


　そこで一度、会話が途と切ぎれる。沈ちん黙もくを振り切るように、ミミコは頭を下げた。


「申し訳ありませんでした。今度の件、一番の責任はあたしにあります」


　陣内はすぐに返事をせず、自らの部下の様子を眺ながめていた。


「……そう思うかね？」


「はい。ただ──」


「ただ？」


「……全力を尽つくしたとして、今回の件が回かい避ひできたかどうかはわかりません」


　ミミコの台詞せりふに周りの者たちがざわめいた。批ひ難なんめいた顔になる者もいた。


　だが、そうした態たい度どは程なく改まった。冷静に見て、今回の事件は不幸な偶ぐう然ぜんが重なったという要よう素そが大きい。それらの不幸に対し、ひとつずつ予よ防ぼう線せんを張ることは極きわめて困こん難なんだ。何より、このトラブルの根こん本ぽん的てき原げん因いんは、特区が抱える宿しゆく命めいそのものにあるのである。


　吸血鬼と人間が共存する以上、予想され得うるすべての不幸に、前もって対たい処しよすることなどできはしない。調停員コンプロマイザーの誰もが承しよう知ちしていることだった。


「君の意見は正しい」


　と陣内も彼女を認めた。


「こうした事件が起きることは、特区ができたときから、すでに決定されていた。それが今日、『義士ピクロテテス』の血統によって引き起こされたこと。君が負うべき責任は、その点だけだ」


「はい。わかります」


「ならばいい。あの血統の処しよ遇ぐうは保ほ留りゆう中ちゆうだ。君はこれから彼らのために、全力を尽くせ」


「はいっ」


　ミミコの真っ直ぐな返事に、陣内は軽く頷うなずいて微び笑しようする。


　周囲にほっとした空気が流れた。


　だが、まだ続きがあった。


「しかし部長。ひとつだけ聞かせて下さい」


　ミミコの台詞せりふに、陣内は意い外がいそうな顔をした。仕事に戻ろうとしかけた手を止める。


「……なんだね？」


「部長はいま、今回の事件が決定されていたと仰おつしやいました」


「それが？」


「次はどうなんですか？　今日みたいなことは、また必ず起きますか？」


　再び周囲がざわめいた。今度は一度目のように、すぐに収まりはしなかった。


　現在『カンパニー』の職員たちは、目の前の事じ態たいを収しゆう拾しゆうすることに必死だ。その先を考えているのは、尾お根ね崎ざきや張ジヤンといった、ごく一部の人間だけである。


　そして、その中には陣内も含ふくまれる。


　陣内は慎しん重ちような声こわ色いろで、


「君はどう思う？」


「……起きると思います。特区の在あり方を変えない限り、必ず」


　ざわめきがどよめきに変わる。ミミコの意思を尊そん重ちようして報告を任まかせていたサキが、「おい、ミミコ」と、慌あわてたような声で言った。しかし、ミミコは止めなかった。ただ正直に疑ぎ問もんをぶつけた。


「みんなわかっていること……部長もさっき認みとめたことです。今度の事件の根こん底ていにあるのは、特区が抱える矛む盾じゆん です。それを解かい消しようしない限り、同じ事は必ず起きる。あたしは、そう思います」


　ロモスの顔が浮かぶ。彼が最後に見せた、誇ほこらしげな表情が。一昨日の夜、ミミコから逃げていた彼と、なんと違っただろうか。どちらが彼にとって幸せだったか、確かく認にんするまでもなかった。


　吸血鬼の獣じゆう性せいを、人間社会で認めることはできない。だが、すべてを闇やみに隠いん蔽ぺいして、彼らの本質を檻おりに閉じこめることが本当の共存だろうか？　自分は今後、いままでのような情熱をもって吸血鬼たちを相手に交こう渉しようすることができるだろうか？　彼らの存在を半ば否ひ定ていすることとわかっていて？


　できない。


　それがミミコの偽いつわらざる本心だった。


　ならば、特区そのものをどうにかするしかない。これまでとは異ことなる手しゆ法ほうで。


　調停員コンプロマイザーたるミミコの、それが使命ではないか。


　だからミミコは本音でぶつかり、彼女の上司──彼女の保ほ護ご者しやであり、彼女の師しであり、偉い大だいな調停員の先せん達だつたる陣内に、教えを請こいたいのだ。


「あたしは、どうすれば良かったんですか？」


　ミミコは聞いた。陣内が内心驚き──いや、戦おののいていることに気づかないままに。


「教えて下さい、部長。このままではいけない。あたしはそう思います。でも、どうすることが正しいのか。何が答えなのか。あたしには、わからないんです。だから、どうか教えて欲しいんです。これから──これから、あたしは──」


　ミミコの視し線せんがはっきりと陣内を捉とらえる。彼の、奥おく底そこに秘ひめた何かを。


「あたしは、どうすれば良いのですか？」





　　　４





　特区、第四地区フオース・ヤード。工こう業ぎよう地ち帯たいで多くの造ぞう船せん所じよや工場を持つこの地区の北ほく端たんは、東京湾に面していた。コンクリートで埋うめ立てられた区く域いきだが、その上には土の地面が広がり、雑草に覆おおわれている。吸血鬼出現に震ふるえ上がる騒さわぎも、ここまでは届とどいてこなかった。


　その、海に面した地域に、廃はい棄きされた漁ぎよ船せんを繫つなぐ桟さん橋ばしがある。付近の住民が作った木製の物だが、いまはほとんど使用する者もいない桟橋だ。


　しかし、夜も更ふけゆくこの時間に、桟橋を訪おとずれた人ひと影かげが二つあった。


　ひとつは、薄いあごひげにオールバックの、三十代後半とおぼしき男性。


　もうひとつは、彼と手を繫ぐ、小さな少女である。


「しかしまあ──」


　と男は渋しぶい外がい見けんに反する、軽い口くち振ぶりでぼやいた。違い和わ感かんがあるのも当然で、いまこの男は吸血鬼『ウォーカーマン』──ザザによって操あやつられているのだ。


「まさかほんとに独ひとりで特区に来るなんて！　もう少しお姉ちゃんからの知らせが遅れてたら、大変なことになってたよ。いや、まあ。あれでも十分大変なことではあったけど」


　いつ、どんな場面、どんな身体に宿っていても、ザザの口調はマイペースだ。いまも、叱しかっているのではなく、本当に呆あきれているだけらしい。


「いいかい、ワインちゃん？　僕も、みんなも、本当に心配したんだからね？　もう無む茶ちやなことはしないでよ。約束だぞ」


「……ごめんなさい」


　ワインはすっかりしょぼくれた顔でうなだれていた。服装は、広場で騒そう動どうに巻き込まれたときのままだ。だが、風に飛ばされた麦わら帽ぼう子しはなくなっており、彼女の紫色の瞳ひとみも隠かくせないでいた。彼女の心情を代だい弁べんするかのように、背中に垂たらした三つ編あみが、海風に吹かれて揺れている。


「わたし……どうしても、お姉ちゃんたちの役に立ちたくて。わたしなら、お父さんの気け配はいを一番感じられるはずだって思ったから」


「馬ば鹿かだなあ。お姉ちゃんは君に夢む中ちゆうなんだよ？　お兄ちゃんとの態たい度どの違いがどれほど壮そう絶ぜつかわかるだろ？　いやほんと、今日だって電話越ごしに殺されるかと思ったぐらいだ。仮にも女性だってのに、あの腰を抜かさんばかりの悪あつ口こう雑ぞう言ごんのバリエーションときたら！　しかもドスが利きいてやがるんだよ、見み事ごとなほどに。さらに悪いことは、悪口が口だけにとどまらないってことだ。あの恐おそるべき罵ののしりを、あの女はマジで実行に移うつすからな。ああ、考えただけで怖おぞ気けがふるう。君からも少し、お兄ちゃんに優しくするよう──おっと、話がずれた」


　ザザは勝手に盛り上がったあと一人で反省し、彼の妹──姉弟のアイドルたる末すえっ子この頭を撫なでた。


「とにかくさ。君は居いてくれるだけで、僕たちの力になってるんだ。これは噓うそじゃない。お姉ちゃんだけじゃなくて、僕も、他のみんなもね。それってすごいことなんだよ？　前の戦いにも一人、敵側にそういう存在の人がいてね。誰が厄やつ介かいって、その人が一番厄介だった。彼女があんなことにならなければ、聖戦はもっと早く終わってただろう。なら今度は僕らが有ゆう利りってことさ。僕らには勝利の『ワイン』が居てくれるんだから」


　ザザはにっこりとワインに笑いかけた。


　しかしワインは複ふく雑ざつだった。姉弟はよく香港聖戦のことを彼女に話してくれる。当然だろう。あの戦いが、姉弟の始まりだったのだから。


　だがワインはそのとき、生まれたばかりの赤ん坊ぼうに過すぎなかった。当時のことを何も知らない。姉弟の核かくとなる出来事を、自分だけが知らずにいるのだ。


　それどころか、あとでヤフリーから聞き出した話によれば、幼おさない自分の身を守るために兄のダール・ディーンは戦線を離はなれざるを得ず、そうしてできた戦力の低下が聖戦の敗はい因いんのひとつになったという。とても、じっとしてはいられなかった。


　ただ、じっとしていられず特区まで来た結果、かえってみんなに苦労をかけてしまったのでは意味がない。ワインは自分のわがままを我が慢まんし、素す直なおに兄の言葉に従うことにした。


「……それとね」


「ん？」


「ありがとう、お兄ちゃん。お兄ちゃんが広場に来てくれたとき、わたしとても嬉うれしかった」


　手を繫いだまま上うわ目め遣づかいに兄を見上げ、ワインはそう言った。


　するとザザは電でん撃げきに打たれたように動きを止めた。やがてわなわなと震えだし、ついには感かん極きわまった様子で、がばっとワインに抱きついた。


「ああっ、なんていい子なんだ君は！　他の連中にも爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたいっ。もっかい言って？　もっかい、『ありがとう、お兄ちゃん』って言って？」


「お、お兄ちゃん……おひげが痛い……」


　じゃれつく兄に、ワインはむずがる。兄が可愛かわいがってくれるのは嬉しいのだが、いつも違う姿なのが、どうしても慣なれないところだ。


　と、そこに、


「こらー。俺おれの可愛い妹に、不ふ埒らちな真ま似ねをするなー」


「うるさいぞ、マーベリック！　ワインちゃんは僕の妹だ！」


　声は海の方からした。桟橋に、一台のボートが寄せてきたのだ。


　運転しているのは、軟なん派ぱな感じのするひょろりとした青年だった。茶色い巻き毛と鳶とび色いろの瞳をしている。九龍王クーロンおうの直系たる九姉弟の六番目。マーベリック・ベンクだ。


「こら、マーベリック。減へらず口はいいから、もっと寄せろ。それだとワインちゃんが渡れないだろっ」


「うへー。勘かん弁べんしてよ。もう『結界』の影えい響きよう、厳きびしくなってんだから」


　マーベリックが情けない表情をする。ザザはワインに限らず他の姉弟たちを溺でき愛あいしているが、彼だけは別だった。二人は姉弟の陰いん謀ぼう担当というべきポジションにおり、様さま々ざまな悪わる巧だくみをこなしてきた。それだけに、互いに遠えん慮りよがないのである。もっともザザの場合は、姉から受ける理り不ふ尽じんを、マーベリック相手に発はつ散さんしているという面も強いのだが。


　しかし、マーベリックが限界なのは噓うそではなかった。軽口を叩たたいていても、彼の顔は真っ青だ。基本的に意い地じを張ったりしない青年だから、苦く痛つうや疲ひ労ろうを感じればすぐ表情に出るのである。


「馬ば鹿か者もの。ワインちゃんだって、それは同じだぞ。この『結界』は出るときも作用するんだ。これからワインちゃんがボートの上で耐たえる苦く痛つうを思えば……」


「平気だよ、ザザお兄ちゃん」


　とワインは、容よう赦しやのないザザの手を引いて止めた。


「平気って、でもワインちゃん──」


「わたしね。親切な人から、夕食に招かれたの」


　ワインはそう言うとザザの手を離し、タタッと短く桟橋を走って、そのままボートへと跳ちよう躍やくした。ワンピースの裾すそが、元気よく翻ひるがえる。そして、二人の兄が啞あ然ぜんと見守る前で、鮮やかな着地を決めた。


　特区にはセイが張はった『結界』がある。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の行いき来きを妨さまたげる結界だが、ダンピールのワインには、決定的な効果をもたらさないのだ。そして、一度でも特区の住人に『招かれ』れば、セイが『結界』を張はり直さない限り、効こう力りよくを失うのである。


「マーベリックお兄ちゃんっ。来てくれて、ありがとう」


「あ、ああ……当然だよ。でも、驚いたな。いったい誰に招かれたんだ？」


　すると、ワインの表情が翳かげった。マーベリックはすぐに察さつする。親切な人、とワインは言った。ワインは誰からも好このまれやすい性格をしているから、不ふ思し議ぎなことではない。だが、その親切には重要な前ぜん提ていがある。それが、愛しい妹を苦しめていることを、マーベリックはよく知っていた。


　一方、特区に残るザザは、感かん心しんすること頻しきりだった。


「すごいぞ、ワイン。これなら今度からは、もっと気軽に特区に来れる。僕は当分ここにいるから、今度二人だけで一緒に遊ぼうなっ」


「……それ、お姉ちゃんに報告しとくぞ」


「なっ？　マーベリックっ。お前という奴やつは……！」


　兄たちのやり取りに、ワインはクスリと笑った。それから重要なことを思い出し、両手でメガホンをつくって、桟橋のザザに叫さけんだ。


「忘れるところだった！　ザザお兄ちゃん。お兄ちゃんに知らせることがあるのっ」


「どうした？　麦わら帽ぼう子しなら、諦あきらめた方がいいよ。また新しいのを──」


「わたし、お父さんの居場所が少しわかった！」


　その瞬しゆん間かん、ザザとマーベリックはあらゆる動きを停止させた。


「さっき言った、夕食に招いてくれた人ね。ほんのちょっとだけど、お父さんの気け配はいを浴びてたのっ。最初に会ったときが、一番強く感じた。あのとき、その人は第五地区フイフス・ヤードって所にいたわ。仕事からの帰りだって言ってた。だから、たぶんその仕事場の側よ！」


　妹の発言に、兄たちは目を剝むいていた。「ほ、ほんとうか、ワイン」とマーベリックが震える声で尋ねると、ワインははっきり首しゆ肯こうした。


　ザザはしばらく動かなかった。あまりの衝しよう撃げきに、肉体を操あやつることすら忘れていたのだ。


　そして、唐とう突とつに、ザザは笑い始めた。


　高らかな笑い声。思わず弟妹がぎょっとするような、恐ろしく殷いん々いんと響く声だ。


　声せい帯たいを破は壊かいする声は、他者を操る彼にのみ可能な声だった。そしてその声こそ、姉弟の中でもずば抜けて長い時間を──カーサですらその本当の長さは知らされていない、長い長い時間を生きてきた古いにしえの大吸血鬼の、本当の声だった。


　ザザは両手を大きく広げた。彼の目には、人のものではない怪あやしい光が灯ともっていた。


「ワイン！　ワイン、ワイン、ワイン！　我らが『勝利のワイン』よ！　君はまさに、僕たちにとって最高の戦力だっ。君の情報は、すぐに確かく認にんしようっ」


「お兄ちゃん……」


　ワインは驚おどろいて目を丸くした。その強大な力の波は動どうに、少しだけ身体が震ふるえていた。


　しかし、すぐに喜びと達たつ成せい感かんとで小さな胸をいっぱいにした。家族の望みを叶かなえることこそ、彼女の望むことなのだ。


「マーベリック！」


「は、はいっ」


「他の姉弟に招しよう集しゆうをかけろ！　我わが策さくは、いま定まった。父王の復活も、もはや一年とは待たせない！」


　ザザの指示に、マーベリックは頷うなずいた。兄が本ほん性しようを見せることは稀まれにあったが、ここまでそれをむき出しにすることは初めてだ。


　マーベリックは九龍の血に染そまる以前も、それなりの年月を生きた吸血鬼だった。伝説の吸血鬼『ウォーカーマン』の名は、嫌いやと言うほど耳にしている。彼から指示を受ける自分に、震えるような興こう奮ふんを感じていた。


　ザザは天に届かん大声で叫ぶ。


「さあいよいよだぞ。香港の決着をつけるときだ。我らが父、九龍王に栄えい光こうあれ！」
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　決着はまさに一いつ瞬しゆんでついた。仕し掛かけたのはケイン。が、彼が一歩踏ふみ込み、二歩目を踏み出そうとしたときには、瞬しゆん時じに間合いを詰つめたゼルマンが鼻先に現れていた。


　ほとんど反射だけで繰くり出した拳こぶしを、ゼルマンはわずかに身をかがめて躱かわす。さらには拳が伸びきる直前に腕を払って相手の身体からだを泳がせ、その動作と同時に身体をたわませ、次の瞬間踵かかとを蹴けり込んでいた。


　ケインの巨体が冗じよ談うだんのように吹き飛ぶ。が、ビルの壁へき面めんに衝しよう突とつ するより早く力場思念ハイド・ハンドで動きを強制停止。矢のように彼に迫せまるや、拳で下した顎あごをすくい上げる。そして、今度は空に舞いかけたケインを殴なぐったその手でわしづかみにし、地面めがけて無む造ぞう作さに──しかし凄すさまじい力で叩たたきつけた。


　大地が振しん動どうした。それは、包囲する鎮圧チームの精神をも揺ゆさぶった。この間ケインはわずかな抵てい抗こうを示すことさえできなかった。


　ゼルマンは脱だつ力りよくすると、両手をジャージのポケットに入れる。煙草たばこを取り出し、火を点つけて吸う。また手をポケットに戻し、そのままつま先でケインを蹴って、


「立て」


　と短く言い放った。


　ケインは立った。だが、すでに勝負がついたことを、誰よりもケイン自身が自覚していた。


　そして、一方的な戦いが始まった。





　五分が過ぎた。


　それは嵐あらしのような五分間だった。


「ぐっ！」


　空中で交こう差さしたケインから呻うめき声がもれる。躱した蹴り足の上に乗り、ゼルマンはケインの頰ほおに拳を放った。ケインはまたしても、凄まじい速度で大地に落下した。


　あとから地面に着地したゼルマンが、双そう眸ぼうを光らせる。彼の赤い瞳には、煮にえ切らない苛いら立だちが色いろ濃こい。それが彼の凶きよう暴ぼうさに油を注そそいでいる。


　ケインはふらつきながら何とか立ち上がった。彼の顔は、予想を遥はるかに上回る敵の力量に驚きよう愕がくを浮かべていた。


　驚愕しているのは、戦いを見守る鎮圧チームも同様だ。彼らは手出しなど到とう底てい不ふ可か能のうな状じよう態たいで凍こおり付いていた。正面から戦って勝てる見込みは皆かい無む。ケイン自らそう言っていたことだが、ここまで圧倒的とは想像できなかった。


　ケインはいまや見る影もなかった。全身傷だらけで立っているのがやっとのように見える。鷹たかのような双そう眸ぼうは腫はれ上がって右目が塞ふさがり、折られた左腕はまだ回復しないのか、だらりと垂たれ下がったままだ。髪は乱れ、スーツもぼろぼろになっている。


　ケインはこれまでにも、鎮圧チームと組んで戦うことが多かった。古血オールド・ブラツドなど、鎮圧チームだけでは苦く戦せんが免まぬがれないときは、協定血族の盟めい主しゆとしてチームのために力を貸してきたのである。そして、そのすべてに勝利を収めてきた。彼がいかに強力な吸血鬼であるか、鎮圧チームの隊員たちはよく知っている。


　そのケインが、ゼルマンの前ではまったく手も足もでなかった。彼がまだ生きているのも、ただゼルマンが殺さないからというだけだ。ゼルマンは視経発火アイ・イグナイトを一度も用いることなく、わざわざケインの得意とする体たい術じゆつを主体にして勝負した。その結果が、これなのである。


　ケインは、『魔ま女じよモーガン』の血統に属する吸血鬼だ。彼のもう一つの特とく技ぎは、血族が受け継つぐ魔ま術じゆつである。


　しかし、


「また力場思念それか？」


　たちまち、見えない鉄てつ塊かいの下した敷じきになったように、ケインの身体が衝撃を受け、片かた膝ひざを折った。


　ケインも、隙すきを突いて力場思念ハイド・ハンドでの攻撃を繰り返している。だが、悉ことごとくゼルマンに押さえ込まれていた。攻撃の気配を瞬時に読み取り──もしくは、攻撃のあとで、ゼルマンに倍ばいする力量の思し念ねんを放たれ、打ち据すえられているのだ。思念の放出量が尋じん常じようではなかった。ここまでパワーが桁けた外はずれだと、多少の技ぎ巧こうなど意味をなさない。


　それでもケインは、吸血鬼の回復力が左腕の傷を癒いやしてしまうと、もう一度構えを取って呼吸を整えた。


　そのとき、鎮圧チームの狙そ撃げき手しゆが発はつ砲ぽうした。銀製のライフル弾がゼルマンを襲おそったが、彼は身動きひとつせず、ただ視し線せんをそちらに向けただけで銃じゆう弾だん を焼き尽くした。反応速度もさることながら、高速で迫る銃弾を瞬時に捉とらえ、しかも弾だん頭とうを消し飛ばす威い力りよくをその一点のみに集中している。その精せい度どは卓たく越えつしていた。


　狙撃を受けても隙はできない。だが、仕掛けるのはそのタイミングしかなかった。ケインは大地を蹴り、牙きばを剝むいてゼルマンに迫った。


　思念で牽けん制せい。即そく座ざに拳を叩き込む。そして、拳から肘ひじ。もう一度拳。流れるようなコンビネーションを、しかしゼルマンは表情ひとつ変えずに回避する。彼は中ちゆう途と半はん端ぱな戦せん闘とうに苛いら立だっている。にもかかわらず、それが本能であるかのように、半眼になった赤い瞳は、ケインの動きを冷れい徹てつに観かん察さつしていた。


　敵の避ける先を読んで、ケインが真横から足を蹴り込む。ゼルマンは空中に飛び、両足をたたんでこれを避ける。そのまま力場思念ハイド・ハンドで宙にとどまり、ケインの連続蹴りを躱すまでもなくやり過ごす。


　同時に足を蹴り出した。


　何気なく伸ばした足先は、魔法のようにケインの首くび筋すじに吸い込まれた。瞬時にケインの肩けん胛こう骨こつが砕くだけ、それでも消えなかった衝撃で彼の巨体が吹き飛んだ。幾いく度どとなく繰り返された光景だ。


　ケインはしばらく身動きが取れなかった。言うまでもなく、鎮圧チームも攻撃を仕掛けられない。ゼルマンは黙って立っていた。視界の先でケインがよろよろと身体を起こし、必死に立ち上がろうとするのを、


「……遅いっ」


　と思わず罵ののしった。


　ケインの健けん闘とうたるや賞しよう賛さん に値あたいする。心のどこかでは、ゼルマンもそう見なしている。だがこの苛立ちは我が慢まんならなかった。滑こつ稽けいだと思う。ケインがゼルマンにとって「危険」にはなり得ないことなど、端はなから承しよう知ちしていたことなのに。これではまるで、ままごとだ。


「くっそ！」


　ゼルマンは苛立ちのあまり地面を蹴り付けた。外見の年ねん齢れいそのままのような行こう為いを、止めることができなかった。


　彼の中で何かが切れようとしている。が、いっそ切れてしまえば楽なのに、その何かは切れそうで切れない。長く忘れていた感情が訪れた。絶ぜつ望ぼうだ。真っ黒な虚きよ無むが、ゼルマンをのみ込もうと襲いかかってくる。どれほど劫ごう火かを放とうと光も熱も得ることのできない虚無。そんな虚無が相手では戦うことすら叶かなわない。


　だが、これこそがいまのゼルマンなのだ。普段はこの虚無が薄うすっぺらなだけで、ゼルマンの世界は、この虚無から成り立っている。気が狂くるいそうだった。何もかも、目につく物を片っ端から破は壊かいし尽くしてしまいたかった。


　そしてふと、本当にそうしようかと思った。


　そうして何が悪いだろうか。この虚無を残らず焼き尽くすのが先か。世界を火の海に沈しずめ、ついには己の身を焼き滅ほろぼすのが先か。どちらでも構いやしなかった。本当に、心の底からどうでも良かった。ただ、この苛立ちが少しでもマシになるのなら、自分は──


「無む駄だだよ、ゼルマン」


　ケインがそう言った。ゼルマンは目を剝むいて彼を見つめた。


「無駄な足あ搔がきだ。お前がお前である限り、その虚無は未み来らい永えい劫ごう、お前の身体にまとわりつく。どうして『血』の導きが聞こえないと思う？　それほどの力を有する血族が、なぜ滅びに瀕ひんしている？　答えはたったひとつ。消しよう滅めつこそ『血』の意志だからだ。『闘将アスラ』の血統の、それこそが定めだからだ」


「貴様っ──！」


　その瞬間、ゼルマンは初めて本気になった。距離という概がい念ねんを力ちから尽ずくでねじ伏せ、燃え移る火の速度でケインを襲った。心臓をもぎ取る形で、指先がケインの胴どう体たいを抉えぐる。血の花が咲き、ゼルマンの白はく皙せきに飛び散る。


　だが、頭上からもれた呻うめき声を聞いたとき、ゼルマンは我に返った。ケインはとっくに喋しやべれるような状態ではない。


　ただの幻げん聴ちよう──いや、ゼルマン自身の声だったのだ。


　ゼルマンの狂気が去った。ケインがくずおれた。うつぶせに倒れた彼の身体の下から、赤い血ち溜だまりが広がっていく。ゼルマンは自分の手を見つめた。ケインの血がべっとりと付き、生なま暖あたたかい。その手を、ゼルマンは己の血が混じるほどに、きつく握りしめた。牙きばをむき出しにして奥歯を嚙かみ締しめた。


　まだ、切れない。


　虚無は、揺ゆらぎもしない。


　が、次の瞬しゆん間かん、ゼルマンはハッとして頭上を見上げた。


　背の高いビルに挟はさまれた、小さく四角い夜空。その夜空を背負い、屋上に小こ柄がらな人ひと影かげが立っていた。ついさっきまで気け配はいはなかった。瞬間的に、その場所へと現れたのだ。


　鎮圧チームの誰だれかが、駆かけつけた応おう援えんに喜びの声を上げる。しかし、吸血鬼たちは人間たちの反応に、いささかの注意も向けようとしなかった。


　小柄な人影はサングラスをかけた幼おさない顔を険けわしくし、ゼルマンを見下ろしていた。


　ゼルマンも彼を見つめ返した。いま、ゼルマンの瞳ひとみに、彼の存そん在ざいは輝かがやいて見えた。ただそこにいるだけで、なんと豊かな力を感じるのだろうか。ケインのそれなど比べものにならない。ゼルマンをもなお上回る、底の知れない力。世界中のどんな宝石よりも貴き重ちようで、美しい──


「……聞きたいことがある」


　とゼルマンは彼に言った。


「九龍王を封ふうじているのは、一ひと振ふりの剣なんだな？　『真しん祖そを八つに裂さきし剣』。『銀刀』が九龍王を滅ぼすのに用いた剣。夜の神話で密ひそやかに語かたり継つがれた、あの剣なんだな？」


　屋上の人影が動揺を見せた。


「ゼルマン……なぜそれを？」


「ふふっ。やはりそうか。ついに見つけた。黒おきれ血た族ちにとり、この世でもっともおぞましく、そして──」


　危き険けんな剣を。


　ゼルマンは頭に手をやり、ニット帽ぼうを脱ぬぎ取った。こぼれる真っ赤な髪。鮮せん烈れつな色で飾かざられた美び貌ぼうに、彼ならではの不ふ敵てきな微び笑しようが宿った。彼はニット帽を胸に当て、天上の神々も聞き惚ほれそうな美声で、歌うように告げた。


「『東の龍りゆう王おう』セイ。東方の血源。知と徳とくを授さずけし者。日輪を畏おそれぬ牙。時に挑いどみ、共に在りし王。真なる銀を受け継ぐ者よ。我が名はゼルマン・クロック。『闘将アスラ』の最後の末まつ裔えい。戦いくさと放ほう浪ろうに時を費ついやし、いたずらに生きたはぐれ者。されど、王の如ごとく時と調ちよう和わすることも叶かなわず、ついには生に倦うんだ愚おろか者だ。古血オールド・ブラツドなど名ばかりの、下くだらぬ狂きよう犬けんに過ぎない。もはや意地は張るまい。せめて最後に、王の慈じ悲ひに縋すがりたい」


「ゼルマン。おぬし──」


　屋上のセイが呻うめく。
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　それは、カーサたちの襲しゆう撃げきに勝るとも劣おとらない瞬間だった。


　特区が経けい験けんした、もっとも危険な瞬間だ。


　ゼルマンは告げた。


「『緋ひ眼がんのゼルマン』。及およばずながら、龍王セイに挑ちよう戦せん申し上げる」





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　コタロウが突とつ然ぜん顔を上げ、ある方向へと視線を飛ばした。


「コタロウ？」


　とジローが声をかけるが、コタロウは反応を示しめさない。まるで別人のように透明な顔で、視線を向けた方角を凝ぎよう視ししていた。


　ジローも同じ方向を向いたが、目立った物は何もない。墓ぼ地ちと銀杏いちよう並なみ木きがあるばかりだ。


「コタロウ。どうしたのです？　何かあったのですか？」


　それでもコタロウはしばらく返事をしなかったが、やがて息を吹き込まれたように、


「あ」


　と身じろぎした。


「コタロウ？」


「……兄者」


　コタロウがのろのろとジローを振り返った。弟の顔に浮かぶ深い悲しみを見て、ジローは思わず息をのんだ。


「いったいどうしたんですか。ミミコさんのことなら心配いりません。あの陣内のことだ。彼女を不要に責せめたりはしませんよ」


　ジローは腰をかがめて、コタロウの顔をのぞき込む。それでも彼の悲しみは消えなかった。彼自身にも、悲しみの理由がなんなのかわからないのだ。ただ無む性しように不安で、兄に頼たよりたかった。


　彼が不安なとき、兄はいつも優しい。


「兄者……」


「なんです？」


「ぼくたち、これからどうなるの？」


　まるで幼おさな子ごのような問いに、ジローは苦笑を浮かべた。「平気ですよ」。そう言って、手を伸ばし、彼の頭を撫なでた。


「これから色々あるでしょう。でも、どんなことがあっても、お前には私がついている。そして、ミミコさんが。他にもいっぱい、お前のために力を貸してくれる人はいるでしょう？　みんなを信じなさい、コタロウ。そして、お前も彼らのために、できることをするんです」


「……ん」


　コタロウは頷うなずいた。だがやはり、不安は消えない。とうとう我が慢まんできずに、兄の首くび筋すじに抱きついた。


　いつになく甘える弟に、兄は困こん惑わくしたようだった。ジローには、コタロウの不安が伝わっていないのだ。それでもジローは嫌いやな顔ひとつせず、コタロウがもっと子供の頃ころそうしてくれたように、彼を抱きしめ、腕に抱えて持ち上げてくれた。


　コタロウの不安は消えない。


　何がそんなに不安なのか。どうしてこの不安が兄と共きよう有ゆうできないのか。何もかもわからなかった。ただ、彼を守ってくれる兄のことだけは信じることができた。兄への信しん頼らいこそ、コタロウの一番の宝物なのだ。


　そういえば、とコタロウは思い出す。


　あの子はどうなったのだろう。あの子にも、自分にとっての兄のような存在が、側にいてくれているだろうか。


　彼の中に流れる『血』が、彼に何かを訴うつたえかけていた。それは不安の原因を知らせる声かもしれず、あるいは未来への警けい鐘しようなのかもしれない。しかしコタロウは、いまだけはその声に耳を閉とざした。耳を閉ざし、目を閉じて、じっと兄にしがみついた。


　いつまで、こうしていられるのだろう。そんなことを思いながら。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「あたしは、どうすれば良いのですか？」


　過か去こからの声を前にして、陣内は言葉を失った。


　そして、頭より先に、胸の奥で理解した。もうこの子に自分の指し導どうは必要ないのだ、と。


　この年頃の少女は成長が早い。頭ではわかっていたつもりでも、いざ見せつけられると唸うなってしまう。実じつ際さい、部屋に入ってきたミミコを見たときなど、彼は思わず彼女に見とれたものだ。衝しよう撃げきから立ち直った陣内は、改めて彼女の姿を眺ながめた。


　この前見たときとは別人のようだ。また、一段と綺き麗れいになった。容よう姿しなどではなく、その内面から放たれるものが。


　彼女をここまで輝かがやかせているものが何か──それは様々な要よう素そがあるだろうが、一番に挙あげられるのは、あの青あお二に才さいに違ちがいあるまい。なるほど、娘を持つ父親とは、こんな気分なのだろう。確かにこれは、聖書の一節でも朗ろう読どくしてやらねば気が済まない。


「つまり──」


　と、ようやく陣内はミミコの問いに答えた。


「君は『カンパニー』の在あり方を──協定の志こころざしを否ひ定ていするのだな」


「否定するわけじゃありません」


「いや、君の発言は、そういうことだ」


「違いますっ。そうではなく──足りないんではないかと言ってるんです。だって──」


　ミミコがまた自らの考えを話し始めた。彼女の中でもまだ固まっていない何かについて、必死になって伝えようとしている。陣内はそれを聞き流し、高ぶる内面をひた隠かくしにして、冷ひややかな面おも持もちを保たもち続けた。


　自分に正面から反はん論ろんする彼女が誇ほこらしい。


　そして、少しばかり寂さびしい。


　後こう悔かいもあった。これでこの子は、もう戻れない。戻れない場所へと自ら進んでしまった。それも、陣内が予感していたより、さらに先へ。


　彼女の行こうとする道は、陣内が進むべき道だった。彼が傷を負って切り開き、彼女にはそのあとを堂々と進んで欲しかった。まだ、早い。そう思っていた。


　なのに、自分がぐずぐずしていたばかりに、彼女は自ら先を目指そうとしている。『見守ること』から、『切り開くこと』へと。そして、彼女の決けつ意いが固いことなど、長い間彼女を見てきた陣内には、口に出して確かく認にんするまでもなく明めい白はくだった。


　冷静に思し考こうする。陣内には『カンパニー』がこれから辿たどる運命が、ある程度予想できていた。それを全力で回かい避ひすること。後に続く者たちのために、戦う場所を用意してやることが、もっとも重要だと考えていた。


　だが、どうやら彼女に関して言えば、その必要はないらしい。というより、彼が用意する場所は、彼女には狭せますぎるようだ。いったい、いつの間に。ああくそ。聖書だけでは生なまぬるい。どうしてくれようか、あの男──


　気が付けば、ミミコの話は終わっていた。彼女はもう一度言う。


「お願いです、部長。あたしに教えて下さい」


　陣内は答える。


「……その問いの答えは、まだ誰だれも見つけられずにいる」


　ミミコが「え？」とはぐらかされたような顔をした。陣内は笑いそうになるのを必死に堪こらえ、せいぜい険けわしい表情を作った。この手の演えん技ぎは得とく意い中の得意だ。ミミコ程てい度どの眼がん力りきでは、まだまだボロなど出しはしない。


「君の考えはよくわかったよ」


　と、ほぼ完全に聞き流していた陣内は、平へい然ぜんと言った。なるべく偉えらそうに。


「なら──」


「そして結論から言おう。君の口にしたことはひとつの理想ではあるが、私たち『カンパニー』の目指すそれとは食い違うものだ」


　ミミコが絶ぜつ句くする。が、すぐに反はん撃げきしてきた。そんなことはありません。だってこのままではどうすることもできない。違いますか部長。陣内は鼻で笑った。なんと威い勢せいのいい。そして生なま意い気きな。


「いい加か減げんにしたまえっ」


　と声を荒あららげてみる。それでもミミコは引き下がらない。固かた唾ずをのんで見守っていた調停員コンプロマイザーたちは、いまや騒そう然ぜんたる有あり様さまだ。サキやヒバリは完全に顔色を失っている。


　頃ころ合あいだった。


「それまでだ。ミミコ君。君の熱ねつ意いはよく伝わった」


「じゃあ──」


「だがっ。その熱意も、正しく発はつ揮きされない限り害にしかならない。むろん、ここで言うのは『カンパニー』の正しさだがね。最後にもう一度聞いておく。君は、『カンパニー』が標ひよう榜ぼうする協定に異い議ぎを持っている。そして、それを曲げるつもりはない。そうなんだな？」


「部長……！」


　ミミコは信じられないという顔で上司を見つめた。それは親に裏うら切ぎられた子供の表情そのものだった。が、それでわずかでも胸が痛むほど、陣内は甘あまくはない。


「答えたまえ！」


　と威い厳げんを漂ただよわせて──これも陣内の得とく意い技わざのひとつだ──ミミコに問いかけた。


　ミミコは長いこと唇を嚙かんでいた。しかし、最後には小さく、そしてはっきりと頷いた。


　周囲から言葉にならない悲鳴が上がる。なんだか陣内は楽しくなってきた。


「よろしいっ。葛城ミミコ。ただいまをもって君の調停員コンプロマイザーとしての資し格かくを剝はく奪だつする。そして調停員として働けない以上、君は『カンパニー』に必要ない」


　言葉にならない悲鳴が絶ぜつ叫きように変わった。「部長っ！」とサキが怒りに燃えて抗こう議ぎするが、そんなものは当然無む視しする。


　そして、青ざめ、立ちすくむ最さい愛あいの弟で子しに対し、陣内は想おもいの丈たけを叩たたきつけた。


「ミミコ君。お前は、クビだっ」





　　　５





『カンパニー』事務所が形けい式しき上じよう運うん営えいする墓ぼ地ち。その管理者である杜もり田たは、暗い敷しき地ち内ないを急ぎ足で歩んでいた。


　大切な用を忘れていたのだ。何しろ、あのニュースで動どう転てんしていたのである。


　閑かん職しよくとはいえ彼も『カンパニー』の一員だ。これから特区がどうなるか、胸中は不安でいっぱいだった。だが、一方で覚かく悟ごはできている。どんなことが起ころうとも、彼は彼に与えられた仕事を忠ちゆう実じつにこなさなくてはならない。


　ただ、彼は自分に与えられた仕事の意味をよくわかっていなかった。わかっているのは、その仕事を彼に命じた陣内ショウゴの人ひと柄がらだけだ。そして、それで十分なのだ。陣内が彼と彼の愛した吸血鬼のためにしてくれたことは、言葉に尽つくせぬほど感かん謝しやしている。その恩は、彼女を失ったいまでも変わらない。彼が自らの仕事を全まつとうしようとするのも、すべては陣内との約束を守るためだった。


　杜田が向かったのは、敷地の一番奥おく。香港聖せい戦せんで失われた魂たましいを祀まつる、モニュメントのような石せき碑ひだった。ただ、そこに祀られているのは人間たちだけでなく、共に戦った吸血鬼たちの魂も祀られている。この墓地の中で、唯ゆい一いつ『カンパニー』らしい場所だった。


　石碑の前まで辿たどり着いた杜田は、ふうと息をつき、手を合わせて黙もく禱とうした。神しん式しきだが自分が死者に対する敬けい意いを払はらうには、こうするのが一番なのだ。そうして黙禱を捧ささげたあと、誰だれにも見つからないようにという陣内の指示通り、辺りをきょろきょろ見回した。人目がないことを確かく認にんしてから、石碑の裏うらに回った。


　石碑の台だい座ざはかなりの大きさだ。畳たたみ六ろく畳じよう分ぶんはある。だが、この下にはさらに大きな地下の納のう骨こつ堂どうがあるらしい。杜田もそこまでは入ったことがない。入り口すら教えてもらっていない。


　とはいえ、杜田の仕事は納骨堂とは直接関係がなかった。彼は植うえ込こみと台座の間にしゃがみ込み、暗くら闇やみの中で目をこらした。


　台座は煉れん瓦が状じようの石せき材ざいで組まれている。


　ただ、その石のひとつが外はずされていた。


　杜田はその石を手に取り、外されていた穴にはめ込んだ。そして、もう一度辺りを警けい戒かいしながら、そそくさと台座の裏から出た。


　陣内が与えた杜田の仕事。それが、これなのである。


　日中、太陽がある間だけは、台座の石を外しておくこと。ただし夜になったらそれを元に戻すこと。曇くもり空の日は外してはならない。何より、月が出ている間は、決して外してはならない。


　本当におかしな指示だった。だが、おかしなことと言えば、この石碑のある場所も妙みようだ。


　墓地の周囲には大きな建物もなく、日ひ差ざしが遮さえぎられることはない。ところが、なぜかこの石碑の側だけは、真夏の陽ひの下でも、ひやりと冷たいのである。いまもそうだった。夜とはいえすでに初夏だ。なのに、さっき触ふれた石など氷のように冷たかった。


　杜田は頭かぶりを振る。余よ計けいなことは考えまい。どうせ裏にどんな事じ情じようがあろうと構かまわないのだ。いまの自分には何もない。大切なのはこの仕事──そして陣内の期待に応こたえることだけなのだから。


　今日は月が出ていなかった。そのことに感謝しながら、杜田は石碑をあとにした。


　残された石碑は、闇やみの中に静まりかえっている。


　揺ゆれ動く特区とは対たい照しよう的てきに、あくまでも静かに、時を待っている。






あとがき







　さあ、本編第二部の開かい幕まくです。


『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ ５ 風雲急告』。


　タイトルに偽いつわりなしで、まさに風が急を告つげた内ない容ようとなりました。
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　さて、今回のお話はジローとコタロウの兄弟が特とつ区くに移うつり住すんで一年後からスタートしています。ここで一度本シリーズの時じ系けい列れつについて説せつ明めいしておきましょう。


　まず一番古い話となるのが過か去こ編へんの『ＢＢＢ４』でして、これがジローが吸血鬼になるきっかけとなった百年前の話になります。


　その次が『ＢＢＢ１』から『ＢＢＢ３』の第一部。兄弟が特区を訪おとずれ、移い住じゆうが決まるまでの三日間ですね。


　それから、「ドラゴンマガジン」の連載第だい一いつ期き分をまとめた『ＢＢＢ[image: ]１』。これは、ミミコの護衛クローザーとして特区で暮らすことになった兄弟の、愛とロマンと労ろう働どうを描えがいた短編集です。さらに詳くわしく説明すれば、この『ＢＢＢ[image: ]１』のプロローグの直ちよ後くごに、『ＢＢＢ４』のプロローグとエピローグが入ります。


　本編に登場したミミコの先輩調停員コンプロマイザー朱と鷺き籐とうサキや、今回は名前だけの登場となった同どう僚りようのスワン・鍾チエンも、短編の方ではすでに登場済み。ミミコとはひと味あじ違ちがう調停員として、ときに競きそい合あい、ときに励はげまし合いながら、特区の平和を守っております。もちろん、ジローやコタロウ、そしてミミコも、彼女らに負けじと大だい活かつ躍やく兼けん大おお騒そう動どうな感じです。興きよ味うみのある方、興味があるかもしれない方、興味がないとは言い切れない方、興味はないけどまあいいかという方は、ぜひそちらの方も読んでみて下さいませ。





　と、以上はすでに文庫本としてまとまっているのですが、実はこのあとがありまして……


　現げん時じ点てんでドラゴンマガジンに掲けい載さいされた連載第二期分と第三期分。これも本作『ＢＢＢ５』の前──特区移住後一年間の出で来き事ごととなるのです。


　こちらの方ではサキやスワン、ヒバリに加え、第一部で登場、活躍した吸血鬼たちも顔を出しています。セイにケイン。ゼルマン。あと、サユカがミミコと親したしく（？）なった話なんかも含ふくまれていますね。


　その他、これも今回は名前だけちらりと出てきた『豪ごう王おうフォワード』の血けつ統とうも、少しだけ登場したりします。ああ、『老ろう牙がニザリ』の血統の吸血鬼も出てくるや。


　この辺へんの話は、今後短編集として文庫にもなっていくと思いますので、楽しみにしていて下さい。


　そして、これらの話すべてのあとに、『ＢＢＢ５』が続きます。つまり、本作が時系列的には一番新しい話ということになるわけです。


　作中でもミミコが感かん慨がいにふけっていますが、三人が出会ってから一年分の時間の積つみ重かさねがあるわけでして。そう思うと、なるほど第一部終しゆう了りよう時じに比くらべれば、トリオの仕事ぶりにもずいぶんと磨みがきがかかって……





　……んー？
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　ともあれ、シリーズは新しん展てん開かいです。


　ただ、そんな心しん機き一いつ転てんな本作なのですが、なんと言いますか、その……今回はいつにも増して「オヤジ」率りつが高くなっています。


　陣じん内ない、尾お根ね崎ざき、張ジヤンといった主要登場人物を始め、『カンパニー』の幹かん部ぶたちやら、ＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトのリチャードやら──リンスケやバドリックにせよ、お世せ辞じにも「若わかい」とは言いかねますし。


　吸血鬼たちの年ねん齢れいをカウントしないとしても、登場人物の平へい均きん年齢が──たぶん──三十歳さい以上。草くさ河かさんの華か麗れいなイラストがオヤジだらけになりやしまいかと、内ない心しんハラハラしております。若い子が大好きな（←推すい定てい）担当Ｋ嬢キヤサリンの、やるせないため息が聞こえてきそうです。


　その上話の内容といえば、陰いん謀ぼう、陰謀、また陰謀。腹はらの読み合いやら、小こ狡ずるい根ね回まわしやら、組そ織しきの軋あつ轢れきやら、職しよく場ばの人間関係やら……


　ヤバ。これ、ほんとにファンタジア文庫で書いて良かったのでしょうか？　（へ、平気だよね、キャサリン？）





　……ただですね？


　やっぱり、世の中の仕し組くみを裏うらで支ささえてるのは、骨ほねのあるオヤジだと思うのですよ？


　可愛かわいい女の子や、格かつ好こういいクールガイばっかじゃ、社会は回らないと思うのですよ？


　そして、そんなお偉えらいオヤジたちにだって若いころはあったわけだし、仕事で挫ざ折せつすることや、夢を諦あきらめられずに苦く悩のうすることはあるのですよ、絶ぜつ対たい。


　組織の中で生きるオヤジなんか、特にそうではないでしょうか。権けん力りよく者しやだって万ばん能のうなんかじゃありません。むしろ、自みずからの力りき量りようとのしかかる重じゆう責せきの狭はざ間まで苦しむことの方が多いはずです。それでも投なげ出ださずに踏ふみとどまり、しっかり「現実」を見み据すえながら老ろう獪かいに老ろう巧こうに前進する。そういう姿って、ニヒルでスマートでヤングな兄ちゃんに、負けず劣おとらず格好良いと思いませんか？


　彼らの存在に重みがあってこそ、ミミコたち若わか手ての頑がん張ばりが映はえる。筆者はそのように思うのですが、読者の皆みな様さまはどのように感じられましたでしょうか？





　あ、でも、イラストは別になくたっていいや。草河さんにはぜひ、ゼルマンやワインのシーンを多めで（笑）。
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　まあ、そんな感じの第五巻ですが、主人公たちが活躍していないわけではありません。特にミミコなんか、今回の話は（今回の話も？）結けつ構こうな試し練れんの展てん開かいとなっています。


　ジローやコタロウにとってもそうだし、他のほとんどの登場人物にとってもそうですね。改あらためて読んでみると、最初から最後まで笑っていたのは、ザザぐらいじゃないでしょうか。彼だけは、見ようによってはコタロウ以上にお気き楽らくに見える……


　それでも、多くのキャラクターがそれぞれの戦たたかいに向かっているのは確たしかです。物語自体も第二部突とつ入にゆうに相応ふさわしい感じで加か速そくしております。果たして、このあと特区はどうなってしまうのか？　うーん……誰か考えてくれないかなあ。（ＮＧ発はつ言げん）





　ただ、今後の展開で決まっていることもあります。以下、本編のネタばれとなってしまいますが──





　今作ラストで、ミミコは長なが年ねん勤つとめた職しよく場くばから放ほうり出されてしまいました。実は、これによって作さく劇げき上じようでも少し問題点が発はつ生せいするのです。


　具ぐ体たい的てきにいうと、ミミコたちの日にち常じようを描く短編の方で齟そ齬ごが生じる。だって、クビになったのに『カンパニー』の仕事してるのも変だし。


　ここでまた時じ系けい列れつを遡さかのぼり、短編に関しては第一部から第二部までの一年間の出来事を継けい続ぞくして描くのもひとつの手です。が、どうせだからということで、来月（二〇〇六年三月）から再さい開かいされる連載第四期分は、この『ＢＢＢ５』のあとの時系列からスタートすることにしました。


　つまり、葛かつ城らぎミミコ、フリーター編（笑）。


　何しろ彼女は天てん涯がい孤こ独どくの身。クビにされたからとニートを気取っていては、明日の食事もままなりません。扶ふ養よう者しやまで抱かかえているわけですし、なんとかお金を稼かせいで糊こ口こうを凌しのがねばならないのです。


　そんなミミコの奮ふん闘とうを描く（予定）の、第二部版連載短編。「おれドラマガの方は読んでなかったし」という方は、これを機きに購こう読どくを始めるのも良いかもしれませんよ？


　あ、もちろん、その際さいはアンケート葉書の方を、ひとつよしなに……エヘヘヘ。（オヤジ笑い）





　もっとも、短編を読んでいないと本編の流れが追えなくなるという書き方にはしないつもりです。「わたし文ぶん庫こ派はなの」という方も、その点はご安心下さい。


　でも文庫になったら買ってね？（笑顔で）
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　さてさて。


　最後になりましたが、美少年率りつ少すくなめでごめんなさいなＫ嬢と、またキャラ増えて済みませんな草河さんに、お礼の言葉を。いつもありがとうございます。お二人あっての『ＢＢＢ』です、ほんと。


　そして、読者の皆様。巻数も五巻に達たつしましたが、本編はまだまだ続きそうです。退たい屈くつさせないよう頑がん張ばりますので、第二部もどうぞよろしくお願いします。


　それでは。







二〇〇六年　一月　あざの耕平
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─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　風雲急告─





あざの耕こう平へい
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